


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　その日。

　延えん喜ぎ帝国の帝都は平和だった。

　近この衛え連隊の安あん西ざい中ちゆう尉いは宮中の広い中庭に立って、頭の上に広がる澄み切った初秋の青空を見上げた自分をぐるりと取り囲む、王宮の伽が藍らんのきらめく黄金の屋根瓦がわらに目をやり、大きく深呼吸した。

　──なべて世はこともなし……か。

　世が世なら、俺みたいな地方軍出身の平民上がりの兵士が、近衛連隊に入って、宮中のど真ん中に立って空を見上げるなんて考えられなかっただろう。

　三年年前、延喜帝国は滅亡の危機にあった。

　先代の皇こう帝ていが南方由来の熱病に罹かかり、若くして世を去った後。延喜帝国の重臣たちは、たったひとり残された幼い皇帝を即位させ、延喜帝国の存続を図った。

　だが、名のみの皇帝に国家を動かす力はなく、皇帝の名を借りた官僚の専横と、度重なる飢き饉きんにより、延喜帝国の南域では大規模な反乱が起き、内乱状態となった。

　南域の反乱軍は耕作地を失った農民を兵士として吸収し、十万人を超える戦力となって、帝都目がけて行軍を開始した。

　しかし、弱体化した帝国には、それを食い止めるだけの戦力はなかった。帝都の目と鼻の先まで追い詰められたそのとき、北域に国を興おこし、シムールとの間に友ゆう誼ぎを結んだ若き覇は者しや、北域王の加勢を得て、帝国皇帝は十万を超える南域反乱軍を撃破した。そして、その余力を駆かって、帝都内に巣食う腐敗官僚の群れと、旧きゆう弊へいに凝り固まった宮中のしきたりを一掃した。

　近衛軍総監となった泉せん野や聡そう凛りん中ちゆう将しようは、近衛軍の組織と慣習を一新して、兵士を縁故血縁で選ぶのをやめて、実績と技量による選抜とした。

　──俺はその選抜を受け、中尉に昇進して敬けい州しゆう五連隊から近衛連隊に配属になった。

　俺の弓の腕前はさほど優秀ではない。俺が選ばれたのは、征せい古こ原げんにおける南域の反乱軍との戦いで、沈着に部下の指揮を行ったことが評価されたかららしい。

　俺が近衛連隊に配属になったという知らせが、県令を通じて実家に伝わったら、親父おやじやお袋、兄弟、伯お父じ伯お母ば親戚一同が集まって大おお騒さわぎになったらしい。

　一度故郷に帰ってこいというので、帰ってみたら、いきなり名主の娘を嫁にしろと言われて、そのまま嫁さん貰もらって、気がつけば二人の子持ち……人生ってのはわかんないものだよなあ……。

　安あん西ざい中ちゆう尉いが感かん慨がい深げに見上げていた空から、視線を王宮の建物に戻した、そのとき。

　正面入り口に続く回廊のほうから、何やらただ事ではない叫さけび声が聞こえた。

「馬だ！　馬だぞ！」

「うわああ！　何でこんなところに馬が！」

「下りろ！　宮中であるぞ！」

　声のする方向に視線を投げた安西中尉は一いつ瞬しゆん自分の目を疑った。

　馬が、回廊の上にいた。

　作り物ではない、本物の生きた馬だ。

　伝令騎兵の甲かつ冑ちゆうを身にまとった騎手を乗せた白い馬が、官かん吏りが右往左往する回廊にいた。

「うわあ！」「ひええ！」「ぎゃあ！」

　腰を抜かした吏り員いんが放り投げた書類箱の中の書類が、紙ふぶきのように舞う回廊の中を、馬は真っすぐこちらに突き進んでくる。

　だが、回廊にいる吏員は誰ひとりとして馬の蹄ひづめにかけられてはいない。器用に吏員を避けている。

　いや、馬が器用なのではない、騎乗している者の手た綱づな捌さばきが絶ぜつ妙みようなのだ。

　立ち尽つくす者、腰を抜かして座り込む者、恐慌をきたして走り回る者。そういった、てんでばらばらな動きをする廊下の上の吏員たちの動きを読んで、馬を手足のように扱い、避けつつも速度を保って駆かけさせている。

　騎手の見事な腕前に目を見開いた安西中尉の意識の中に、ふっと違和感がよぎった。

　その違和感の原因は、騎手の腕の細さだった。

　細く、そして白い。まるで少年か女性を思わせる。

　──まさか、あの騎手、女か？

　いや、今は騎手の正体を詮せん索さくしている場合ではない。あの馬を止めねば！

　安西中尉は腰に下げていた剣の柄つかを握り、すらりと引き抜く。そして、回廊の真ん中で両手を広げ、立ち塞ふさがった。

「馬を下りよ！　ここをどこと心得る！　宮中であるぞ！」

　大音声を張り上げた安西中尉に気がついたのだろう。騎手は馬の手綱を引いて、その行き足を止めた。

「官、姓名を名乗れ！　何者か！」

　安あん西ざい中ちゆう尉いは騎手の顔を窺うかがった。だが、騎手は兜かぶとを目ま深ぶかにかぶり、下を向いているため、顔の上半分がわからない。白く細い顎あごが見えるだけだ。

　そのとき、兜の下に見える、唇くちびるの端が、ふっと上がった。

　──笑いやがった！

　安西中尉が目を見開いたとき。騎手は手た綱づなを振った。

　馬は右の蹄ひづめで回廊の床を二回、ガッガッ！　と搔かくと、バネ仕掛けのような勢いで駆かけ出した。

　そのまま、真っすぐ回廊の真ん中で立ちはだかっている安西中尉に突っ込んでくると、目の前で跳ちよう躍やくした。

「うわぁ！」

　思わず首をすくめた安西中尉に向かって、凛りん！　とした少年のような声が飛んだ。

「邪じや魔ま立て無用じゃ！」

　どこかで聞き覚えのある声に、顔を上げた安西中尉の目の前で、騎手の兜が動き、その下に丸め込んであった、長い、白髪にも似た金髪が、ふわりと広がった。

　馬は見事に安西中尉を飛び越えて、後方に着地した。

　振り向いた安西中尉を見て、騎手は笑いながら言った。

「安心せい！　皇こう帝ていに用はない！　用があるは晴せい凛りんのみじゃ！」

「なんだと？」

　だが、騎手は安西中尉に答えることなく前を向き、手綱を振って馬を走らせ始めた。

　銀色に輝く長い髪をなびかせて走り去ろうとする騎手を見ていた安西中尉の目が見開かれた。

「あ！　あれは……もしや……」

　そのとき、騒さわぎを聞きつけて、詰め所から安西中尉の部下たちが駆けつけてきた。

「隊長！　狼ろう藉ぜき者ものは？」

「あ！　あいつですね！」

　回廊を走っていく白馬を見つけた部下が、即座に持っていた弓を構えると、安西中尉は手を上げて、その前に立ち塞ふさがった。

「待て！」

　怪け訝げんな顔をする部下たちに、安西中尉は言った。

「あの伝令兵の正体は、シムールのミーネ姫だ！　矢を射掛けてはならん！」

「え？」

「おそらく、目的は晴凛殿だ。皇帝陛へい下かに仇あだなすことはないと思われる」

「し、しかし……」

　安あん西ざい中ちゆう尉いは首を振った。

「ミーネ姫に矢を射てはならぬ！　シムールとの戦争になるぞ！」

　その、有無を言わせぬ口調に、部下たちは互いの顔を見合わせると、構えていた弓を下ろした。

　安西中尉は部下が弓を下ろしたのを見て、小さくうなずいた。

「それでいい、一切の責任は俺が取る！　お前らに咎とがめは及ばぬ、安心しろ！」

　自信ありげに胸を張り、馬の向かった先を見つめて、安西中尉は言葉を続けた。

「あの声、あの髪、そして馬を扱う腕。あれは間違いなくミーネ姫だ！」

「しかし、万が一にも皇こう帝てい陛へい下かを狙ねらった刺客だとしたら……」

　安西中尉は笑った。

「俺が、あの騎馬兵をミーネ姫だと判断した理由は、そこだ。正面から宮中に馬で乗り込む刺客がいると思うか？　そんな無茶をやってのけるのはミーネ姫くらいのものだ！」







　　　第一章「御前会議」







　執務室で執務中だった筆頭政務官の泉せん野や晴せい凛りんが、いきなり馬で乗り込んできたシムールのミーネ姫に拉ら致ちされた。その知らせは、瞬またたく間に王宮内に広がった。

　長ちよう嶺れい帝がこの知らせを受けたのは、伏ふせ龍たつに代わって政務総監の位に就ついた犂すき山やまの御隠居と、私室で雑談を交わしているときだった。

　控えの間に詰めていた近在官のひとりが、私室の入り口の近くにやってきて無言で平伏する。それを見た犂山の御隠居は、右手を軽く挙げて、長嶺帝との会話をやめた。

「申し訳ござらぬ。何やら急事の様子。話を聞いて参りますゆえ……」

「うむ、許す。だが、その急事とやら、余にも教えよ」

「御ぎよ意い」

　御隠居は短く答えて小さく一礼すると、席を立って、平伏している近在官のところに行き、片かた膝ひざをついた。

　近在官が上半身を上げて、御隠居の耳元で何やらささやくと、御隠居の表情が変わった。

「なんだと？　ふむ、それで？　筆頭政務官殿は、なんと？　うむ、そうか、馬に乗って……わかった。それは一大事だ。皇こう帝てい陛へい下か御臨席の会議を開き、対応せねばなるまい。最大危急会議を召集する。各省部の司つか長おさに伝令を出せ。また、宮中に近この衛えを配し、官かん吏りを安あん堵どさせ無用の混乱を起こさぬようにするよう近衛の長に伝えよ」

「かしこまりました」

　近在官はそう答えて深く一礼し、そのまま下がった。

　御前に戻った御隠居を、長ちよう嶺れい帝は興味と憂ゆう慮りよの入り混じった目で見て訊きいた。

「何事か？　憂うれい事ならば、なおさら余に聞かせよ」

「では、憂い事を先に……北域王にして延えん喜ぎ帝国の筆頭政務官たる泉せん野や晴せい凛りん殿が、先ほど、馬に乗って乱入してきた者に拉ら致ちされた、とのことです」

「なんだと？」

　驚く長嶺帝に、御隠居はふわっと笑ってみせた。

「拉致したのは、シムールのシャン族の姫、シャン・クム・ミーネ殿と思われます。晴凛殿もみずから馬に乗り、共に宮中より脱出したとのことです」

「ミーネ姫が？」

「はい、正門のところに控えていた別の者……こちらはシャール殿だったようです。この者が書状を置いていったそうで、それには、約定通り北域王を返していただく旨むねの文言があったそうです。現在筆跡の確認を行っておりますが、まず、間違いありますまい。ミーネ姫ならばやりかねませぬ。

　そもそも晴凛殿は、二年の約定で帝都に留まっていたものを、こちらの都合で延ばし延ばし半年が過ぎております。しびれを切らしたものと思われますな」

　長嶺帝はため息をついた。

「確かに、ここ最近、延えん声せいにいるミーネ姫から、晴凛を返せ戻せ、という内容の手紙が毎週のように届いていた……先日届いた手紙には『この手で取り戻しに行くぞ』と書かれていたが、まさか本当に実力行使に出るとは……いや、ミーネ姫ならばこそ、かもしれない」

「いずれにせよ、帝国の重臣が白昼堂々と拉致されたことを、なかったことにするわけにもいきませぬ。陛下御臨席の最大危急会議を開きたく存じます」

「よいのか？　最大危急会議は、国家存亡の危機に際し召集される最高会議だぞ？」

　御隠居は面白そうに笑った。

「最大危急会議は式規則に定められていても、今まで一度も開かれたことがございません。ここらで一回開いておくべきだと存じます。帝国の重臣が白昼堂々拉致されるというのは、会議を開く理由として、充分かと……」

「そうか、言われてみればそうかもしれぬ。晴せい凛りん殿の代わりとなる筆頭政務官を決めねばならないし、こちらから北域国に使者を送り、婚礼の日取りも聞かねばならないしな……」

　にこにこ笑ってそう答えた長ちよう嶺れい帝を見て、御隠居は眉まゆをひそめ首を振った。

「いえ、そういうことを決める前に、シムールの無礼を咎とがめ、北域国に抗議しろ、と言いつのるであろう重臣どもへの対応を考えねばなりません」

　長嶺帝は顔をしかめた。

「シムール嫌いを公言している財務局長と、その眷けん属ぞくか……」

「左様。好き嫌いは個人の勝手ですが、それを公務に持ち込むのはもってのほか。あれは、それをわかっておらぬようで。この件を聞けば、鬼の首を取ったかのように、騒さわぎ立てるに違いありませぬな……。

　およそこの地における帝国の歴史は　シムールとの戦いの歴史でございます。

　祖帝が延えん喜ぎ帝国を起こすまでに、いくつもの王朝がこの地に国を興おこしましたが、いずれも長くは続きませんでした。

　皇こう帝ていに収まった人物が国家を維持する資質に欠けていたり、初代が帝国を打ち立てても、二代目が凡ぼん庸ようで、内部分裂を起こしたり、と。

　どの帝国もその誕生のときから、崩壊する因子を抱かかえ込んでいたようなところがございますが、やはり短命に終わった理由は、北方の広大な高原地帯をその勢力圏とする騎馬遊牧民族、シムールの存在でございましょう。

　歴代の国家は、シムールと戦うための軍事費を捻ねん出しゆつするために租税を引き上げ、その重い税に苦しんだ民衆が蜂ほう起きし、国家が倒れる。それの繰り返しでした。

　維持するために最も重要なこと。それはシムールを、どう扱うか。その一点に集約されていたと言っても過言ではございませぬ」

　長嶺帝は黙だまったまましばらく考え込んでいたが、やがて静かに答えた。

「余は今でもときどき、晴凛殿に助けられて、延えん声せいで暮らした日々のことを思い出す。あのとき、ミーネ姫と一いつ緒しよに並んで食べたハミウリの味と、エオル王の言葉が忘れられぬ。

　今、ここに、こうやって余が存在できるのは、あの日、あそこで出会ったエオル王の言葉あればこそ。

　財務局長をはじめとするシムール嫌いの人々は、シムールの本当の姿を知らぬ。彼らが嫌っているシムールは、自分の頭の中に作り上げたシムールだ。

　余の言葉に耳を塞ふさぎ、おのれの頭の中に棲すむシムールの言葉のみを聞く者に、どうやって真実を伝えればよいのであろう？」

　御隠居は腕を組むと、しばし考え込んだ。

　やがて、ふう、とため息をひとつつくと、小さく首を振った。

「おのれの頭の中が凝り固まった者には、何を言っても、おそらくは伝わりませぬ。頭の中を書き換えるには、頭が柔らかくなくてはなりませぬ。

　高い地位に就つき権勢を得た者は、自分のやってきたことを正しい方法だと思い込んでおります。成功した自分の考えや、ものの見方を変えようとは思わぬものです」

「つまり、財務局長には言いたいことを言わせておけばよい、ということか……」

「いいえ、皇こう帝ていが臣下の者に言わせたいことを言わせているようでは、会議は進みませぬ。まず、方針と目的をお述べ下さい。次に、なぜ、そう決めたのかという理由を。そして、その上で、この方針に沿って、目的を達するには、どうすればいいのかをお尋たずね下さい。

　会議に臨む前にあらかじめきちんと目標を決め、なぜそうと決めたのか。その理由を筋道立てて、きちんとお考えいただくことが、陛へい下かのお役目です。

　目標や目的は会議で決めることではございません。そのやり方で決まった目標や目的は、誰でも好きなように解釈できる、事なかれな、漠然とした抽象的なものになります。それでは、国家はまとまりませぬ」

　長ちよう嶺れい帝はしばらく考えていたが、やがて小さくうなずいた。

「わかった。今回のこの件は、わが帝国とシムールがどういう関係になるべきかを、重臣たちに示すよい機会でもある、ということなのだな？」

「その通りでございます。確かに重臣の中には、みずからシムール嫌いを公言し、ことさらに陛下のお言葉に反逆してみせる者もおります。ですが、その態度を悪あしきものと捉とらえてはなりませぬ。

　重臣にとって、御ご前ぜん会議というのは、おのれの権勢を誇こ示じする場所でもあるのです。財務局長の言葉などにいちいち関わり合うことはございませぬ。

　なあに、あの男、実務はすべて部下に丸投げで、実質的な権限は持っておりませぬ。言わせるだけ言わせておいて、勉強になった、今後も職務に励むがよい、とでもお言葉をかけておけばよろしいかと存じます」

　そう言ってうなずいた犂すき山やまの御隠居の顔を見て、長嶺帝はふっと笑った。

「その顔、伏ふせ龍たつ殿に似ているな」

　御隠居はびっくりしたように目を見開いた後で、笑った。

「あれほどの策士に並び評されるとは恐縮でございます。私は長年見分してきた人の機き微びを知るがゆえの策。いわば年の功でございますが、伏龍殿の立てた策は、生まれ持った才による策。本当の天才とは、あのような男のことを言うのでありましょうな」

「惜おしい人物であった……おのれの権勢に溺おぼれ晩節を汚けがしたと言われているが、あの方がおられたから今の延えん喜ぎ帝国はあるのだ。末永く余の側そばにいて、余を導いて欲しかった……」

　長ちよう嶺れい帝がそう言って、内だい裏りの奥の院の窓から外を眺ながめたとき、部屋の入り口に近在官が来て平へい伏ふくした。

「政務総監殿、おおせの通り最大危急会議召集令を出しました」

「わかった。では、私も行く」

　近在官は平伏したまま、後ずさりをするように下がった。

　御隠居は長嶺帝に振り向くと、頭を下げた。

「では、私は一足先に鳳ほう凰おうの間で、陛へい下かの御臨席をお待ちしております」

「うむ、用意ができたら、余も直ただちに参る」

　長嶺帝はそう答えた後で、部屋の入り口に視線を投げた。

「近在官はおらぬな？」

「はい、一足先に下がったものと思われますが……それが、何か？」

　長嶺帝は怪け訝げんな顔をする御隠居を無言で手招きし、にじりよった御隠居に顔を寄せてささやいた。

「伏ふせ龍たつ殿はもう帝国には戻ってこられないおつもりなのだろうか？　名を変え顔を変えてお戻りになられることを心待ちにしておるのだが……」

　御隠居は、ほとんど聞こえないようなささやき声で答えた。

「たとえ皇こう帝てい陛下の命であっても、それは無理かと存じます……が、晴せい凛りん殿の婚礼には、忍んでお顔を見せるのではないかと思われます」

　御隠居の言葉を聞いた長嶺帝は目を輝かせた。

「本当か？」

「あ、いやいや、これは私の推察でございますゆえ、保証はできませぬ。ただし、伏龍殿と晴凛殿との間柄を考えれば、晴凛殿の婚礼に、顔を見せることは充分考えられます。ましてや、婚礼が行われるのは、北域の延えん声せい。この帝都と違って、うるさい人の目も多くはありますまい。お忍びで来られるのは、ほぼ間違いないかと」

「そうか……晴凛殿の婚礼、楽しみだな……」

「御ぎよ意いにございます」

　御隠居はにっこり笑うと髭ひげをしごいた。




　王宮の最も奥まったところに設けられている鳳凰の間には、きらびやかな装飾の施ほどこされた椅い子すがずらりと並び、そこに座った延喜帝国の重臣たちが、ひそひそ、と小声で言葉を交わしていた。

「最大危急会議と聞いて驚いた。どこかの国が攻め込んできたのかと思った」

「いやいや、攻め込んできたも同じだろう。王宮にまで乗り込まれて、帝国の重臣を拉ら致ちされたのだ。これでは帝国の面子めんつは丸つぶれではないか！」

「とはいえ、筆頭政務官殿は、もともと北域王として封ほうぜられていたお方。やり方はいささか乱暴ですが、ご自身の領地に戻っただけのこと、とも言えますな」

「いずれにしろ、我らは皇こう帝てい陛へい下かの勅ちよく命めいのままに動くのだ。ここでごちゃごちゃ言っても始まらん」

　やがて、鳳ほう凰おうの間に繫つながる廊下から、皇帝の露つゆ払ばらいを行う近在官の振るチリンチリン、という鈴の音が聞こえてきた。

　居並ぶ重臣たちは一斉に椅い子すから立ち上がると、両手を合わせ、頭こうべを垂れた。

　鈴を振りながらやってきた近在官は、鳳凰の間の扉を開け、鈴を左右に二回ずつチリンチリン、と振って、扉の脇わきに控え、頭を垂れた。

　やがて、政務総監を先頭に、祖霊を祀まつる小型の祭さい壇だんを捧ささげ持った近在官、その後に国家の印章である御ぎよ璽じを納めた赤地に竜りゆうの刺し繡しゆうを施ほどこした絹張りの箱を捧げ持った近在官、そして近この衛えの印である銀色の礼服をまとった泉せん野や聡そう凛りんと衛士二人に守られて、玉ぎよく衣いに身を包んだ長ちよう嶺れい帝が鳳凰の間に入ってきた。

　行列が室内に入ると、鈴を持って控えていた露払いの近在官が部屋の外に出て扉を閉め、祭壇と御璽が皇帝の玉ぎよく座ざの左右に置かれる。

　長嶺帝が祖霊を祀る祭壇と御璽に一礼して、玉座に座る。それを見届けてから、政務総監である犂すき山やまの御隠居が口を開いた。

「陛下御臨席のもとで、これより最大危急会議を行う。省部の長よ、面おもてを上げよ」

　居並ぶ重臣がゆっくり、と頭を上げる。

「着座を許す」

　長嶺帝の言葉を聞いて、重臣たちは席に座った。

　延えん喜ぎ帝国では、古くは皇帝のみが玉座に座り、重臣たちは立ったままで会議を行うしきたりだった。

　皇帝の前で着座できるのは、皇帝が指名した摂せつ政しようや宰さい相しようだけの特権だったが、先代の皇帝、つまり長嶺帝の父親が皇帝だったときに、重臣の中に高齢者が多かったことから、着席して会議を行うように宮中のしきたりを改めた。

　当初、長老の中には、全員が着座したのでは皇帝の権威を示すことができない。権威が失墜し帝国が衰退する。という理由で、この改変に異議を申し立てる者も多かったが、着座の会議と、立ち続けて行う会議では、疲労の度合は比べ物にならず、いつのまにか、異議を申し立てていた重臣も、そしらぬ顔で着座するようになっていた。

　当然の権利のような顔で椅い子すに座る重臣たちの顔を見て、長ちよう嶺れい帝は、以前、犂すき山やまの御隠居に言われた言葉を思い出していた。

　──古来からのしきたりを金きん科か玉ぎよく条じようのように捧ささげ持ち、時代に合わせて変えることを悪あしし様ざまに罵ばする者は、とにかく現状の特権を失う可能性のある行為をすべて否定したいだけでございます。特に考えがあるわけではありませぬ。

　その証拠に、立つより座るのが楽だと知ったとたん、誰も昔のしきたりに戻せとは言わなくなりました。

　人は意図なく言葉を発することはございません。誰かが何かを主張するときは、必ずそこに利と害がございます。言葉の勢いや、聞こえのよさに惑わされることなく、その言葉の意図は何か。誰が得をするのか、言葉の裏にあるものは何なのか、まず、それをお考え下さい。

　──犂山殿の言葉、常に胸の芯に置き、決して忘れてはなるまい。

　長嶺帝は一回深呼吸すると、居並ぶ重臣に向かって言葉を発した。

「最大危急会議は、本来、国家存亡の危機における、帝国の指針を定めるために行われるべきものである。

　この騒そう動どうは、帝国とシムールの関係を、改めて我らに問うものとなった。

　余は帝国の指針を汝なんじらに示すべきと思い、ここに、この会議を召集した。

　こたびの騒動の因は、余にある！

　筆頭政務官、泉せん野や晴せい凛りんは、そもそも北域王にして、この帝都におるべき者に非あらず。

　二年と期限を切って、この帝都に住まい、余の補佐官として執政に携たずさわってきた。

　だが、二年の期限はとうに過ぎ、約定の期日よりすでに半年が過ぎている。にもかかわらず、余は晴凛に無理を言って引き止めていた。

　期日が過ぎてからというもの、北域国に住まう妻女であるシムールのシャン族の姫、シャン・クム・ミーネ殿と、タッケイ族の姫、タッケイ・ラム・シャール殿より十日おきに晴凛を戻して欲しい旨むねの懇こん願がんの親書が余のもとに届いていた。

　先日、余のもとに届いた親書には、帝国が晴凛を返してくれぬのなら、こちらから迎えに行く。そう書かれていたが、余はごく普通に帝都に来るものと思い、事務方に北域国と打ち合わせをするように指示して、それでよいと考えていた。今回の騒動の因はすべて余にある。この一件をもって、シムールの無礼、無法を言い立ててはならぬ！」

　長嶺帝の言葉を聞いて、重臣たちが声を上げた。

「シムールへの抗議も何もせず、この乱暴狼ろう藉ぜきに甘んじろとおっしゃるのか！」

「それでは帝国の面子めんつが立たぬではないか！」

「仇きゆう敵てきシムールの馬ば蹄ていに、わが帝国の王宮が蹂じゆう躙りんされたのですぞ！」

「そのような弱腰では、先祖に申し訳が立たぬとは思わぬのですか？」

　長ちよう嶺れい帝は黙だまって重臣たちの言葉を聞いていたが、やがてひと通りの発言が終わったのを見計らうと、静かな声で答えた。

「そなたらは、なかなか面白いことを言うな……特に、財務局長の申し立てた、帝国の面子とやらには、笑いをこらえるのに必死だった」

「なんですと？」

　顔色を変える財務局長を見み据すえて、長嶺帝は言葉を続けた。

「今、ここで、こうして帝国の面子とやらを言い立てることができるのは、そのシムールの加勢があったからこそではないのか？

　余は、三年前、あの征せい古こ原げんで兵と共にいた。帝国が滅亡するその瀬戸際を救ってくれたのは、遠路はるばる軍勢を率いてやってきてくれたエオル王その人ではないか！

　エオル王はこの長嶺帝の命の恩人にして、延えん喜ぎ帝国の恩人である。

　それとも何か？　そなたの言う面子とやらは、恩人を悪あし様ざまに罵ののしることを言うのか？　それが面子を守ることだと言うのなら、そんな面子など、豚に食わせてしまえばよい！」

　長嶺帝の目が鋭く細められる。

「そなたらは、二言目にはシムールを蛮ばん族ぞくと罵り、帝国の素晴らしさを褒ほめ称たたえる。だが、現実を見るがいい！

　今の帝国に、シムールと戦って勝ち目があるのか？

　確かに、ここ二年、干ばつも大雨もなく、東域の穀倉地帯は、近年まれに見る豊作と聞く。帝国の市場には穀類と専売価格を下げた塩が山のように積み上げられ、灌かん漑がい設備の手入れと拡大で、土地を離れた農民も耕作地に戻りつつある。

　だがしかし、荒廃した帝国が復興を遂げるには、一年や二年の豊作では話にならない。シムールと戦い、勝利を得るために必要な兵力、そして軍馬と刀とう槍そう、鎧よろい、兵を養う兵糧。それがどれほど膨ぼう大だいな数になるのか、計算したことがあるか？

　帝国がシムールと戦って勝てるだけの力を得て、その上でシムールを敵とするのならまだしも、シムールに勝つことすらおぼつかぬ今の帝国の実情を知って、それでいてシムールを敵とせよというのは、帝国を滅ぼせと言うに等しい！」

　長嶺帝は大きく息を吐はいてみせた。

「そなたらは、シムールの何を知っている？　シムールの戦士を見たことがあるのか？　シムールがどのように軍を編成し、どのような軍団単位で動くのか、シムールが一日にどれほどの距離を移動するのか、それを知っているのか？

　敵と定めるのなら、なぜ、敵を知ろうと思わんのだ？　そなたらが信じているシムールは、帝国人に受け入れられるように、講釈師が蛮ばん族ぞくとして歪ゆがめ、貶おとしめた、錯誤に満ちたシムールの姿だとなぜ気づかない！

　シムールを仇きゆう敵てきとして戦い続けた祖そ霊れいを持ち出し、余の方策を軟弱であると諌かん言げんするならば、余は、シムールの王エオル公の言葉をもって答えよう。

　シムールはこの世に無敵の民族となることを望む。

　無敵とは何か、それは敵対する相手がいないことを言う。ならば、戦いたくない、戦うことが利益にならぬ相手となればいいだけのこと。

　戦って相手を膺よう懲ちようし、責め滅ぼすことだけが無敵への道と信じるはただ愚かなり……。

　このエオル王の言葉こそ、余が求める帝国の未来だ！」

　長ちよう嶺れい帝は財務局長を見み据すえて、言葉を続けた。

「余は、そなたたち帝国の重臣にシムールを愛せと要求するつもりはない。シムールはこの帝国にとって、油断できぬ大国であり、万が一エオル王が倒れれば、今のような柔和な姿勢は終わりを告げ、わが帝国に牙きばを剝むくことも考えられる。

　我らがするべきことは、徒いたずらにシムールを敵視し、憎むことではない。この帝国を豊かにすることである！

　シムールを悪あく罵ばし、貶けなして溜りゆう飲いんを下げたところで、帝国は豊かになるわけではない。

　財務局長は租税を改め、無む駄だをなくしてくれた。それによって国庫は潤うるおい灌かん漑がい設備を手入れすることができた。その功績に余は深く感謝するものである。

　農民が畑に帰れば臣しん民みんは飢うえを忘れることができる。緑豊かな地は丈夫な軍馬を育て、臣民が豊かになれば精強な兵を手に入れることができる。

　この帝国をさらに豊かにするために。それをよく心に置いて執務に励むことを望む」

　長嶺帝に直接名指しで呼びかけられた財務局長と、異議を申し立てていたその取り巻きの重臣たちは、ばつが悪そうに互いの顔を窺うかがった。

　その様子を見ていた犂すき山やまの御隠居は、胸のうちで感嘆の声を上げていた。

　──帝国とシムールのあるべき姿を、きっちりと説明し、それと同時に、反論の声を上げた財務局長とその眷けん属ぞくに配はい慮りよした結びの言葉……これが十六歳の子供の言葉とは思えん。長嶺帝がこのまま真っすぐ育っていけば、延えん喜ぎ帝国の歴史に名が残る名君となられるであろう。

　だが、会議の進行は、犂山の御隠居の思い通りには進まなかった。

　シムールとの融和を決めた長嶺帝の決意が固いことを知った重臣たちは、自分たちの鬱うつ憤ぷんの矛先を、宮中への侵入を許した近この衛えの長、つまり聡そう凛りんへと向けた。

「正門はもとより、宮中に何人もの近この衛えの衛士がいながら、誰ひとりとして宮中に乗り入れた馬を止められなかったようだが、近衛にあるまじき失態ではないのかね？　なぜ、止めなかったのだ。衛士が持っている剣と弓矢は飾りなのか？」

「晴せい凛りん殿が目的だったからよいようなものだ。これがもし、皇こう帝てい陛へい下かを狙ねらった刺客だったらどうする！　これは看過できん重大な瑕か疵しだ！　責任者を処罰せねば、近衛の規律は地に落ちる！」

「そもそも、近衛に平民上がりの兵を入れたりするのがいかんのだ。これは近衛の質が落ちている証拠ではないのかね？」

　聡そう凛りんは表情も変えずに答えた。

「その心配はありませぬ。回廊の警護についていた衛士の長は、北域国軍と共に、あの征せい古こ原げんの戦いを生き抜いた歴戦の者にして、シムールのしきたりや、ミーネ姫の人と成りをよく知っております。

　その上で、陛下には危害が及ぶものではないと判断し、刀とう槍そう、弓矢の類たぐいを使わぬように指示した、と申しております。現場における的確な判断を下したものと思われます」

「答えになっておらん！　結果的に、陛下に危害が及ばなかったからよいものの、もしこれが刺客だったらどうするのだ？　と聞いておるのだぞ！」

「もし、という仮定された可能性の上での失態を責められても、お答えのしようがございませぬな。もし、を言うのなら、逆にもしも、衛士が刀槍を振るい、矢を射掛けて、ミーネ姫が死傷したとしたら、どのようなことになったとお考えか。それをお聞かせ願いたい」

　聡凛に文句を言っていた重臣は言葉に詰まった。

「そ、それは……どのようなことになるのか、なってみなければわからぬ、としか……」

　聡凛は畳みかけた。

「シムールの十二氏族の族長の娘が、帝国の帝都で殺された、という事実がシムールに伝わったら、どのようなことになるのか、想像もできぬとおっしゃるのですか？　まさかシムールが、笑って許すとお考えではあるまいな？」

「あ、いや、そんなことは考えてはおらぬが……」

　冷や汗を拭ぬぐう重臣を見て、長ちよう嶺れい帝が笑いながら声をかけた。

「聡凛、そう責めるな。その者の懸け念ねんは、余の身を案じてのことだ。許せ」

「御ぎよ意い」

　聡凛は一礼した後で、顔を上げて言った。

「予期せぬ出来事に遭遇したときにこそ、その者の資質が問われるものでございます。

　的確に判断し、対処し、大事に至らぬうちに収めた者を、仮定の可能性の上の瑕疵を言い立て、無能と断じ、処分するようなことが前例となれば、いかがなりましょう。おのれの頭で判断することをせず、単に言われたことのみを行えばよいとしか考えられぬ、からくり人形のような指揮官のみが生き残ることになりかねませぬ。

　このたびの一件について、回廊で警護にあたっていた衛士の行動。私は、賞しよう誉よにこそ値すれ、決して処分に値するものとは思いませぬ！」

　犂すき山やまの御隠居はおもむろに立ち上がると、長ちよう嶺れい帝に向かって一礼して言った。

「このたびの件、近この衛えの衛士の扱いについては、近衛の総監である泉せん野や聡そう凛りん殿に一任し、それで決着を見るということでいかがでしょうか？」

「うむ、この件は聡凛に任せる。さて、本題に入ろう」

　長嶺帝はそう言ってうなずいた後で、居並ぶ重臣たちを見回した。

「北域王たる泉野晴せい凛りんが北域国に戻った理由は、シムールの姫君との婚礼が控えているからである。

　おそらく追って北域国より使者が来るであろうが、余は帝国皇こう帝ていとして、その婚礼に出席し、帝国の威風をシムールたちに見せつけてやらねばならぬと考える。

　とはいえ、国庫に負担をかけるのは余の本意とするところではない。北域国への行幸の列、及び婚礼の引き出物は、華か美びに走ることなく、質実剛健を旨むねとして整えてもらいたい。

　北域王の婚礼については、帝国臣しん民みんに広く知らしめ、延えん喜ぎ帝国の国を挙げての祝祭として扱うものとする。これについての祭儀一切を典てん儀ぎ部の長に委ゆだねる。典儀部の長は帝国の故事を紐ひも解とき、ふさわしい先例があればそれを用いて、装束祭具一切を揃そろえ、この祭儀をもって延喜帝国の再生と復活の祭りとする！」

「御ぎよ意い！」

　居並ぶ重臣たちは声を揃そろえて答えると、立ち上がって一礼した。




　会議を終えた長嶺帝が、私室のある内だい裏りへと戻ってくると、そこには長嶺帝の身の回りの世話をする女官たちが、一列になって床に膝ひざをついて出迎えていた。

　女官の先頭は、筆頭女によ官かん者もの頭かしらである紫し芹きんだ。

「ご公務ご苦労様です」

「うむ、重臣たちとの会議は疲れるな。今までは犂山殿と晴凛殿の二人で、上う手まく取り仕切ってくれていたが、今日の会議は犂山殿しかいなかったからね、色々言われて大変だったよ……」

　公務のときに着る玉ぎよく衣いと呼ばれる皇帝の正式の衣装は、厚手の絹地に、竜りゆうの紋もん様ようが金銀の糸で分厚く刺し繡しゆうされており、ずっしりと重い。

　幾重にも金銀の糸を重ねた刺し繡しゆうは、装飾のためだけではなく、刺客の刃物から皇こう帝ていの身体からだを守るためでもある。いわば一種のボディアーマーのような機能も備えているわけである。

　紫し芹きんは手際よく長ちよう嶺れい帝の着ていた玉ぎよく衣いを脱がせ、衣裳頭がしらに渡す。

　衣裳頭は玉衣の形を整えて、香こうを焚たき込んだ桐きりの箱に収め、配下の者に渡すと、衣裳係が二人がかりでその箱を捧ささげ持ち、去っていく。

　玉衣は、この後、内だい裏りの中にある衣裳室で、汚れや染みのないように、刺繡の糸一本一本まで徹底的に調べられ清められるのだ。

「晴せい凛りん殿をミーネ姫が攫さらっていったそうですが……まことですか？」

「ああ、本当だ。シャール殿も一いつ緒しよに来て、正門のところで待っていたそうだ。約定通り晴凛は返してもらう、と書かれた書状を置いていったそうだ」

　紫芹はため息をついた。

「花嫁が花婿むこを強ごう奪だつに来るとは……シムールというのは、とんでもないことを平気でするのですね……その話が伝わってから、内裏の女官たちの間では、その話でもちきりですわ」

「いや、いくらシムールでも、そんなことはめったにないらしい。あれはシムールだから、というよりもミーネ姫だから、と言ったほうがよさそうだね」

　長嶺帝はそう答えた後で、聞きなおした。

「女官たちは今回のこの事件をどんな風に言っているのかな？　眉まゆをひそめてミーネ姫を非難したり、シムールの野や蛮ばんさを軽けい蔑べつするとか……」

　紫芹は笑いながら首を振った。

「いえ、逆でございます。話を聞いた女官たちは、驚くのと一緒に、口々に夫を取り返しに単身突撃してくるなんて、なんて格かつ好こういいんだ！　ミーネ姫はすごい！　と、目を輝かせて……中には、白馬に乗った素敵な男性が自分を攫ってくれないかと夢見ていたけれど、それではいけない。これからは、自分が白馬に乗って素敵な男性を攫いに行くべきだ。などと言い出す者もいる始末……」

「ははは、それはすごいな。帝国の結婚のしきたりが変わるかもしれない……」

　長嶺帝は小さく笑った後で、すこし真ま面じ目めな顔になった。

「晴凛殿が北域に戻れば、間違いなく婚礼だ。おそらく延えん声せいで行われるのだろうね。まだ正式に案内は来ていないけど、余も帝国皇帝として出席せねばならないな」

「他ならぬ北域王晴凛殿の婚礼です。皇帝として……だけではなく、陛へい下かの恩人としても、ご出席するのは当然のことと存じます。それにしても、延声ですか……懐かしいですね」

「ああ、あのときは、余と紫芹の二人しかいなかった。菰こも野のの一族に命を狙ねらわれていた余を、紫芹は守ってくれた……紫芹にはどんなお礼の言葉も足りないくらいだ」

　長ちよう嶺れい帝の言葉を聞いた紫し芹きんは、顔を伏せて首を振った。

「いえ、そのようなお言葉、私にはもったいなく存じます！」

「もったいない、だなんて……そんなこと言わないでくれ。余は本当に紫芹に感謝している。晴せい凛りん殿の婚礼には、ぜひとも一いつ緒しよに行って、できることなら、ミーネ姫の介添え人をやって欲しいのだ」

「私がですか？」

　思わず顔を上げた紫芹に微笑ほほえむ長嶺帝を見て、紫芹は胸の奥が締めつけられるような気がした。

　三年の月日が成長させたのは、ミーネだけではなかった。

　長嶺帝もまた、少年から青年へと大きく成長していた。細かった手足はしっかりとした男の手足となり、背も伸びて、今では紫芹とさほど変わらない。

　時折ふざけて、その力強い腕で手を引かれるたびに、紫芹の胸は自分でもどうしようもないぐらいにときめくのだった。

　──変なことを考えては駄だ目めよ紫芹。

　あなたは今、ここにいられるだけで、幸せなんだから……。

　紫芹は必死に自分に言い聞かせた。

　長嶺帝が即位した後、摂せつ政しようとして、無能な菰こも野の盛せい元げんを祭り上げ、その陰で政を意のままに動かし、帝国を滅亡の淵ふちに追い込んだ高級官僚の苑その山やま燕えん鵬ほう。

　紫芹はその苑山燕鵬の縁者だった。

　内乱の混乱の中で、菰野盛元の一派によって苑山が暗殺された後、苑山一族はことごとく公職を追われ、その私財はすべて菰野一派に強ごう奪だつされた。

　紫芹もまた宮中から追われそうになったところを、長嶺帝の強い希望で残ることができた。

　──本当なら、私は苑山の一族に連なる者として、宮中どころか帝都にすら住むことが許されない。こうしてここにいられること、それ自体が奇跡のようなもの。

　それ以上を望んではいけない。その欲を持てば、きっと私は今の幸せをすべて失ってしまうだろう。

　今、ここにいる、この幸せを大切にする……それで充分。それで満足。そう思わなければ……。

　紫芹の胸の奥の葛かつ藤とうに気づかぬ様子の長嶺帝は言葉を続けた。

「……でも、待てよ？　晴凛殿はミーネ姫とシャール姫のどちらを娶めとるおつもりなのだろう？」

　考え込んだ長嶺帝を見て、紫芹がそっと言った。

「晴せい凛りん殿との付き合いの長さから言えばミーネ姫でございましょう。しかし、妻としての器量と、タッケイ族の後ろ盾を得ることを考えれば、シャール姫ということも考えられます。三年前は、まだミーネ姫は子供でございました。でも、十六歳となった今、ミーネ姫は見み目め麗うるわしく伸びやかな手足を持つ若い雌め鹿じかのような女性となられたことでしょう。

　北域王の后きさきとしてどちらを選んでも、何の不都合もないお相手でございます」

「シムールの掟おきてでは、妻は三人まで持てるという話だが。その掟に従うには、シムールの祖そ霊れいにみずからの血を捧ささげ、シムールとして生きることを誓わねばならぬのだと、晴凛殿から聞いたことがある。

　北域王として余に封ほうぜられた身である以上、晴凛殿はこの帝国の民たみにして家臣。

　その立場を捨ててシムールの一族となることへのためらいもあるのだろうな……」

　紫し芹きんは微笑ほほえんだ。

「いずれにせよ、それを選ぶのは晴凛殿でございます。あんな素敵な女の子二人から言い寄られていい思いをしているのですから、せいぜい、お悩みになればよいのです」

「確かに、紫芹の言う通りだ。それはすべて晴凛殿の問題。横から余のような者が、あれこれ言うべきではないな」

　長ちよう嶺れい帝はそう答えると、北の方角に顔を向けた。

「ミーネ姫とシャール姫と再会を果たした晴凛殿は、今頃、どんな話をしているのだろうな……」







　　　第二章「再会」







　晴せい凛りんを拉ら致ちしたミーネとシャールは、帝都を出ると、一目散に北域を目指した。

　北域街道沿いの宿場には、換えの馬や水と食糧などを用意した中継基地がある。事前に用意しておいたのだろう。そこには軍服を脱いだ北域国の兵士たちが詰めていて、疲れた馬を取り換え、出発の用意を整えて、共に北域国へと向かった。

　日が落ちてからは二輪の小型馬車に乗り換える。前と後ろを馬に乗った私服の兵士で固めた隊商の列を装って夜道を進み、次の日の昼には、北域国と帝国の国境の川を遠く望むところまで来た。

「おお！　見ろ！　北域が見えるぞ！」

　ミーネが指差す先に、平原を蛇だ行こうする白い線が見えた。

「ああ、あれは光こう来らい川！　あれさえ渡れば、そこは北域。帝国の追っ手も手は出せませんね！」

　シャールがうなずいた。

　ミーネは馬を操あやつって二輪馬車に寄せると、馬車の中に向かって声をかけた。

「おい、晴凛！　馬車の中で寝てばかりいないで、たまには起き上がって外を見ろ！」

　馬車の荷台に敷かれた厚手の毛織物と、綿入りの夜具にくるまった晴凛が、もそもそと起き上がって顔を上げた。

　ひどく憔しよう悴すいしているが、無理もない。

　普通なら四日か五日かかる距離を、二昼夜、馬を走らせっぱなしで走破したのだ。夜は馬車に乗ったとはいえ、この時代の馬車にはサスペンションもショックアブソーバーもない。地面の凸でこ凹ぼこは木製の車輪を通じて直接伝わってくる。

　寝そべっていても、ときおり身体からだごと空中に飛び上がるほどの揺ゆれがくるのだ。とても眠れるものではない。

「なんじゃ、その顔は！　もっとしゃきっとせい！　しゃきっと！　この二年半、帝国でだらけきった生活をしていたのが見え見えだぞ？」

「だらけていたわけじゃないけど……馬にも乗らないし、そもそも帝都から一歩も出なかったから……」

「馬に乗らんだと？　いかん、それはいかんぞ。人間は、馬に乗らんと病気になる！　シャールもそう思うであろう？」

「ええ、身体からだを動かし、いい汗をかかないと、人は病気になります。延えん声せいにお帰りになったら、一いつ緒しよに遠とお駆がけに行きましょう」

　そう答えたシャールを、ミーネは文句も言わずに黙だまって見ている。

　二人の表情を見て、晴せい凛りんはちょっと意外に感じた。

　シャールがこんなことを言えば、以前のミーネなら必ず張り合って、突っかかってきたはずなのに、何も言わず笑っているだけだ。

　──仲直りしたのかな？　というより、ミーネも大人になったってことなのかもしれないな……。

　そういえば、ここに来るまで、ミーネもシャールも、ほとんど笑え顔がおを見せなかった。

　思いつめたような表情で言葉も少なく、話しかけることさえできないような雰ふん囲い気きを漂わせていた。

　思い切って何度か話しかけたのだが、ミーネもシャールも適当にあしらうだけで、話をしようとはしなかった。

　──二年という約束が半年延びたから、怒っているのだろう。それに、帝国の追っ手が来るかもしれない、という懸け念ねんで、余裕がないだけなのかもしれない。

　いや、それとも、大人になって落ち着いたのかもしれないな。

　大人になったとしたら、それはそれで、ちょっと寂しいかもしれないな……。

　晴凛がそんなことを考えていると、ミーネがシャールに公く文もん書しよを入れる筒を差し出し、道の先にある建物を指差して言った。

「関所がある！　シャール、すまんが行路鑑かん札さつを持っていって、先に手続きをしておいてくれぬか？　足止めされる時間は短いほうがいい」

「かしこまりました。行ってまいります」

　シャールはそう言ってミーネから筒を受け取ると、馬の手た綱づなを振り、早はや駆がけで関所の建物に向かった。

　シャールが隊列から離れたのを見計らって、ミーネが馬車に馬を寄せてきた。

「晴凛、今のシャールの言葉、シャールと二人で遠駆けに行く、と思ったのではないだろうな？」

「え？」

　ミーネはすっかり大人びてきたきれいな目で、晴凛をにらんだ。

「二年半前、帝都から戻る馬車の中で、わしとシャールは盟約を結んだのじゃ。いつでも何でも平等にする、という盟約じゃ。楽しいことも悲しいことも平等に分かち合えば楽になるからじゃ。そうして、晴凛が戻ってくるまで我が慢まんしようと、涙を流して誓ったのじゃ。

　本当は、こうしておぬしと二人だけで話すのもいかんのだろうが、これは説明なのだから仕方ない……うん」

「そうか……迷惑をかけたね」

　ミーネはむすっとしたまま、そっぽを向いた。

「迷惑も迷惑、大迷惑じゃ！　二年で帰ってくると思って、裁縫や洗濯、掃除、花嫁修業を一生懸けん命めいやったのに、ちっとも帰ってこんではないか！」

　晴せい凛りんは目を見開いた。

「ミーネが花嫁修業？　裁縫に洗濯に掃除？　想像できないな……」

「馬ば鹿かにするでない！　二年と半年、ミリンに嫌いやになるほど叩たたき込まれたのじゃ！　この服だって、自分で縫ったのだぞ？」

　そう言うと、ミーネは自分が着ている萌もえ黄ぎ色いろの上着を指差した。

「へえ、すごいじゃないか、いつでも花嫁になれそうだ……」

　晴凛の言葉を聞いて、ミーネは嬉うれしそうに、にかッ、と白い歯を見せて笑った。

「そうか！　晴凛もそう思ってくれるのか！」

　その、実に嬉しそうなミーネの顔を見て、晴凛は思わず声に出して笑った。

「はは、ははは」

「何がおかしい！」

「ああ、ごめん、ミーネを笑ったんじゃないんだ。ミーネはミーネのままだな、変わんないな、って思ったら、なんだか嬉しくなって、思わず笑ってしまったんだ」

　ミーネは一いつ瞬しゆん目を丸くした後で、両手で胸を叩いてみせた。

「何を言う！　変わったであろうが！　見ろ！　三年前とは大違いのこの胸を！　ちゃんと出っ張っているであろうが！　ちゃんと女の印もきた！　もう子供ではない！　いつでも晴凛の子を産めるのだぞ！」

　確かに、ミーネの胸は帝都で別れたときに比べると成長している。だが、目立つほどではない。どう頑張ってもシャールほどには育ちそうにない。

　その想いが顔に出たのだろう、ミーネが嚙かみついた。

「なんじゃ、その目は！　ええい！　服の上からではわからん！　その目で直接見ろ！」

　そう言って服を捲まくり上げようとしたそのとき、どこからかミリンの声がした。

「天下の往来で何を馬鹿な真ま似ねをしてイるのデすか！　恥はずかしい真似はやめなサい！」

　ミーネはぎょっとした顔で、へそのところまで捲り上げた手を止めた。

　見ると、前のほうから、馬に乗ったシャールとミリンが、こっちに向かって駆かけてくるところだった。

「ミ、ミリン！　お前！　何でこんなところに！」

　ミリンは馬を駆かけ寄せてくると、ミーネを冷たい目で見み据すえて言った。

「もし、帝国軍の追っ手が来ていタら、ここで食い止めて、晴せい凛りん殿を先に逃がし国境の川を渡らせてシまうつもりデ、関所で待ってイたのデス。ここまで来て正解でシたね。おかげで、天下の往来でハダカになるような、サカリのついた馬ば鹿か猫ねこを見つけることができまシた……」

　ミリンの後からついてきたシャールは、責めるような目でミーネを見て言った。

「ミーネ様。三年前に帝都から戻るとき、馬車の中で泣きながら、晴凛様が帰ってくるまで、二人で力を合わせて頑張ろう。楽しいことも辛つらいことも、二人で分かち合おうと約束したじゃありませんか！　お忘れになったのですか？　それとも、晴凛様が帰ってくるまでの約束だから、もう、そんな約束は、どうでもいい、ということなのですか？」

　ミーネは慌あわてて顔の前で両手のひらを振ってみせた。

「違う！　そんなつもりはないのじゃ！　帝都で別れてから三年近く過ぎ、わしも大人になった。というのに晴凛が疑うような目で見るから、証明してやろうと思っただけじゃ！」

「なるホど……貧相な胸をさらそうとしていた理由がわかりマした。それにしても、三年前まな板だった胸が皿程度に盛り上がったからと言って、天下の往来で服の裾すそ捲まくって、見せつけようとするとは、恥はずかしい限りですネ」
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「誰が皿じゃ！　そもそもお前が胸のことでわしを笑えるのか、ミリン！　お前だって、寄せて上げて脇わきの下の肉搔かき集めてやっと小こ鉢ばち程度のくせに！」

「失礼なッ！　たとえ小鉢でも、皿よりはマシでス」

　ミーネは、ミリンの答えを鼻で笑った。

「おう、皿と言いたければ言えばよい。だが、わしには未来の可能性がある。この先どんどん大きくなって、小鉢どころか大鉢、いや、シャールと張り合うようなハミウリほどにも育つかもしれんのだ！　その点、お前にはもう成長する未来はない！　その胸の小鉢抱かかえて行かず後ご家けのまま死んでいく身じゃ！」

「うるさいデス！」

　いつものやり取りを聞いて、思わず笑ってしまった晴せい凛りんを、シャールが見み咎とがめた。

「何を、ニヤニヤしているのですか？　まったく……私たちの気持ちも知らないで……」

「あ、ごめん。ミーネとミリンさんのやり取りを聞いて。ああ、北域に戻ってきたんだなあっと、感激しちゃって……」

　素直に頭を下げる晴凛を見て、厳しい顔でにらんでいたシャールの頰ほほが、ひくひく、と痙けい攣れんした。

　──いけない！　怒らせたかな？

　晴凛は、はらはらしながら見つめていると、その表情が一気に崩れ、シャールは馬上で上半身を折って笑い始めた。

「はは、あははは、もう駄だ目めです……もう限界！」

　目を丸くしている晴凛を見て、シャールは目に浮かんだ涙を指で拭ぬぐいながら言った。

「ミーネ様と一いつ緒しよに決めたんです。晴凛様を迎えに行って、上う手まく連れて帰ってこられても、笑ったり喜んだりしないで、冷たくして心配させてやろうって。

　二年半もほったらかしにしてたんだから、それくらいの罰ばつ、当たり前だって……でも、やっぱり駄目ですね。

　こうやって、笑っている晴凛様を見たら。そんな子供じみた意趣返し、なんだか馬ば鹿か馬ば鹿かしくなっちゃいました……」

「なんだ、そうだったのか。ミーネもシャールも、帝都からずっとそっけない態度を取ってるから、どうしたんだろうと思ってたんだ」

「ご心配かけまして、申し訳ありません……」

　そう言って笑いながら頭を下げたシャールを見て、ミーネが叫さけんだ。

「ああっ！　いかん！　行かず後家をからかっている間に、シャールが抜け駆がけしておる！

　おい、シャール、何を笑っておるのだ！　笑ってはいかんと、あれほど……」

　シャールは笑いながら首を振った。

「ミーネ様、もう終わりにしましょうよ。ミーネ様だって、晴せい凛りん様と普通にお話してたじゃないですか。素直に喜んだほうが、きっと楽しいですわ」

「いかんいかん！　晴凛には、もっともっと心配させてやらねば気がすまん！」

　ミーネがそう言って首を振ったとき、関所のほうを見ていたミリンが言った。

「アナタより、もっと晴凛殿を心配させることができる人が来まシたね」

　見ると、関所の建物から北域国の公務を示す、白地に黒く『北』と染め抜いた旗を掲げた騎兵の一団がやってくるところだった。

　先頭の馬に乗っている人物を見て、晴凛は驚いた。

「あれは……光こう凛りん兄さん？」

「はい、追っ手の帝国軍の兵士が来タら、晴凛殿の身柄は北域国で預かる、とイう公式の文書を渡して、お引取り願ウために、準備してイたのです」

　ミリンは晴凛たちの一行の後方を眺ながめて、言葉を続けた。

「今のとコろ、追っ手の姿は見えまセんね。帝国はあきらめたのデしょうか。それとも、厄やつ介かい払いになった、とでも思ってイるのでシょう……」

　馬車の中にいる晴凛を認めたのだろう、光凛は手た綱づなを振って馬を早はや駆がけにすると、そのまま晴凛のところにやってきた。

「やあ、晴凛、久しぶりだな！　帝国の王宮暮らしが長かったせいか、ずいぶんと色白になっちまったな」

「そういう光凛兄さんは、すごく逞たくましくなったね。北域国に来たときは、満足に馬に乗ることもできなかったのに……」

「まあな、ミリンさんにきっちり仕込まれたからな……馬から落ちて腕を折るのと私に折られるのと好きなほうを選びなサい、とか何とか言われつつ、必死に覚えたのさ」

「人聞きのワルイことを言わないで下サい。私はそんなことは言ってまセン！　知らない人が聞いたら本気にシます」

　ミリンの言葉を聞いていたミーネがつぶやいた。

「知ってる人が聞いても本気にすると思うぞ？」

「うるさいデす！」

「まあ、とにかく。追っ手が来ていないということは、こっちが送った早馬の特使が間に合ったということかもしれないな」

「特使？」

　光凛はうなずいた。

「ああ、ミーネ姫とシャール姫が、お前を拉ら致ちするために延えん声せいを出た、という話を聞いて、すぐにだ。今回の件について、これこれこういうわけで、晴せい凛りんを返せ、と怒鳴り込むかもしれんので、気をつけてくれ、と説明する公こう文ぶん書しよを作って、大事にならないように、早馬を仕立てたんだ……無事に間に合ったらしいな」

　晴凛は人差し指で鼻の頭を搔かいた。

「いや、実は間に合わなかった……僕の仕事場に、馬に乗ったミーネが飛び込んできて……拉ら致ちされたんだ」

　光こう凛りんは目を丸くした。

「本当か？　皇こう帝ていの王宮に馬で乗り込んで、よくまあ殺されなかったものだ……」

「運がよかったのか、どうなのか……もしかしたら聡そう凛りん兄さんが、近この衛えの兵士たちに、何か言っておいてくれたのかもしれない。とにかく、僕は仕事中にいきなり馬に乗せられて、着の身着のままで宿場で馬車に乗り換えて、二昼夜休みなしで走り通しに走って、ここまで連れてこられたってわけさ」

　光凛は苦笑いを浮かべた。

「なるほど、顔色が悪いのも無理はないということか。国境の光こう来らい川を渡ったところにある運うん例れいの太たい守しゆの別宅を借り上げてある。とりあえずそこまで行って、風ふ呂ろに入って着替えてくれ。積もる話はそれからだ」

「わかった……ありがとう」

　晴凛に素直に礼を言われて、照れたような顔をする光凛を見たミリンが、ぼそりと言った。

「男が男に礼を言われて、照れているのを見るのはキモチワルイですね」

「弟にお礼を言われたら、兄貴ってのは気き恥はずかしくなるものなんだ……何だよ、気持ち悪いって……」

　怒ったように言い返した光凛を見て、ミーネが悪戯いたずらっぽく笑った。

「ああ。光凛、気にしなくてもよい。ミリンはヤキモチを焼いているだけじゃ。ちゃんと相手にしてやればおとなしくなる」

「誰がッ！」

　そう怒鳴りつけたミリンを見て、ミーネはさらにからかう。

「ほれほれ、そういう先から顔が赤いぞ？」

「走ってきたから上気しているだけデす！」

　ミーネとミリンのやり取りを見て、笑っている晴凛に、光凛が肩をすくめてみせた。

「相変わらずだろ？」

「いや、何だかすごく懐かしいよ……北域に帰ってきたんだなあってのを実感している……」

「でも、あんな風にミーネ姫とミリンさんが、真正面から悪口の応おう酬しゆうをしているのを見るのは久々だ。何だかんだ言って、二人ともお前が帰ってきて嬉うれしいんだと思う。さあ行くぞ、あの橋を渡れば北域国だ！」

　光こう凛りんが手を振って合図すると、晴せい凛りんを載せた馬車が、ごとん、と揺ゆれて動き出した。




　光こう来らい川に架かる橋を渡って、晴凛たち一行が運うん例れいの街に入ったのは、その日の夕刻近くだった。

　すっかり西に傾かたむいた太陽が後ろから照らす中、晴凛の乗った馬車は、自分の影を追うようにして運例の門をくぐった。

　運例はもともと光来川の渡し場に自然発生的に作られた小さな街だった。だが、その後、帝国が北域に版図を広げる足がかりとして重要視されるようになり、光来川を使った物流の中心として発達した。

　光来川が国境となってからは、北域国の国内への玄関口として栄え、今では北域国の首都である延えん声せいよりも人口の多い、北域最大の都市となっている。

　その頃、運例の中心部にある領主の居城にて。別宅の応接間では、北域王である晴凛が帰還することを知らされた領主と、ひとりの男がやりあっていた。

「……ですから、華美な装飾も、歌舞音曲の類たぐいも必要ないのです。今回の北域王のご訪問は極めて私的なものですので、ごく普通の客人として別宅を貸していただければ結構です」

「いや、しかし、帝都からわが北域国の王がお帰りになるというのに、一切の式典もないというわけにはいかんでしょう」

　難色を示す領主に、華美な飾りつけなどを抑えるように指示しているのは、光凛の右腕として、北域国の運営事務の一切を取り仕切ってきた諒りよう秦そうである。

　侘タ瑠ル徒トの役場に勤め、月つき原はら弦げん斉ざいのもとで働いていた諒秦は、その実直な性格と実務能力の高さを見込まれて、光凛と二人で北域国の事務処理一切を任されてきた。

　いわば北域国の金庫番である。

　帝国から北域に出向していた怠たい惰だな官僚たちに代わって晴凛たちが北域を掌しよう握あくし、税制を改め、灌かん漑がい設備を整えて耕作地を安定させると、わずか一年で農業収益は倍になった。

　さらに、シムールとの交易を自由化したことで市場が活気づき、売り上げから国庫に納められる租税の額は、帝国時代の四倍近くに達し、今まで貧しい辺境地方として蔑さげすまれてきた北域は、富を生み出す地へと変へん貌ぼうした。

　だが、租税収入の拡大はよいことばかりではない。それに伴って、国家を運営する事務作業の量も一気に増加することとなった。

　そういった、いわゆるお役所仕事を一手に取り仕切ったのが、光こう凛りんと諒りよう秦そうの二人だった。

　戦乱がひと段落し、内政を充実させる時期にあった北域国にとって、この二人はまさに適材適所だった。

　今ひとつ納得がいかない。という顔をする領主を見て、諒秦は、仕方ないな、という表情になって、小声で言った。

「北域王様がこの北域国を作ったとき、供も連れずにお忍びで国内を回り、領主が領地運営をないがしろにしていないかどうかを確かめたという話はご存知ですか？」

「は、はい、そういうことをなされていた、という話は聞いておりますが……」

「実は、北域王様がご自分で回られたのではなく、その命を受けて腹心の者が、国内を巡視しておりました。そしてその際に、もっとも重要視されたのが、領主の公私混同なのです」

「公私混同……ですか」

「はい、それは集めた租税を国庫に入れずに自分のものとする、という行為だけではありません。公的な行事でもないのに自宅を豪ごう華かに飾り立てたり、公的な接待や会議でもないのに、贅ぜい沢たくな食事を使った宴えん会かいを毎日開いたり、という生活態度もまた、公私混同なのです。

　公おおやけのものなのか、私的なものなのか、その境界線は明確ではありません。どちらともつかない場合もあるでしょう。しかし、そこに一本確実な線を自分の中に持っていなければならないのです。

　先ほども申しました通り、このたびの北域王様の帰還は、公式のものではありません。極めて私的なことなのです。ですから、公費を費やしてお迎えをするわけにはいかないのです。これが、新しい北域国の方針であることをご理解願えませんでしょうか」

　諒秦の言葉を聞いた運うん例れいの街の領主は、うなずいた。

「……わかりました。では、ごく普通の客人として、一切の華美な装飾や接待を行わずに、お迎えいたします。帝国の頃の常識とは正反対なので、少々戸惑いますが、公私を分ける、というのは大切なことなのかもしれませんね」

「はい、領民が我々に望むのは、公平な領主です。公私をきちんと分けるというのは、その公平に繫つながるのだと、私は思うのです」

　諒秦はそう言うと、領主の別宅の中を見回した。

「この建物は簡素ですが、いいつくりですね」

「はい、三年前に帝国の長ちよう嶺れい帝様が北域をご巡幸なされたときに、お泊りいただいた建物です。あのときも、いきなり帝国から皇こう帝ていがご巡幸なされるから準備をしろと言われて、前の領主が苦労したそうです」

「そうですか……時期はまだ未定ですが、再び皇帝陛へい下かが北域国にご巡幸するのは、間違いないと思われます。今から準備しておいたほうがいいでしょう」

　領主ははっとしたように、小さく目を見開いた。

「そうか……婚礼が近いのですな……」

「はい、このたびの北域王様の帰国は、そのためでもあります」

　諒りよう秦そうがそう言ってうなずいたとき。居城の正門から、賓ひん客きやくを迎える太たい鼓この音が響いてきた。

「おお、参られたようだ！　出迎えねば」

「ええ、そうしましょう」

　領主と諒秦は、いそいそと玄関に向かった。

　正門から居城の中に入ってきたごく普通の小型の馬車と、制服も何も着ていない隊商の一団にしか見えない護衛の兵士たちを見て、領主は目を丸くする。すると、諒秦が進み出て、馬車の上で立ち上がった若い男に声をかけた。

「えーと、泉せん野や晴せい凛りん殿……で、ございますかな？」

「諒秦さん！」

　馬車に乗っている若い男──晴凛は目を見開いた。

「よくぞお帰りに……さあ、どうぞ、お迎えの準備はできております。まずはご入浴されて旅の埃ほこりと疲れを落とし下さい」

「ありがとうございます！」

　晴凛はそう答えた後で、ふっと笑った。

「諒秦さんの言葉……初めて侘タ瑠ル徒トについたときに、かけられた言葉と同じでしたね」

「はい、やっぱり覚えていらっしゃいましたか」

「当たり前ですよ……というか、忘れるわけがありません。北域に生まれて初めて来たときのことなんですから……」

「私も忘れたことはありません。あのとき声をかけた青年が、まさかこの北域の王になられるとは思ってもおりませんでしたから……さあ、こんなところで昔話をしていないで、家に入りましょう。護衛の方々のお部屋もあります。さあどうぞ」

「よーし、護衛任務終了じゃ！　馬を下りよ！」

　ミーネの言葉を聞いて、兵士たちは、一斉に馬を下りた。

　それを見て、待機していた馬の世話係が一斉に馬のところにやってきた。馬を厩うまやに連れていき、飼葉を与え身体からだを拭ぬぐうのだ。

　馬のいななきと、鞍くらを外す喧けん騒そうを背中に聞きながら、晴凛たちは領主の案内を受け、別宅の玄関をくぐった。

　別宅で、入浴と食事を終えた晴せい凛りんは、私室でごろん、と横になって、思い切り手足を伸ばした。

　長時間馬車に揺ゆられて強こわ張ばった身体からだ中の関節が、ぐうっと伸びていくような気がする。

「あー、疲れた……ミーネの言う通り、だいぶ身体が鈍にぶっているみたいだな……」

　晴凛が、そう独り言をつぶやいたとき、部屋の入り口に人の気配がした。

「晴凛、起きておるか？」

　ミーネの声だった。

「ああ、起きているよ、今ちょっと横になったところさ」

「入るぞ」

　部屋に入ってきたミーネは、床の敷物の上に起き上がった晴凛を見て手招きした。

「晴凛、ちょっと来い」

「え？　どこに？」

「奥の部屋だ。話がある。わしだけではない、シャールもおるから安心せい」

「話って……何の話？」

「積もる話じゃ。お前がいなかった二年と半年の間、ずっとお前に言いたかったことを、まとめて言ってやろうと思うのじゃ、いいから来い」

　ミーネはそう言うと、先頭に立って廊下を歩き始めた。

　中庭に面した廊下の先にある客室の前に立ったミーネは、引き戸を開けて部屋の中に向かって言った。

「晴凛を連れてきたぞ」

　部屋の中からシャールの声がした。

「お待ちしておりました、どうぞ」

　部屋の中には、毛織物を丸く編んだ敷物がひとつ中央に置かれ、その左前にシャールが座っていた。晴凛を案内してきたミーネは、すたすたと晴凛の右前に行ってくるりと振り向いてそこにある敷物の上に座った。

「何をぼーっと突っ立っておる、さあそこに座れ」

　ミーネは部屋の中央に置かれた丸い敷物を指差した。

　晴凛は訝いぶかしげな表情のまま、言われた通り敷物の上に座り、前を見た。

　左前にはシャール、右前にはミーネが座っている。

「あの……これはいったい……」

　何を始めるつもりなのか？　と訊きく前にミーネが口を開いた。

「だから、さっき言ったであろう？　積もる話をする、と！」

「ええ、でも、話をするだけなら、どこだって……そう、延えん声せいに着いてからでもいいし、旅の途中でもいいじゃないか。何も、こんな尋じん問もんみたいな雰ふん囲い気きで……」

　そのとき、今まで黙だまってミーネとのやり取りを聞いていたシャールが、ぴしゃりと言った。

「これは尋問も兼ねています！」

「じ、尋問？　僕は何も悪いことはしていないよ？」

「私たちと離れて帝都で暮らしていた二年半のうちに、向こうで仲良くなった女の子とか、いらっしゃるのではありませんか？」

　晴せい凛りんは慌あわてて首を振った。

「とんでもない！　いないよ、そんな人！　王宮の中に篭こもりっきりで、ほとんど街にも出ていなかったんだから！」

「あ、こら、シャール。勝手に始めるでない。晴凛と話をするのは、かわりばんこ、平等に、と決めたではないか」

「あら、今のは、説明ですわ。ミーネ様も、晴凛に説明するのは別だ、とおっしゃっていたではないですか」

「あ、うむ、そうじゃった、説明ならば仕方ないな」

　そう言って引っ込んだミーネを見て、シャールは微笑ほほえんだ。

「ミーネ様は、潔いさぎよいですね。いつでも、どんなときでも……私が自分を嫌いにならないですむのは、ミーネ様の、その潔さに救われているからなのかもしれません」

　ミーネは怪け訝げんな顔で首をかしげた。

「そう言われても、ぴん、とこんな……」

「それでいいのですよ、ミーネ様。ミーネ様にとって、きっと、その潔い、というのは、当たり前のことなんだと思います。何か特別なことでも何でもなくて、ミーネ様の一部になっているんです。だから、いつも自然に、さっぱりと、公平で、昔のことをほじくり返してうじうじしたり、人の陰口を喜んだりしないんです」

　ミーネは少し顔をしかめて小さくうなずいた。

「うむ、そこにいない人間の悪口を聞かされるのも言うのも好きではない。言いたければその者のいるところで、面と向かって言えばいいのじゃ。言えないとしたら、それは相手だけが悪いわけではない、自分の中に言えない理由があるのじゃ……ってそんな話をしている場合ではない！　晴凛、そこに座れ」

「もう座っているけど」

「あ、そうか、そうであったな……えーとじゃ。わしとシャールは、これから、かわりばんこに、お前に言いたかったことを言う。二年と半年ぶん、ここで言いたい放題言って、すっきり空っぽにして、延えん声せいに戻り暮らすのじゃ。わしらが質問するまで、言い訳は許さん。お前には黙だまって聞く義務があるのじゃ、いいか？」

　晴せい凛りんはうなずいた。

「わかりました。異存はありません」

「よし、では。わしからじゃ……えへん」

　右前に座ったミーネは一回小さく咳せき払ばらいをすると、晴凛に向かって言い始めた。

「おい、晴凛！　お前は二年と半年前、わしと別れたとき、何と言った？　『必ず二年で戻ります』と言ったのじゃぞ？　それがなんじゃ。じっと待っておれば、二年が過ぎても帰ってこない。どうしたのじゃと手紙を送っても。あれが忙しい、これがあって動けない、長ちよう嶺れい帝が引き止めるなどと言い訳ばかり送って返してきおって！

　わしはお前が二年で帰ってくることを信じておった。二年で帰ってきて、そして、わしの婿むこになるに違いないと信じておったのじゃ！

　だから、一生懸けん命めい花嫁修業をしたのじゃ！　料理、洗濯、掃除、そして縫い物！　刺し繡しゆうもやった！　何度も針で指を刺したり、眉み間けんを刺したり……わしが刺繡をするとなぜか自分の眉間を針で刺すのじゃ！　そのたびに、ミリンに笑われて……あの行かず後ご家けめ！

　あろうことか、ミリンのやつめ、わしが行かず後家と言ってからかうと、最近は『行かず後家なのはお互い様デスね』などと言い返してくるようになりおった！

　結婚の約束をした相手が戻ってこない以上、結婚できないのは、同じことだ、ということらしい。お前が二年で帰ってくれば、今頃わしはお前の妻となり、あの行かず後家をこてんぱんに見返してやれたものを！　これも、それも、あれも、何もかも、ぜーんぶ晴凛が悪い！」

　ミーネが視線を隣のシャールに送ると、晴凛の左前に座ったシャールは、小さく一礼して話し始めた。

「ミーネ様のおっしゃる通りです。二年半前、帝都でお別れして以来、暦こよみを部屋に張り、一日一日を塗りつぶして、晴凛様に会える日を楽しみにしていたのに、二年目のその日が過ぎても、北域にお戻りになる気配はなく。お手紙を送っても、のらりくらりと言い訳をお並べになるばかり。

　私は考えました、これは北域に帰ってこられないのではなく、帰ってきたくない理由があるのではないか……と。

　帰ってきたくない理由……それはもしかして、帝都に好きな人ができたからではないか？

　そう思ったら、もう居ても立ってもいられず、私はタッケイ族の長老の奥様に相談したのです。長老の奥様は、まさか晴凛様に限ってそんなことはない。と口を揃そろえておっしゃったのですが、そのうちに『人は、遠く眺ながめて見るバラよりも、手元に揺ゆれるヒナギクがいとおしくなるもの、という言い伝えがある』とおっしゃる方が出てきました。

　いえ、そういう方がいらしたのか、いなかったのか、それはもうどうでもいいことです。言い訳は必要ありません。晴せい凛りん様は、こうしてここにいるのですから。いいですか晴凛様、もし長ちよう嶺れい帝が帝国軍の軍勢を引き連れて、この北域国にやってきても、私は絶対に渡しません。帝国軍をひとり残らず射殺してでも、晴凛様をお護まもりします！　いいですね？」

　シャールの整った顔には決死の気迫が溢あふれていた。ミーネも晴凛を強く見み据すえて、口を開く。

「シャールもああいっておるが、笑い話ではないぞ？　もし長嶺帝めが、晴凛を取り返しに来たら、そのときはシムールのシャン族とタッケイ族の全兵力を結集して、それを阻止する構えじゃ！　わしが帝国の王宮に置いていった書状には、もし晴凛を取り戻しにくれば、弓矢をもってお相手しようとしたためてあるのじゃ！

　この北域国は、お前の国じゃ！　お前のために、皆がお前と伏ふせ龍たつの世直しの思いにほれ込んだからこそ、でき上がった国じゃ。

　ここを置いてどこに行くというのじゃ。確かにお前の生まれ育った場所はここではない。お前の故郷は帝都じゃ。じゃが、お前とわしとシャールがここに暮らし、わしとシャールがお前の子を産めば、その子の故郷はこの北域じゃ！

　北域の子じゃ！　晴凛よ、それでいいではないか！　この国の誰もが、お前を王に望んでおる！　人々を虐しいたげ征服して王になるのと、人々に望まれて王になるのでは、大きく違うと伏龍は言った。それができる人間は晴凛だけだ……と！

　晴凛よ！　王になろうぞ。わしとシャール、どちらでもよい、娶めとって夫婦となって、末永くこの北域を治め、わが子によりよい世を見せてやろうではないか！

　晴凛、もう行くな！　もう帝都に行ってはならぬ！　そなたの生きる場所はここじゃ。そなたが暮らす場所はここじゃ！　そなたが死ぬべき場所もここじゃ！　違うか？」

　そして、シャールに発言が移った。

「兄、スンタタは、こう申しております。晴凛のやつを男と見込んで妹を嫁とつがせたが、その約定を違たがえるとは、男の風上にも置けん。会ったら一発、いや、五～六発殴なぐってやらねば気がすまん！　と……。

　晴凛様は軽い気持ちで、ご帰還をお延ばしになったのかもしれません。しかし、その延期がどれほどの人々の心を乱したか、それをご自覚なさいませ！

　驚きと不安、疑ぎ心しん暗あん鬼き。これがどれほど人を傷つけるか、晴凛様はご存知ない。いえ、晴凛様は、自分がどれほど人から必要とされているのかをご存知ないのです！

　晴せい凛りん様は自分を卑ひ小しように思い込んでいるのです。それは、確かに増長することよりもよいことかもしれません。でも、度の過ぎた謙けん遜そんは、周りを不幸にします！

　胸をお張り下さい！　堂々として下さい！　たとえ、どんなに晴凛様が自分で傲ごう岸がん不ふ遜そんな振る舞いだとお考えでも、それは、傍はたから見れば王として普通のことなのです！

　力を持つ者が力を振るえば、それは、さまざまな人に影響を及ぼします。しかし、世の中には、力があって初めて成し遂げられることもたくさんあります。力を持つことを恐れてはなりません！　晴凛様が北域にお帰りになったことは、おそらく今頃、エオル王のもとに伝えられていることでしょう。シムールの全氏族が、晴凛様の婚礼のために集まることになります。

　晴凛様、もう逃げられません、覚悟をお決め下さい！」

　左右からミーネとシャールに、こんこんと説教された晴凛は、言い訳も許されず、ただ、うなずくしかなかった。

　その光景を隣の部屋で見ていたメンミが、ぼそり、と言った。

「晴凛様……おかわいそうに……」

　だが、ミリンはにっこり笑った。

「いえ、あれは、一種のご褒ほう美びでスね」







　　　第三章「帰還」







「晴凛殿が戻ってこられたようですね」

　シムールの都エルソムにある王の包建パイクーの中で、エオル王の妹ウィンが朝の香こう茶ちやを淹いれながら、兄エオルに話しかけると、エオル王は小さくうなずいた。

「ああ、うむ、昨日の夜に知らせがあった。今頃は延えん声せいに向かっているところだろう。それにしても、帝都から延声までひたすら駆かけ通しで二昼夜というのは、少々驚いたな」

「それほどまでに急がねばならない理由があったのでしょうか？」

「うむ、聞いた話では、ミーネとシャールが帝都まで行って晴凛を拉ら致ちしてきたらしい……」

　ウィンは目を丸くした。

「拉致……ですか？」

「ああ、帝国の都合は無視して無理やり連れ出したのだろう。休みなしで延声に向かった理由はそのあたりにありそうだな」

「そうですか……ミーネもシャールも、とうとうしびれを切らした、ということなのでしょうね。婚礼の相手を決める期日は、もうとっくに過ぎておりますもの。

　帝国の国内が大変なことになっていたのですから、まあ仕方がないとはいえ、さすがにもうこれ以上延ばすわけにもいかないでしょう。

　晴せい凛りん殿は、ミーネ姫とシャール姫、どちらをお后きさきにするつもりなのでしょうか？」

　エオル王はにやっと笑った。

「うむ、ちょっとこれからそれを聞きに行こうかと思うんだが……」

　妹のウィンの表情が変わった。

「兄上！　そうやって、執務を投げ出して、ひとりで勝手に出歩くのは、本当にやめて下さい！」

「ひとりではない、側近と一いつ緒しよだぞ？」

「側近と言ったって、ほんの五～六騎だけではないですか！　確かに、側近の方々は腕の立つ一騎当千の方々ですが、もしも、ということがございます！

　シムールを統すべる王である兄上が襲われたら、シムールは終わりです！」

「なに、安心しろ。俺が側近を連れて出歩くのは、シムール領内と北域国内だけだ。自分の領内で襲われるような王なら、その王は長くはない。王を襲うような臣しん民みんだとしたら、その国は長くはない」

「そういう話をしているのでありません！」

　眉まゆを逆立てるウィンを見て、エオル王は微笑ほほえんでみせた。

「わかっているよ、私の身を心配してくれている、ということはな。だが、私はこのやり方を変えるつもりはない。

　シムールの王は、何よりもまず武人でなければならない。誰よりも上う手まく馬を駆かり、誰よりも力強く、率先垂すい範はんする者でなくてはならない。それが強く正しいシムールの王だ。

　だが、実際に戦場で、王が軍勢の先頭に立つわけにはいかない。だから、私はこうやって、平時に常に領内を見て回り、王は先駆ける者、という印象を各氏族に与えているのだ。エオルは動きがよい、という印象を常に与えておけば、もし戦争になったときに先頭に立たなくとも、各氏族は納得する。人は、まず自分の中にある印象を信じるからな」

「兄上のおっしゃっていることは、わかりますけども……」

　なおも言い募つのろうとしたウィンに、エオル王は包建パイクーの奥のほうにある厨ちゆう房ぼうを指差した。

「おい、何か焦こがしていないか？　焦げ臭くさいような気がするが……」

「え？　あ、侍女が朝食用のナンを焦がしたのかもしれません！」

「それはいかん、ちょっと見てきてくれ！」

「はい！」

　ウィンはお茶の道具をテーブルに置き、そそくさ、と厨ちゆう房ぼうに向かった。

　しばらくして、ウィンが戻ってきた。

「普通に焼いていただけで、別に焦こげたわけではなかったようです……って、あら？　兄上？」

　エオル王の姿は、もうどこにもなかった。

「……ったく！　あの風来坊は……」

　ウィンは忌いま々いましそうに腰に手を当てて、さっきまでエオル王が座っていた敷物を見下ろした。

　エオル王が、側近と共にシムールの都、エルソムから抜け出した日から四日が過ぎた頃。

　延えん声せいの街にある王宮の大広間は、北域王との拝はい謁えつを求める人々で埋め尽つくされていた。

　この部屋に入りきれない人の列が、廊下にまではみ出し、建物の入り口では、役人たちが後から来る人々に、翌日の予約番号を書いた札を手渡している。

　大広間の中ほどに置かれた長なが椅い子すに座っていた若い女が、部屋の中を見回してつぶやいた。

「すごい人数ねえ。本当に、今日中に拝謁できるのかしら？」

「玉ぎよく麗れいお姉さまが、ぐずぐずしているからいけないのですわ。晴せい凛りん様が北域に戻ったって話を聞いたのは、蒼あお橋はし商会がきっと誰よりも早かったはずよ。宮中の女官に御ご用よう達たしの品物を持っていったときに聞いたんでしょう？」

「そりゃあ聞いたのは早かったけど、遅かれ早かれ広まるわよ。宮中はもう大おお騒さわぎだったんだから……」

「帝国の最高官僚が馬で拉ら致ちされたんだから、大騒ぎになるのは当然だけど、その情報を知るのは、私たち蒼橋商会が一番早かったはずよ？　その、ほんの少しの差が、利益に繫つながるかどうかを分けるのよ、先んずれば敵を制すって言うじゃない。なのに、いつまでも厳げん真しんさんといちゃいちゃしているから……」

「いちゃいちゃなんてしていないわよ！　私たちが留守にしている間、あのお店を預けるんだから、厳真さんにしっかり引継ぎをするのは当然じゃない！」

「あら、だったら、私を店に残して行けばいいじゃない」

「そんなこと……できるわけないじゃない！」

　銀ぎん麗れいはにやっと笑った。

「私と厳真さんを店に残していくのが、そんなに心配？　もっと厳真さんを信用してあげたら？　あの人くらいのものよ？　どう見ても、やりて婆ばばあにしか見えないお姉さまを『お嬢様』って呼ぶの……」

「誰が、やりて婆ばばあよ！　信用してるわよ！　信用していないのはアンタのほうよ！」

　銀ぎん麗れいは目を丸くした。

「え？　それって、私と厳げん真しんさんを一いつ緒しよにしておくと、何か間違いを起こすかもしれないってこと？　ないない、それはない！」

「わかんないじゃない、そんなこと！」

「わかってないなあ……お姉さま」

　人差し指を振りながら銀麗が言葉を続けた。

「厳真さんが、私なんかにちょっかい出すわけないじゃない。あの人の眼中にはお姉さましかないんだから」

「ちょ！　待ってよ、そんなこと！」

「ありえない、とか思ってるの？　そりゃあ確かにお姉さまは、年食ってるし苦労が顔に出ているから所帯じみてて、一見すると食堂のオバサンみたいで、でも、よーく見ればまだ若そうに見えますけど」

「よーく見なくたって若いわよ！　何が言いたいのよ！」

　銀麗は少し真剣な顔になった。

「あのね、お姉さま。蒼あお橋はし商会が帝都に店を持てたのは、晴せい凛りん様と、その軍師だった伏ふせ龍たつ様のおかげ。でも、その店を切り盛りできているのは厳真さんのおかげよ。

　いくらお父様が大商人で、蒼橋商会が有名だったとはいえ、帝都みたいな競争の激しい場所で、あんな看板一枚と、店に立ったこともない、見よう見真ま似ねで辺境の街を回って行商しかやってこなかった小娘二人、いくら頑張ったって新規出店みたいなもので、どう考えたって上う手まくいくわけないんだから」

「わかってるわよ、そんなこと！　だから、それが何だって言うのよ！」

　銀麗は玉ぎよく麗れいを正面から見み据すえた。

「お姉さま、ちょっと真ま面じ目めに考えてみて。もし、あなたが野心を持った商売人だとするわ。目の前に、つぶれた大商家の娘が二人、昔の看板出して、素人しろうと臭くさい商売を始めたとする。その娘は、自分がつぶれた店で昔働いていた、というだけですっかり信用して、店の切り盛りを任せてきた……さあ、どうする？」

「ちょっと、それって……」

「そうよ、厳真さんのこと。あの人から私たちを見れば、そうだってことよ。ちょろい小娘二人、いざとなったら力ずくでモノにしてしまえば、こっちのもの。男ならそう考えたっておかしくないわ」

「でも……厳真さんはそんなことしないわ……信じているもの」

「そう、そうよね……玉ぎよく麗れい姉さんは、あの人を信じている。信じているから、こうやって留守を任せている……あの人も、自分が信じられているということを知っている。

　もし、あの店を乗っ取ろうと思えば、いつでも乗っ取れる。何もしないで、帝都の表通りにある店を一軒、自分のものにできる。もう、目の前にぶら下がって、もぎ取ってくれ、と言っている果実のようなもの」

　そこまで言ってから、銀ぎん麗れいは玉麗の顔を正面から見つめた。

「でも、あの人は、それをしようとは思わない……どうしてだと思う？　お姉さまが、昔、世話になった大おお旦だん那なの娘だから？　それだけの理由だと思う？

　蒼あお橋はし商会が、今、この世にあれば、きっとそういう理由も成り立つと思うわ。でも、もう、蒼橋商会はどこにもないのよ？　今の私もお姉さまも、何の力もない、本当に何もない、ただの小娘よ。昔、世話になっただなんて、そんな理由だけだと思う？

　私ね、お父様が死んで、お店がつぶれて、無一文になって、馬車に家の荷物積んで、それを売り歩きながら、いろんな人を見てきたわ。

　こすっからいやつ。信用できないやつ。真ま面じ目めな人、信頼できる人。信頼できると思ってた人間が、欲のためにころっと手のひら返すところも見てきた……。

　でもね、そんな中でも、本当に信じることのできる人、目先の欲に負けない人がいるってことも知ったわ……心の底から尊敬できる、そんな人……」

　銀麗は玉麗の顔を見つめたまま、言葉を続けた。

「厳真さんは、そういう人よ……いいこと？　お姉さま。あの人を絶対に逃がしちゃ駄だ目め！　あんな人、どこを探したっていないわ。こっちから押し倒してでも摑つかまえておくの！　あの人逃がしたら、一生後悔するわよ？　煮え切らないお姉さまを見ると、ホント、イライラするんだから！　お姉さまが行動起こさないなら私が押し倒すわよ？」

「駄目よ！　そんなの駄目！　絶対許さないわよ！」

　思わず声を上げた玉麗を見て、銀麗はくふっと含み笑いをした。

「もっと、自分の心に素直になったほうがよろしいですわよ、お姉さま」

「素直になりたい、とは思うんだけど……厳真さんはずっと私のことを『お嬢様』って呼んで、昔の蒼橋商会のときのまま、私に接するものだから、私も昔が懐かしくて、つい、そのままにしちゃって……」

　玉麗の言葉を聞いて、銀麗もうなずいた。

「その気持ちわかるよ……厳真さんの『お嬢様』って言葉聞くと、私も昔のことを思い出すもの。でもさ、昔のことばかり考えて、思い出ばかりに浸ひたってちゃいけないんだと思う」

　その銀麗の顔を見て、玉麗はうなずいた。

「あなたが、そう思ってくれているってことは大丈夫ね」

「え？　何が？」

　玉ぎよく麗れいは微笑ほほえんだ。

「厳げん真しんさんに、帝都のお店を任せてきたってことの意味、きっと厳真さんにも伝わっているってことよ。

　私ね、あの人に、売り掛け帳から何から、私の印鑑まで全部預けてきたの」

　銀ぎん麗れいの顔色が変わった。

「お姉さま！　それって……」

「そうよ、いつでもお店を乗っ取れるわ。これは私の賭け。もし、あの人が本当に信用できる人なら、帝都に戻っても蒼あお橋はし商会はそのまま。でも、ひとカケラでも悪意があれば、わたしたちは一文なしよ」

「そ、そんな！　もし、本当にあのお店を乗っ取られたらどうするのよ！」

　驚く銀麗を見て玉麗は笑った。

「そうしたら、またこの北域で、行商の馬車を仕立てて、辺境の街を回ればいいだけのことよ。振り出しに戻るの……それでいいじゃない」

「よくないわよ！　だってあのお店は、私たちが使っているけど、本当は晴せい凛りん様の軍師、伏ふせ龍たつ様が、帝都で活動するときのために、北域国がお金を出して買った店じゃない！　いわば他人のもので、私たちは管理をまかされているだけなのよ？　それを、ホイホイと他人に預けて、騙だまし取られました、なんてことになったら、ごめんじゃすまないわよ？」

　玉麗は落ち着いていた。

「そうよ、あの店を買うお金は、北域国が出してくれた。いわばあの店は北域国のものよ。でも、伏龍様の秘密工作のためのお金だから、一切の借用書も何もないわ。私たちと伏龍様、そして晴凛様との口約束だけ。

　お店の帳簿をひっくり返しても、絶対にわからない。もし、厳真さんが悪人なら、今頃、店を一軒丸々手に入れることができた、と、ほくほく顔でしょうね。でも、私が今日、これから晴凛様に拝はい謁えつして、借用書を書いたらどうなると思う？」

「借用書？　お店を買ったときのお金の？」

「そうよ、あのお店を買ったお金は、北域国が担保も何もなしで、あるとき払いの催促なしでお金を貸してくれたのよ。私たちのことを信用して。でも、店の持ち主が、私たちでなくなれば、あるとき払いの催促なし、なんて噓うそみたいな条件は成立しないわ。

　あの店を乗っ取ったそのときから、あの店は北域国に対して借金を背負うことになるわね。だから私、自分の印鑑は置いてきたけど、蒼橋商会の会印は持ってきたの。借用書を作ってもらって、この印鑑を押すつもりでね」

「もし、私たちが留守にしたのをいいことに、乗っ取りを企たくらんだら、北域国が借金取立てに来るってわけね！」

　玉ぎよく麗れいは複雑な表情でうなずいた。

「そうよ……あの人を試すようなことをして、胸が痛いけど。でも、あの人を信じるからこそ、私の印鑑を預けてきたの。帝都に戻って、あそこに同じように蒼あお橋はし商会があったら、そのとき、私、厳げん真しんさんに結婚を申し込むわ……」

「合格ってことね」

「そうよ。商売なんて、上う手まくいくことばかりあるわけじゃない。大損したり、売り掛け金が回収できなかったり。でも、信用される商売さえしていれば、決して損にはならない。長く続く商売をすることを考えろ、ってお父様が言っていたことを守れる人だもの」

　遠くを夢見るような目で、帝都の方角を見つめる玉麗を見て、銀ぎん麗れいがぽつん、と言った。

「もし、玉麗お姉さまが厳真さんと結婚したら……私、家を出るわ」

「え？　どういうこと？」

　銀麗はにっこり笑った。

「野や暮ぼな小こ姑じゆうとには、なりたくないってことよ。この延えん声せいに小さな店を買って、そこに『蒼橋商会延声支店』って看板を出すわ。この北域なら蒼橋商会の名前はそれなりに売れているから、きっと何とかやっていけると思う」

　玉麗は慌あわてた。

「駄だ目めよ！　あなたまだ子供じゃない！　子供ひとりに店を任せるわけにはいかないわ！　もう少し大人になって、ちゃんと人を使えるようになってからじゃないと無理よ！」

「何言ってるのよ、馬車に蒼橋商会の看板くくりつけて、行商に出たとき、お姉さまの年齢は、今の私よりも若かったじゃない！　説得力がないわ」

「それはそうだけど……私にはあなたみたいな、頭の回る妹がいたから、何とかやってこれたのよ。辛つらいときも苦しいときも、二人一いつ緒しよだったから、切り抜けてこれたのよ？　ひとりじゃ無理。絶対無理ね！」

「でも……」

　銀麗が言い募つのろうとしたそのとき、控え室に入ってきた役人が、すたすたと二人の前にやってきて、小さく一礼した。

「帝都の蒼橋商会から参られた、蒼橋玉麗、銀麗ご姉妹でいらっしゃますね？」

「あ、はい、私が玉麗、こちらが妹の銀麗ですが……」

「北域王様に拝はい謁えつする前に、光こう凛りん様が、ぜひお話したいとのことでして……」

「光こう凛りん様が？　はい、すぐに参ります！」

「では、こちらへ……」

　役人はそう言うと、案内するように歩き始めた。

　その後を歩きながら、銀ぎん麗れいが訊きいた。

「光凛様が……何の用なんだろう？」

「さあ？　でも、光凛様は、晴せい凛りん様不在の北域国を切り回していた方だし、もともとは軍務局で実務官僚やっていた方だから、きっと悪い話じゃない、と思うわ。もしかしたら大おお商あきないになるかもね」

「考えてみれば、私たちってすごい人たちと知り合いなんだよね……晴凛様なんか、侘タ瑠ル徒トで会ったとき、私たち呼び捨てにしてたんだものね」

　しみじみとつぶやいた銀麗の言葉を聞いて、玉ぎよく麗れいは懐かしそうにうなずいた。

「それを言うと、みんな驚いて一目置いてくれるけど、私たちにしてみれば、偉い人に知り合いがいるんじゃなくて、知り合いがみんな偉くなっちゃっただけだものね。

　でも、商売っ気抜きで古い知り合いとして付き合っているから、こうして気軽に会ってくれるんだし、そこのところは履はき違えちゃ駄だ目めよね」




　二人が通された部屋には、光凛ともうひとり、中年の役人が立っていた。

「やあ、玉麗さんと銀麗さん。はるばる帝都からご苦労様です……」

「帝都に店を出して、大繁盛だそうですね。昔の賑にぎやかだった行商の荷馬車を懐かしく思いますよ」

　二人を見て、玉麗は深々と一礼した。

「光凛様、そして……諒りよう秦そうさん、お久しぶりでございます」

　銀麗はにっこり笑って諒秦に答えた。

「あの荷馬車は、帝都のお店の倉庫に置いてあります。蒼橋商会の宝物ですもの」

　光凛は蒼橋姉妹たちとしばらく近況について話を交わした後で、ゆっくりとした口調で本題に入った。

「実は、晴凛との拝はい謁えつを前に君たちを呼んだのは、他でもない。新しい北域の産物が、やっと安定して生産できるようになったので、それを売り広めて欲しいんだ」

　光凛の言葉を聞いた銀麗が即答した。

「新しい北域の産物って、あれですか？　以前……そう、三年位前に聞いた、シムールの赤塩と湖で取れる小魚で作る魚醬ガームってやつ」

　光凛は目を見開いた。

「ああ、それだ。よく覚えていたねえ……」

「北域の産物に関しては常に情報を仕入れておりますから。帝都で北域の品物を買うなら、何をおいても蒼あお橋はし商会で、って評判は伊だ達てじゃありません」

　光こう凛りんは微笑ほほえみ、うなずいた。

「そうか、ならば話は早い。知っての通り、帝国では塩は専売品で、その収益が国家財政を支える重要な品目になっている。北域国からシムールの赤塩が帝国に供給されるようになって、塩の値段が下がり、南域の闇やみ塩商人は以前のように好き勝手できなくなったが、帝国にとって塩が専売品であることに変わりはない。

　シムールの赤塩は帝国の塩務省に直接納めることになっており、勝手に売るわけにはいかない。そこで、塩を直接売るのではなく、魚醬ガームに加工して売ろうと思うのだ。

　しかし、魚醬は馴な染じみがない。世の人々の多くは食べ方を知らない。北域国で作った魚醬の販路を、あなたがた蒼橋商会に託そうと思うのだ」

　光凛はそう言うと、卓の上に置いてあった小さな陶器の壺つぼの蓋ふたを開け、匙さじで中身をすくうと小皿に取った。

「品物の質は間違いない。とりあえずお二人の舌で確かめて欲しい」

「あ、はい、ありがとうございます」

「申し訳ありません……」

　玉ぎよく麗れいと銀ぎん麗れいは、小さく頭を下げて、小皿を受け取った。

　皿の中には、透明感のある茶色い液体が入っている。一種独特の魚臭くささがあるが、さほどきつくはない。

　二人は、お互いに顔を見合わせた後で、そっと小指を浸ひたし、魚醬を舐なめた。

　最初に感じたのは、ガツン、と来る塩しお辛からさだ。だがその後から、ふわっと香りと旨うまみが口の中に広がる。

「あ、これ、美お味いしい！」

「南域の魚醬とは違うわね！」

　二人の反応を見た諒りよう秦そうが、ほっとした顔になって言った。

「今、帝国国内で流通している魚醬は、南域で作られた物で、主に地元の人間しか使わない。南域の魚醬は暖かい地方で作られるため発はつ酵こうが早く、匂においがきつくクセがある。

　食べ慣れている人間には、その匂いとクセこそが魚醬の美味さなのかもしれないが、食べ慣れていない人間にはどうにも手が出ないシロモノだ。

　それに対して、この北域で作った魚醬は、気温が低いせいか熟成に時間がかかるが、匂いがきつくない。食べ慣れていない人々にも受け入れてもらえる味だと思うのだが、どうだろう？」

「ええ、そう思いますわ！」

　玉ぎよく麗れいはそう答えてにっこり笑ったが、銀ぎん麗れいは難しい顔のまま考え込んでいた。

「ちょっと、銀麗！　どうしたのよ！」

「これを美お味いしいって思うのは、私たちが色んなところを旅して、色々なものを食べているからじゃないかな？」

「それってどういうこと？」

「うーんとね、上う手まく言えないんだけど、普通の人々が毎日家で食べるのは、親から教わった料理だと思うんだ。いわば先祖代々伝えられてきた料理を食べるのが当たり前で、何か新しいものを食べようって人は、そうたくさんいないんじゃないかと思うのよ」

「新しい味は受け入れてもらえないってことかね？」

　不安な顔をする諒りよう秦そうを見て、銀麗は小さくうなずいた。

「うん、だからね、魚醬ガームを売るならば、新しい食べ方と一いつ緒しよにしたほうがいいと思うの。たとえば、市場とかに屋台が出ているでしょ？　ああいった形で、ラグマンのスープに使うとかそんな風にして味を広めて一緒に魚醬を売れば、ああ、この味はこれなんだ、と思って買ってくれるんじゃないかしら？

　最初は簡単な店でもいいのよ。これから発展していく町は、人が集まるわ。手軽に食べられる食事を出せば、きっと売れると思う……」

　銀麗はそこで言葉を切ると、玉麗に向き直った。

「お姉さま！　やっぱり私、この延えん声せいに残ります！　私、ここで、この魚醬を使って、食堂をやろうと思います！」

「そんな！　いきなりは無理よ！」

「いきなり始めるのは無理だってことはわかってる。でも、食堂なら、日銭が入るから市場に近ければ安定して稼げるし、その店を足がかりに、手を広げようと思うの。

　ここ数年で、蒼あお橋はし商会みたいな北域の雑貨を仕入れて帝都で売る、みたいな店がどんどん増えてきて、今までと同じ業務形態では過当競争に巻き込まれるのは見えていたから、ちょうどいいと思うの！」

　玉麗はため息をついた。

「駄だ目め、と言っても聞きそうにないわね……わかったわ、好きになさい。その代わり条件があるわ。店のどこかに諒秦さんか光こう凛りん様から、この店は北域国の特産魚醬を使用している、と書いてもらったお墨すみ付きの紙を貼っておくこと。いい？」

　銀麗はにやっと笑った。

「喧けん嘩か売ってくる同業者や、小遣い稼ぎに寄ってくるチンピラ除よけね。確かに北域国の偉い人のお墨すみ付きがあれば、変な真ま似ねはできないものね」

　玉ぎよく麗れいと銀ぎん麗れいの会話を聞いていた光こう凛りんは、諒りよう秦そうと顔を見合わせた。

「諒秦さん、銀麗さんの魚醬ガームを使った料理を出す店。北域国から少し援助できませんかね？　他ならぬ、北域国の産物を広めるための足がかりですから」

「ええ、構いません。魚醬が北域の名物になってくれれば、それは結局北域国のためになりますから」

「よっしゃ！」

　銀麗は胸の前で両手の握りこぶしを作った。

「やめなさい、若い娘が……はしたないわよ」

「いいのいいの、これからこの延えん声せいでひとりでやっていくんだもの。おしとやかに、なんてやってられないわよ」

　玉麗は、やれやれ、という風に肩をすくめた後、光凛と諒秦に向き直り、深々と頭を下げた。

「ご覧の通り、ガサツですぐ突っ走る妹ですが、商売の才覚だけはあります。どうかよろしくお願いします」

　光凛が笑いながら手を振った。

「いやいや、こちらこそ、帝都に店がある蒼あお橋はし商会さんのおかげで、民意や景気などの、帝国国内の公式の情報源ではわからない部分を事細かに知ることができました。

　これからも、北域国の代理店としてよろしくお願いいたします」

「帝都の本店は、お姉さまが切り盛りします……乗っ取られてなければ、の話ですけどね」

　銀麗の言葉を聞いて、光凛は目を見開いた。

「乗っ取られる？　店をですか？」

「ええ、まあ……実は……」

　玉麗と銀麗は、蒼橋商会と厳げん真しんのこと、そして、北域国への借用書について光凛たちに説明し始めた。




　その日、晴凛が北域国の庁舎を訪れた人々との謁えつ見けんを終えて、官服を着替え、庁舎の奥にある居室に戻ると、玄関先に、ミーネとシャール、そしてミリンとメンミの四人が、ずらりと並んで晴凛を出迎えていた。

「おお！　お勤めご苦労！」

「ご苦労様でございます」

「お疲れ様でした」

「ご苦労様です」

「ありがとう、四人揃そろってお出迎え、なんて珍しい……ずいぶんと堅苦しいなあ、どうかしたのかい？」

　何の気なしにそう答えた晴せい凛りんは、ミーネとシャールがいつもより緊張していることに気がついた。

　──いつも、やりたい放題のミーネが、妙みように緊張しているってことは……。

　晴凛の脳内に、ひとりの男の名前が浮かんだ。

「もしかして……来ているのか？　あの人が……」

　晴凛の言葉を聞いて、四人全員がうなずいた。

「うむ、いつものように側近を五騎だけ連れて、今日の午後に延えん声せいにやってきたのじゃ。

　晴凛と会うのは、公務が終わってからでいい。それまで待つ、と言って風呂に入って昼寝しておった。まったく人を食ったやつじゃ！」

「エオル王様は、嫁を決める儀式の日取りを決めに来たのだ、とおっしゃっております……」

「シムールの都エルソムで、十二氏族の族長を前にして、ミーネ姫とシャール姫、どちらを嫁にするか決める、と約束シた期日……確かに過ぎておりますね」

「どちらにするかなんて、聞かなくてもシャールお姉さまに決まってい……イッ！」

　言葉を途中で止めたメンミの右手をミリンが握っていた。

　よく見ると手首が妙な方向に曲がっている。

「……エオル王が来ているというのに、何で、そう波風を立てやがりますか、この小娘は！」

「ごめんなさいごめんなさい、もうしません！」

　涙を浮かべるメンミを見て、シャールが慌あわてて頭を下げた。

「申し訳ありません、ミリンさん！　私からよく言って聞かせますので！」

「頭の横についている耳は、何度聞いてもわからないようですので、手首に直接話して聞かせました……聞こえましたか？」

　涙目になってうなずいたメンミを見て、手を離したミリンは、晴凛に向き直った。

「エオル王陛へい下かは、晴凛殿と二人だけで話がしたい、と申されましたので、ご夕食は、応接間ではなく、奥の部屋でお二人でしていただきます」

　晴凛は目を見開いた。

「エオル王と二人で夕食？」

「はい、何か大事なお話があるようです。すぐに乱入したがる山やま猫ねこや、隙すきを見て一服盛りたがる毒どく饅まん頭じゆう娘が邪じや魔まをしないように見張っておきますので、ごゆっくりとお話し下さい」

「ああ、うん、ありがとう……」

　にっこり笑うミリンに、硬い微笑を返して、晴せい凛りんは玄関に入った。




　エオル王はいつもと同じ、シムールが家などでくつろぐときに着ている茶色のゆったりとした装束をまとって、奥の部屋に座っていた。

「お待たせして申し訳ありません」

「あ、いや、気にすることはない。今日ここに来たのは極めて私的な訪問だ。そんなに形式張らなくてもよい」

　エオル王がそう答えたとき、ミリンの声がした。

「失礼します、お料理をお持ちしました」

　引き戸が開き、ミリンを先頭に、ミーネとシャールが料理を持って部屋に入ってきた。

「急なご訪問で、大したものも用意できません。申し訳ありません」

　ミリンがそう言うと、ミーネとシャールは、お盆に載せてきた料理を次々に卓に並べ始めた。

　甘酢のようなタレがかかっている、鳥の揚げ物。根菜の炒いため物。様々な色とりどりのみじん切りの野菜の入った大きな玉子焼き。

　宴えん会かい用の料理とは違う、いわゆる家庭料理の惣そう菜ざい風の献立が並ぶ。

「あ、いや、こんな風にもてなされると、こっちが恐縮してしまう。こちらこそ申し訳ない。

　それに、大したものも用意してないなんてとんでもない、どれもみんな美お味いそうじゃないか」

　ミリンはにこっと笑った。

「実を申しますと、これは晴凛様のために、料理人の手ほどきを受けて、ミーネ姫とシャール姫が作った料理でございます。この二年半。お二人は花嫁になるために修行を積んでまいりました。その成果、エオル王もお確かめ下さい」

　エオル王は目を丸くした。

「なんと、これをミーネとシャールが？　本当か？　焼肉とラグマンしか作れなかったあの二人が……信じられん」

「焼肉だけ、とは失礼じゃぞ、エオル！」

　ミーネが唇くちびるを尖らせて、小声で文句を言った。

「ははは、すまんすまん。だが、大したものだ。見た目は合格だ」

「見た目は合格とは、失敬ですわ、エオル王」

　今度はシャールがほっぺたを膨ふくらませて抗議する。晴凛も笑え顔がおでシャールの言葉を継ぐ。

「そうですよ。二人が作ってくれた料理は、美お味いしいですよ？　私なんか、帝都にいた頃に宮廷の上品な料理ばかり食べさせられていましたので、こういった普通のお惣そう菜ざいみたいな料理が、嬉うれしくて仕方ありません」

「なるほど、家庭料理に餓うえていたということか」

　ミーネが唐から揚あげを指差して言った。

「晴せい凛りん、この唐揚げの甘酢あんかけはわしが作ったやつじゃ、何をおいてもまずこれから食え」

　負けじとシャールが、根菜の炒いため物を指差した。

「晴凛様、この根菜の炒め物は、私が作りました。根菜は火ほ照てった身体からだを冷やします。まずこれからどうぞ、医食同源ですわ」

　ミリンが咳せき払ばらいした。

「コホン、お二人とも、おやめ下さい。晴凛様はエオル王と大事な話がございます。それを邪魔してはなりません。さあ、下がりますよ」

　名残なごり惜しそうなミーネとシャールを追い立てるように、ミリンは出口へ向かう。最後に、部屋の出口でくるり、と振り向くと、深々とお辞儀をして、すっと優ゆう雅がに身を引いて部屋を出ていった。

　その姿を見送ったエオル王が、感心したようにつぶやいた。

「あの、ミリンという娘、実にしっかりしているな。身のこなしも、ただものではない。ああいった女性をミーネの付き人に選ぶとは、やはりシャン族の族長イシルは目が確かだな」

「ええ、そう思います。ミーネはわがままに見えますが、それは素直さの裏返しで、言えばちゃんとわかる子です。そういう風に育ったのは、やはりミリンさんあってのものだと思います」

　エオル王はにやっと笑った。

「私がシャン族の族長イシルの見る目を褒ほめたのはミリンのことだけではないのだがな……」

「え？」

　きょとんとする晴凛を見て、エオル王は声を上げて笑った。

「わはははは、まあいい、そこがお前のいいところだ。まあとりあえず食おう。冷めたのではせっかくの料理が不ま味ずくなる」

「はい！」

　晴凛とエオルは、ミーネたちの手作り料理を食べ始めた。

「ふむ、この唐揚げは、羊ではなく鶏とりか。さっぱりしていて美う味まいな」

「シムールで肉と言えば、大概羊ですからね。鶏は、小さな設備でも飼えますし、エサもさほど必要ありません。大規模に飼育するのは大変ですが、農民が市場で簡単に換金することができますので、一種の貯金として飼われているようですね」

「ふむ、そう言われてみればそうだな。たかきび栽培に入植した一族に、鶏とりを飼わせるのもひとつの方法だな」

「この根菜は、あれですね。水辺に生えているものでシャクシャクした食感が面白いですね」

「どれ、ひとつもらおうか」

　シャールの作った根菜の炒いため物に匙さじを伸ばしたエオル王は、一口食べて目を丸くした。

「おう、本当だ、シャクシャクと音を立てて口の中で溶けていく。この食感は面白い。味もしっかりしていて、こいつは美う味まいな……」

　そんなことを言いながら、料理を食べていたエオルが、ぽつりと言った。

「なあ、晴せい凛りんよ……」

「何でしょう？」

「お前、シムールにならんか？」

　晴凛の箸はしが止まった。

「それは……どういうことでしょう？」

「どういうこともこういうこともない。文字通り、シムールになれ、ということだ」

「でも、僕は、帝国人です。帝都で生まれて育ち、帝都以外に血族はいません」

「だが、シャン族の族長イシルの養子になっておるだろう？」

「それは……まあ、確かに、便べん宜ぎ上そういうことになっていますが……」

　困った顔をする晴凛を見て、エオル王は笑った。

「いや、すまんすまん、別に責めているわけではない。いいから食え。この話は、飯めしを食いながらする程度の話だ。あんまり考え込むようなことじゃない。

　今日、私がここに来た理由は、わかるな？」

「はい……嫁選びのことですね」

　エオル王は柔らかい笑えみを浮かべる。

「そうだ。四年前、シムールの族長会議の場で、お前はミーネとシャール、どちらを選ぶかと私に迫せまられて、三年の猶ゆう予よをくれ、と言った。

　そして、私はそれを了承し、族長たちも納得した。その約束の期限は、もう、とっくに過ぎている。確かに、帝国があんな状態になっている中で、嫁選びも何もあったものではない。だから私も族長たちも、黙だまって待った。

　だが、帝国の内乱は鎮ちん圧あつされ、長ちよう嶺れい帝が皇こう帝ていとして帝国を統治するに至った。お前の力なくとも帝国は回っていくだろう。

　お前がこの北域に帰ってきた、ということは、我らシムールにしてみれば、約束を果たしに戻ってきた、ということなのだ」

　晴せい凛りんは俯うつむいたまま、ぼそり、と答える。

「おっしゃることはよくわかります。決断しなくてはならない、ということはよくわかります。確かに、僕が帝国の帝都に留まり続けていた理由は、この決断から逃げたかったからでもありました。

　ミーネとシャール、そのどちらかを選ぶというのは、僕にとって本当に辛つらいことです。

　ミーネにもシャールにも幸せになってほしい。そのどっちも不幸にしたくないのです。できることなら、今のままの、あいまいな、それでいて楽しい生活を続けたい。それが僕の本音です。

　それは、虫のいい話だということはわかっています。何も結論を出さないことによってさらなる大きな不幸を呼び込む行為だということもわかっています。それでもなお、僕は迷うのです」

　エオル王はため息をつき、首を振った。

「二人とも、いい娘になった。ミーネもシャールも仲がいいというのは、これは奇跡だ。普通、こんな関係になったら、互いに反目しあって抜き差しならない泥沼になるんだが、どういうわけかあの二人は仲がよい」

「そうなんです。僕の選択があの二人の仲のよさを破壊することになると考えると、そのほうが罪深いように思えるのです……」

「確かに、そう考えるのも無理はない。だから、私はお前にひとつの道を示したのだ……シムールになれ、とな。

　シムールになるには、左手のひらを切り、その血をシムールの祖そ霊れいの住まう大地に垂らし、次にその手を天にかざし、テンジンに向かって、ラグゥィ・テンジンと叫さけばねばならない。十二氏族すべての族長が、同じ言葉を復唱すれば、儀式は終わりだ。

　お前は新たな名前を貰もらい、シムールの一員として迎えられる。

　シムールとして認められたお前は、シムールの掟おきてを守らねばならない。シムールに仇あだなす者と定められたら、たとえその相手が親兄弟でも、敵として戦い一切の情けをかけてはならぬ。

　もし、この先帝国との間に戦端が開かれれば、お前は帝国を敵として戦わねばならない。

　兄も親族も皆敵だ……」

　難しい顔で黙だまり込んでいる晴凛を見て、エオル王はにやっと笑った。

「だが、利点もある。お前にとってはおそらく最高の利点だ……」

「僕にとって？」

　顔を上げた晴せい凛りんを見て、エオル王はゆっくり、と言った。

「シムールは、族長の許しがあれば、妻を三人まで持つことが許されるのだ」

　晴凛は目を見開いた。

「そ、それは……でも、しかし……僕は帝国人で、聡そう凛りん兄さんも光こう凛りん兄さんも帝国人です。

　僕がシムールになれば、きっと僕は裏切り者になってしまうかもしれない……」

　取り乱したように、周囲を見回す晴凛を見て、エオル王はすっと椅い子すから立ち上がると、ぱん！　と力強く肩を叩たたいた。

　その衝撃で我に返った晴凛を見て、エオル王は笑った。

「そう思いつめるな！　案ずるより易やすし、ということはこの世にいくらでもある！

　俺が言ったのは、ひとつの選択肢だ。別にお前にそれを選べと言って押しつけているわけではない。今すぐ返事をしろと言っているわけではない。

　よく考えて、そして結論を出せ」

　そして、エオル王は少し真剣な表情になって告げた。

「先を見ろ晴凛。先だ。お前の子供が大きくなったとき、その目で見るものを思い浮かべろ。自分の子供に、見て欲しいという光景を思い浮かべろ。

　それが、お前の目標だ。お前の行く場所だ。そこに目を据すえて、一心に歩め。それが王の道だ」

「王の……道……」

　エオル王はふっと相そう好ごうを崩した。

「さて、そろそろお茶が欲しいな。ミリンを呼んでお茶を入れてもらうとしよう」

　そう言って立ち上がり部屋の入り口まで行き、お茶を持ってきてくれるように頼んでいるエオル王の背中を見て、晴凛は思った。

　──かなわないな。僕はこの人にかなわない。

　この人にとって、僕は将しよう棋ぎの駒こまみたいなものかもしれない。そして、この人の見ている将棋盤は、シムールのための将棋盤じゃないんだ。

　帝国とシムール、そして北域国すべてを一枚の将棋盤として見ているんだ。

　この人の対局に付き合って、一いつ緒しよにどこまで行くのか見み据すえるのも、面白いかもしれない。







　　　第四章「遠方よりの客」







　エオル王の訪問から、一週間が過ぎた。

　この日、延えん声せいの街の辻つじにある北域国の布告板に、一枚の高札が掲げられた。

　それは、一ヵ月後の満月の日に、延声で北域王晴せい凛りんの婚礼の儀が行われる、という知らせだった。

　晴凛には、ミーネとシャール、二人の后きさき候補がいることは、延声の街の住民にとって衆知の事実だった。

　帝国の重臣でもある晴凛が、シムールの娘を后とする、ということは前代未聞である。

　だが、早くからシムールと帝国の文化が入り混じっていた北域の住人たちの多くは、その知らせを、帝国とシムールとの融和の象徴である、と受け止めた。

　シムールと帝国の間で長く続いている敵対と戦乱の歴史が大きく変わるきっかけになるのではないか、という期待を持って、晴凛の婚礼を歓迎した。

「帝国には、近いうちに婚礼がある、ということは文書で伝えてあるが、一ヵ月後となると苦情が来るかもしれないな……」

　晴凛の執務室にやって来た光こう凛りんが、そう言って笑った。

「すみません。あまり先まで延ばすと、冬になって雪が降ってしまうので……」

「確かに、一ヵ月後なら秋のど真ん中だから、収穫の季節で色々賑にぎやかにできそうだな。目の前に収穫した穀物が積み上がっているのを見れば、気分も楽だ」

　光凛はそこまで言ってから、少し言葉をひそめて続けた。

「実を言うと、お前がこっちに帰ってくるということと、婚礼が近いということを、伏ふせ龍たつさんには知らせてある。微び妙みような立場だから、婚礼に来るかどうかはわからないがな」

「北域国からだと連絡がつくんですよね……」

「ああ、こっちは緩いからな、色々と。それに西域経由で行き来している商人が結構いるので、手紙を託すことも容易だ」

「来てくれると嬉うれしいんですけどね……公式には顔を出せなくとも、内々になら大丈夫だと思うんですよ。外部と接触しないですむように、延声に来たらすぐに屋敷に入ってもらって、そこで過ごしてもらえれば……」

「うむ、それは考えている。でも、奥屋敷は帝国からの使者も泊めなくてはならない。そこでばったり出会ったら大おお騒さわぎになるぞ？」

「それは、帝国からの使者によると思います。おそらく犂すき山やまの御隠居か、元の延えん声せいの領主である犂山綾りよう世せい殿が、帝国皇こう帝ていの名みよう代だいとして来るのではないかと思うんですよ。この二人なら、伏ふせ龍たつさんと出会っても、さほど問題はないと思います」

「まあな、顔見知りだし……問題は帝国皇帝の名代じゃなくて、長ちよう嶺れい帝みずからが、婚礼に出席するって言い出したときだ。名代の使者なら奥屋敷を何人かで使うこともできるが、皇帝となればそうはいかない、奥屋敷はすべて皇帝陛へい下かの寝しん所じよにすることになる」

「そうか、長嶺帝なら、余が出席する！　と言い出してもおかしくないですよね……」

　光こう凛りんは腕組みをして考え込んだ。

「エオル王をはじめとするシムールの重じゆう鎮ちんは、家ごと……というかシムールの都、エルソムごと、この延声にやってくるから心配要らないけどな、遊牧民は楽でいい」

　晴せい凛りんが笑ってうなずいた。

「では、伏龍さんがもし来たなら、僕の屋敷で一いつ緒しよに泊まってもらいましょう。屋敷はミーネとシャールで半分ずつ使っていますが、伏龍さん用に部屋をいくつか空けてもらいます。寝泊まりするだけなら、僕の部屋で寝てもらってもいいですし……あ、でももしかしたらアイリーンさんも一緒か、そうなると、困るな……」

「アイリーンさんは来ないかもしれないぞ。子供がまだ小さいから、長旅はさせないだろう」

「子供？　晴凛さんのところ、子供が生まれたの？」

　驚く晴凛を見て、光凛ははっとしたように顔を上げた。

「え？　ああ、いけない、教えていなかった。生まれたんだよ、アイリーンさんとの間に女の子が。そろそろ一歳になるんじゃないかな？」

「へえ……女の子ですか。あの二人の間に生まれた子なら、将来どんな女の子になるのか楽しみですね。アイリーンさんに似れば、美女間違いなしだし、伏龍さんに似たら天才になりそうだし……いや、違うな、そんなのとは関係なしに、普通の人生を歩んでくれって、伏龍さんなら言いそうですね」

「ああ、実質的に帝国のすべてを動かせる権力を手に入れていながら、そいつをいとも簡単に放り投げて、さっさと逃げちまった人だからな」

「ええ、そういうところは実にあの人らしいですけどね……」

　晴凛はしばらく思い出に浸ひたるような表情で微笑ほほえんでいたが、やがて真剣な表情になると、背筋を伸ばした。

「婚礼の日取りは決まりましたが、その前にやらねばならないことがあります……これは帝国とは関係ありません。エオル王とシムールの族長たちの前でやらねばならないことなんですが……」

「嫁選びだな？　ミーネにするのかシャールにするのか、それを決めないことには、婚礼なんかできやしないからな」

「ええ、そうです。その儀式を、婚礼の直前にやりたいと思います」

　光こう凛りんは目を見開いた。

「直前に？」

「はい、そうです。そして、妻をシムールから娶めとるわけですから、婚礼の式次第はシムールのしきたりに倣ならってやりたいと思います。シムールの式次第に詳くわしい人を送ってもらえるように、エオル王に頼んで下さい」

「結婚式をシムール式で？　ああ、いや別に構わない、というか、北域国というこの国の位置を考えれば、それは最善の方法かもしれないな……」

「一ヶ月しかなくて、ばたばたしますけど、よろしくお願いします」

「いや、お前が気にすることじゃない。それが俺の仕事なんだからな」

　頭を下げた晴凛に、光凛は慌あわてたように顔の前で手を振ってみせた。




　自分の執務室に戻ってきた光凛が、部下から上がってきた、北域国内の各都市の穀物の収穫量の予想をまとめた書類を読み始めた。

　──今年は、干ばつも、晩ばん霜そうもなく、どの地域も豊作のようだ。租税の徴収も上う手まくいきそうだな。備蓄穀物の三分の一を入れ替えて、古いものは早めに市場に出すとしよう。

　光凛が関係部署に送る指示書を書き始めた、そのとき。部屋の天井近くに設置された鈴がチリン、チリン、と鳴った。

　それは、帝都から急送文書が届いたことを知らせるものだった。

　帝都から送られてくる公こう文ぶん書しよは、ほとんどが通常の文書だが、中には特別に重要な文書もある。そういう文書は、組織の長が直接受領せねばならない。

　この鈴は、受領に立ち会いが必要な文書があることを示す、光凛への呼び出し合図なのだ。

　光凛は机の引き出しから北域国の公印の入った箱を取り出し、それを金銀の糸で刺し繡しゆうされた袱ふく紗さで包む。それを、部下に持たせると部屋を出た。

　使者から長ちよう嶺れい帝の親展の書状を受け取った光凛は、使者によく休むようにその労をねぎらう。その後で、自分の執務室に戻ってくると、書状の封をしてある蜜みつ蠟ろうを砕くだいて書状を取り出した。

　しばらく目を通していた光凛の目が見開かれた。

「なんだと……この俺が？」

　光こう凛りんはそうつぶやくとしばらく無言だった。

　長ちよう嶺れい帝から送られてきた書状の中身は、こういうものだった。

　──北域王晴せい凛りんの不意の帰国により、帝都は混乱している。

　この混乱を収め、帝国皇こう帝ていを補佐する人が必要である。しかし、その者を門もん閥ばつ貴族から選べば、帝国は旧態依然とした体制に戻ってしまうだろう。

　まったくの第三者であり、なおかつ有能な人間、ということで、光凛に白羽の矢を立てた。

　北域王の兄となれば、身分的にも問題はなく、実務に長たけたその手腕は、晴凛の留守を勤め上げた実績からも明らかである。

　ぜひとも帝都に赴おもむき、余を補佐していただきたい──

　書状を読み終わった光凛は、腕組みをして考え込んだ。

　──人質にする、という側面もあるのだろうな。

　長嶺帝や犂すき山やまの御隠居は、北域国が帝国に反はん旗きを翻ひるがえすことはない、ということを理解している。しかし、帝国の重臣はそうではない。彼らは疑ぎ心しん暗あん鬼きの塊だ。

　北域国がいつシムールの側について帝国に攻め下ってくるかと、心配で仕方ない。

　そういう連中を説得するには、言葉では無理だ。目に見える形にしなくてはならない。

「その、形が俺ってことか……」

　光凛は思わず、その思いを口にした。

　──人質くらいならいくらでもなってやる。俺は気にしないし、長嶺帝の片腕となって延えん喜ぎ帝国を切り回すのも楽しいかもしれない。でも……。

　光凛の悩みは、そういう部分とは別のところにあった。




「聞いたぞ！　晴凛に代わって光凛が帝都に行くそうじゃの？」

「……らしいですネ」

「らしい……って、お前の一番の関心事じゃろうが！」

　その日の昼下がり、北域国の庁舎の奥にある公邸の一室で、花嫁衣裳である白いベールに青い糸で刺し繡しゆうしながらミーネがミリンに訊きいた。

　公邸では二人とも帝国語を話すのが常となっている。すべては北域王の妻たらんという心がけからだ。

「誰が、関心持ちマスか、あんな日陰の蒲公英たんぽぽみたいなヒト」

　ミーネは首を傾かしげた。

「んー、昔は確かにお前の言う通り、なよっとしておったが、最近はそうでもないぞ？　何と言うか、腕も肩もがっちりとして、馬の乗りこなしの腕は、晴凛よりも上かもしれん」

「馬の乗り方ハしっかり教え込みマしたから……そんなことより、手元が留守になってイます。婚礼に間に合いまセんよ？

　シムールの花嫁のベールの刺し繡しゆうは、花嫁自身がヤルと決まっていマす。花嫁の裁縫の能力を婚礼に来た人、嫁とつぐ先の家の人に見てもらうのデス」

「うー、わしはこういうこちゃこちゃした縫い物は性に合わん！　革かわを縫って靴くつを作ったり防具を作るのなら得意なのだが……人には向き、不向きがあるのじゃ！」

「だからと言って花嫁衣裳に防具を着るわけにはいきマせん。子供が生まれたら、子供の服とかも作らねばならないのデスよ？　縫いものができない母親では困りマす……」

　ミリンの言葉を聞いて、何かに気がついたのだろう。ミーネは刺繡に集中し始めた。

　五分……十分……十五分。

　ミーネは一言も発することなく、刺繡の運針に集中している。

　最初は機き嫌げんのよかったミリンだったが、なぜか、しばらくするとイラつき始めた。

　そしてミーネが一言も発しなくなって二十分ほど過ぎたとき、ついにミリンが切れた。

「だぁああっ！　いいかげんに何か話しタらどうデスか、このアホ猫ねこめ！　キモチワルイですネ！」

「お前、言っていることがめちゃくちゃだぞ？　真ま面じ目めに刺繡しろ、と言ったそばから、何か話せとは、どーゆーことじゃ！」

「こういう裁縫のようなことは、色々他愛もないおしゃべりを楽しみながら、それでいてちゃんと手も動かす、とイうのが普通なのデす！　それができるから楽しいのデす！　無言でやっていたら、修行じゃないデすか！」

「わしは修行のつもりじゃ……その……お前が光凛についていって、わしひとりになっても、何とかできるようにならねばならんからな」

　ミリンは目を丸くした後で、つん、と顔を逸そらした。

「安心して下サい。ワタシはついていきませんカら。そもそも、そういう大事な話をワタシのところに話しに来ないのデすから。ワタシなんか連れていくつもりはないのです、あの大おお馬ば鹿かコンコンチキは」

「なーにをワガママなことを言っておるのじゃ、この行かず後ご家けは。今はまだ仕事中だぞ？　こういうところで公私のけじめをきちんとつけるのは、光こう凛りんも晴せい凛りんも同じじゃ」

「それはそうデすが……」

「なに、簡単なことじゃ。光凛に頼めばいい。自分を帝都に連れていってくれ、とな……」

　そう言って、にやっと笑ったミーネを見て、ミリンは目を見開いた。

「なぜ、私がそんな真ま似ねをしなければならないのデスか！　向こうから頭を下げてくるなら考えてやらないこともありマセンけど……」

「おお、そうかそうか。光こう凛りんが、お願いだから一いつ緒しよに来てくれ、と言えば、尻尾しつぽ振ってついていくというわけじゃな？」

「誰が尻尾振ってついていく、と言いまシたか！　考えないでもない、と言ったのデス。

　私はあなたが心配なのデスよ。私が光凛殿についていってしまうと、あなたはひとりになってしまいマす」

「わしはひとりではないぞ？　晴せい凛りんがおる！」

　ミリンはミーネを正面から見て、ゆっくり言った。

「晴凛殿ガ、あなたを妻に選らばなかったら、どうシます？」

「そ、そんなことはない！　絶対にない！」

　目を見開いて首を振るミーネを見つめたまま、ミリンは続けた。

「絶対、と言い切れまスか？　身体からだも性格も負けているのに」

「だぁあああっ！　身体のことは言うな！　確かに、わしは胸の大きさでは負けているが……」

「胸だけではないデしょう？　イロイロと負けているクセに……いいデスか？　晴凛殿がシャール姫を選んだら、あなたは、もう、一緒には暮らせないのデスよ？　帝国の法では、妻はひとりと決まっているのデス。

　晴凛殿に選ばれなかったあなたは、楽しく暮らす二人を見ながら、日陰でひとり寂しく生きていくしかないのでス。負け犬ならぬ負け猫ねこ人生が死ぬまで続くのでス」

「い、いやじゃあ。そんなのはいやじゃぁ！」

　涙を浮かべるミーネを見て、ミリンは諭さとすように言った。

「イヤですよね。ですから、私は帝都に行きマせん。そうなったときのことを考えて、ここにイマス。たとえあなたが選ばれなくとも、私が一緒にイます」

　ミーネはしばらく黙だまったままミリンを見つめていたが、やがて、すっと視線を逸そらして、ぽつり、と言った。

「ありがとう……」

　ミリンはびっくりしたように目を見開くと、仕切りなおすように、ぽん、と手を叩たたいた。

「さあ、重い話は終わりにシます。今まで針を入れたところを見せて下サい」

「え？　ああ、刺し繡しゆうのことか。ほれ、きれいにできたであろう？」

　ミーネが刺繡していたベールを手に取ったミリンは、縫い目をじっと見つめた後で、首を振った。

「最初の頃に比べたら、格段の進歩デすが、まだまだデすね。もっと丁寧に！」

「丁寧にやっておるではないか！」

「丁寧なところと、雑なところが混じっていマす。根気が足りマせん！」

「うー！」

「何をうなっているのデスか、この山やま猫ねこめ。うなる暇があれば、針を動かしナさい！」

　ミーネは、ミリンから渡されたベールに、再び針を通し始めた。




　それから三日ほど過ぎた昼下がり。

　二人の衛兵が、遠征の南門で出入りする商人を眺ながめていた。

　ただ、眺めていたわけではない。衛兵たちは、自分たちの前を通る人々の視線の動きを見ているのだ。

　衛兵は嫌われ者である。

　質たちの悪い衛兵は、お尋たずね者を探すという名目で懐ふところの暖かそうな商人を呼び止め、因いん縁ねんをつける。暗に袖の下をせびり、金を渡さなければ通さない。

　晴凛が北域の実権を握り、制度や人事を一新してからは、そういう衛兵たちはすべて解雇され、もしくは投獄されて姿を消した。

　だが、人々の記憶に刻み込まれた衛兵の印象は変わらない。

　──できれば係わり合いになりたくはない。

　それが門をくぐる人々の正直な気持ちだろう。だから、人々はなるべく衛兵のほうを見ない。視線を合わせたくないのだ。

　衛兵はその視線を見るのが仕事だ。目の前を通り、門をくぐるときの人々視線ではない。門の手前で衛兵を敵視する鋭するどい視線だ。

　お尋ね者や、城内で何かよからぬことをしでかそうとしている人間にとって、衛兵は敵だ。

　敵を見る視線と、嫌いやな者を見る視線は似ているが、違う。

　その視線の違いを判別し、敵として見る者を呼び止めるのが、衛兵に求められている能力である。

　その二人の衛兵の前に、家に車輪をつけたような形の小型の旅行馬車が近づいてきた。

　家の壁には屋号も何も書いていないし、窓枠に洗濯物が干してあるところを見ると、どうやら乗り合いではなく、個人所有の馬車らしい。

　馬を操あやつっている御ぎよ者しやを見た若いほうの衛兵が、隣にいた年上の衛兵の袖を引いて、注意を促うながした。

　年上の衛兵は、若い衛兵の視線の先にいる御者を見て小さくうなずくと、槍やりを構えて、馬車の前に出た。

「ちょっと止まってもらおうか」

　御ぎよ者しやが手た綱づなを引くと、馬はぶるるるる、と鼻を振るわせてその場に止まった。

　槍やりを身体からだの前で水平に持ったまま、衛兵は言った。

「その仮面を外せ、人相の明らかでない者は城内に入れるわけにはいかん！」

　衛兵の言葉の通り、その馬車の御者は鼻から上の顔半分を隠す仮面をつけていた。

「ん？　ああ、この仮面か。外すと色々面倒なことになりかねないんだがな……まあ、延えん声せいまで来れば大丈夫か」

　御者の男はそう言うと、顔の上半分の隠していた仮面を外した。

　その下から現れたのは、二十代の若者の顔だった。髪の毛は長めで、瘦やせ型のその男は目を細めてにっこり笑った。

「怪しい者ではない、と言いたいところだが、知っている人間が見たら大いに怪しむだろうな」

「何をとぼけたことを言って……」

　──やがる。と続ける途中で、衛兵の口から言葉が消えた。

「あ、あなたは……」

「俺の顔を知ってるってことは、古株だな？　委細は晴せい凛りんが知っているはずだ。聞いてみな」

　衛兵は慌あわてて敬礼した。

「い、いえ、申し訳ありませんでした、どうぞ、お通り下さい！」

「悪いな、じゃあ通らせてもらう……ああそうだ。できれば、あまり言い触ふらさないでくれるとありがたい。帝国の連中に知れると厄やつ介かいだからな」

「はっ！　了解しました！　御安心下さい、自分は口が堅いほうであります！」

「頼んだぜ……」

　御者の男はそう言ってにやっと笑うと、手綱を緩めて、馬を進ませた。

　延声の街の中に消えていく小さな馬車を、敬礼して見送る衛兵を見て、同僚が訊きいた。

「おい、今のは誰だ？　おエライさんか？」

「お前……」

　衛兵は驚いたように同僚の顔を見た後で、小さくうなずいた。

「ああ、そうか。お前、征せい古こ原げんの戦いに行ってないのか。なら、知らなくて当たり前だ……」

「だから、誰なんだって、教えろよ」

　年上の衛兵は、笑って首を振った。

「言ったって信じちゃくれないだろう。あれは幽ゆう霊れいさ……稀き代だいまれなる軍師の幽霊だ。

　あの世の獄ごく門もん卒を計略にかけて、この世に舞い戻ってきたのかもしれん……」

「はあ？」

　若い衛兵が、何が何だかわからない、という顔をしていた、その頃。

　延えん声せいの中央通りを進んでいく馬車の御ぎよ者しや台に座った男は、小さな女の子を抱いた若い母親らしい女性と、笑いながら会話をしていた。

「今頃、あの衛兵、幽ゆう霊れいでも見たんじゃないか？　って話をしているかもな」

「まあ、幽霊みたいなものよね、間違ってはいないわ。それにしても、延声の街は賑にぎやかになったわねえ……私がいた頃は、もっと寂さびれて、見るからに辺境の地方都市って感じだったのに……」

　御者の男がうなずいた。

「それだけ、この北域国が上う手まくいっているってことだな。この北域が帝国のものだった頃は、租税のほとんどは帝都に送られて、この地元で使える金はわずかなものだった。だが、北域がひとつの国として認められて、自治ができるようになったおかげで、北域国として使える金が増えたんだ。

　月つき原はら弦げん斉ざいが進めていた灌かん漑がい設備や、道路の整備が進んで、その分、収益も上がったし、何と言ってもシムールに備えるための軍費がなくなったのが大きいんだろうな」

　木で作られた小さな人形で遊んでいる一歳ぐらいの女の子の相手をしながら、若い母親は答えた。

「北域国は豊かになって、帝国も落ち着いて、この子が大人になる頃は、もっといい世の中になるかしら？」

「そうなるために、俺たちは生きているんだ。父親になって、やっとそのことが肌身で理解できたような気がする……今までの俺は、観念的にそう考えていただけだったんだってな。晴せい凛りんは独り身のくせしやがって、その辺を理解しているようなところがある。

　嫁さんもらって、子供が生まれたら、どんな父親になるか、どんな慈じ悲ひ深い国王になるか、今から楽しみだ」

「それにしても……晴凛君はどっちをお嫁さんにするのかしら？　ミーネちゃんかしら？　それともシャールさんかしら？」

　御者席の若い男は笑った。

「さあな、それは俺にもわからないな。でも、晴凛のことだ。誰も不幸せにならない方法を選ぶだろう……」

　そう言った後で、男はふふっと小さく笑った。

「考えてみれば、ひどい話なんだよな。二人の女と一いつ緒しよに暮らしておいて、何年かしたら、どっちか選べってのは……普通なら、とんでもない修しゆ羅ら場ばになってもおかしくない。なのに、それをミーネもシャールも受け入れて、肝心の晴凛がいなくても、二年半も一緒に、のほほんと、暮らしていた。

　それはなぜかといえば、答えはひとつだ。二人とも晴せい凛りんを信頼している。晴凛なら、たとえどんなことになっても、自分を不幸にしないだろうという、絶対の信頼を寄せているから、こんなことができるんだ……」

「晴凛君ならでは、だよね……」

「ああ、そして俺が怖いと思うのは、エオル王だな。そういう提案をしてのけたってことは、エオル王は出会ったそのときに、晴凛の人格を見抜いていたってことの証明だ。

　晴凛に甲か斐い性しようがなければ、とっくの昔に、あの奇き妙みような三角関係は破は綻たんして、修しゆ羅ら場ばを迎えていただろう。

　あのミーネとシャールの同居生活は、エオル王の仕掛けた罠わなであるのと同時に、エオル王の試練だったんだよ。晴凛が、どれほどの器量を持っているか、どれほどの甲斐性を持っているか、エオル王はそれを試したんだ……」

「晴凛君は、その試験に見事に合格したってわけね？」

　男は首を振った。

「いや、まだだ。言っただろう？　これは罠であり、試験だって。試験のほうは合格したけど、罠のほうはまだ閉じていない。

　罠が閉じるのは……きっと、婚礼の直前だ」

　若夫婦が乗った馬車は、ごとごと、と揺ゆれながら、延えん声せいの街の中心部へと向かった。

　馬車は、やがて、北域国の庁舎の前までやってきた。

「どうするの？　まさか、庁舎の正面玄関から入っていくわけにはいかないでしょう？」

「顔見知りばかりだからなあ。話は早いが、噂うわさになるのも早そうだ……サラの面倒は俺が見てるから、悪いがこの書状を届けてきてくれないか？」

「わかったわ。サラ、ちょっとお父さんと一いつ緒しよにおとなしくしててね」

「うん、ぱーぱ」

　サラと呼ばれた女の子はうなずくと、とことこ歩いて父親に抱きついた。

「よし、お父さんと待っていような」

「はーい！」

　馬車を降りた母親は、北域国の庁舎の正面にある階段を上り始めた。

　身体からだを包んだ西方の民族衣装が際立たせた、メリハリのある優ゆう雅がな姿態を誇こ示じするように階段を上っていく母親を見て、父親がつぶやいた。

「やべえ……子供産んだら、少しは色気が消えるかと思ったら、倍増してやがる……あいつ、どこまで色っぽくなるんだ？」




　庁舎の中に入った母親は、きょろきょろ、と中を見回した後で、請願などの受付窓口を見つけて、そこに近づき、伏ふせ龍たつから渡された書状の入った筒を差し出した。

「あの、主人からこれを預かって参りましたので……」

「あ、はい、お預かりします」

　そう軽く答えて受け取った若い役人は、書状の入った筒の封印を見て目を丸くした。

　それは、北域王晴せい凛りんに直接手渡しされる最重要書類にしか押されたことのない、十六角の紋もん様ようの封印だった。

　通常の認印は丸、公印は四角。そして、重要機密は斜めにした四角を重ねた八角の封印が押されることになっている。

　十六角というのは、北域王とその側近の者だけが使うことを許されている最重要封印である。

　役人は血相を変えて椅い子すから立ち上がった。

「し、しばらくお待ち下さい。その書状は、私には預かれません！　その資格がある人間を只ただ今いま呼んで参ります！」

「早くしてね、馬車で子供が待っているのよ」

「は、はい、只今！」

　受付の役人がばたばた、と足音を立てて庁舎の奥に入っていくと、取り残された母親に庁舎にいた人々の視線が集中した。

　ただでさえ目立つのだから、当然といえば当然である。

　視線に耐えられなくなった母親は胸元から小さな扇せん子すを取り出して広げ、それで顔を仰あおいだ。

「秋だってのに……ここは暑いわね」

　しばらくすると庁舎の奥から、受付の役人に連れられて、上役らしい男がやってきた。

　男は母親を見るなり叫さけんだ。

「アイリーンさん！」

「あら、諒りよう秦そうさん、お久しぶり。お元気？」

「伏……じゃなかった、ご主人は？」

「旦だん那なは今、馬車の中で娘のお守もりよ。さすがに表を歩かせるわけにはいかないもの」

「ですよねえ……」

「延えん声せいまで来たはいいけど、この後どこに行けばいいのかしら？　直接、晴凛君の屋敷に行っちゃってもいいの？」

「はい、今、衛士のほうに話を通しますので……ちょっとお待ち下さい」

　諒りよう秦そうはそう言うと、庁舎の玄関の脇わきにある衛士の詰め所に向かう。そこで、責任者とひと言二言言葉を交わすと、すぐに戻ってきた。

「大丈夫です。晴せい凛りん様のお屋敷の警備に当たっている衛士の責任者は、伏ふせ……じゃなかった、ご主人の顔を知っております。このまま馬車で直接向かっていただいて結構です」

「旦だん那なの名前を口に出せないから苦労するわね、ごめんなさい」

　諒秦は笑いながら手を振った。

「いえいえ、とんでもありません。無事なお顔をご覧になれて、きっとミーネ様もシャール様もお喜びになると思います。お気をつけて」

「はい、では、後であらためてご挨あい拶さつに伺うかがいますので失礼します」

　アイリーンはそう言ってにっこり笑うと、庁舎を出ていった。

　その後ろ姿を見送った諒秦に、受付の役人が訊きいた。

「今の人……一体何者なんですか？」

　諒秦は受付の若い役人をちらり、と見て、にっこり笑った。

「君は今のままでいたいかね？　それとも、この先出世したいかね？」

　若い役人は、え？　という顔をした後で、何かに気がついたのだろう。真剣な表情になって頭を下げた。

「出すぎたことをお訊きしました、申し訳ありません。受付に戻ります」

「それが賢明だ。人はその職責に応じた秘密を扱うことになっている。分不相応な秘密に首を突っ込むのは感心しないね。特に、君のような若くて将来ある人間はね……さあ、忙しくなるぞ。先ほど書状が届いて、なんと帝国の長ちよう嶺れい帝がこの延えん声せいに来ることになった。

　明日には、延声城外にシムールの都を作るための下準備が始まる。偉い人の秘密に首を突っ込んでいる暇はないぞ」

　若い役人は目を丸くした。

「長嶺帝と、シムールの都の両方が来るんですか？」

「ああ、そうだ。先祖代々戦ってきた二つの国家の一番偉い方が二人、この延声で顔を合わせるんだ。北域王の結婚、というのは、そういうことを意味する。

　我々は今、帝国とシムールの歴史に残ることをやろうとしている。そう考えればやる気も出てくるだろう。頑張ってやりとげようじゃないか」

「はい、わかりました！」

　そう言い残して受付窓口に戻っていく若い役人を見送って、諒秦は、ふう、と息を吐はいた。

「稀き代だいの軍師にして史上最悪の悪人と呼ばれた男。若くして即位し、国家存亡の危機に陥おちいって復活した幸運の少年皇こう帝てい。遊牧民国家を率いる若き王。そして、その二つの仇きゆう敵てきの間に立ち和解をなしとげた一介の青年……どれをとっても歴史に名を残すような人間ばかり……間に立つ凡人には、荷が重いが、私も頑張らねばな……」







　　　第五章「婚礼前夜」







　その旗ははるか十長里キロメートルの彼方かなたからも見えた。

　北域行路に高々とラッパの音を鳴り響かせて、隊列を組んで走ってくる四十騎ほどの帝国騎兵の一団が掲げているのは、帝国皇帝の印である竜りゆうの刺し繡しゆうが施された旗だった。

　彼らは『先行令』と呼ばれ、この行路をこれから皇帝が通過することを人々に示す、露つゆ払はらいの役目を担になっている。

　皇帝の行幸行列が通る行こう路ろは皇帝専用路となり、皇帝の乗る馬車御列が通過するまで、何なん人ぴとも行路を通行することは許されない。

　また、行路に面した家々は固く窓を閉ざし、二階に人を上げてはならない、とされていた。

　ラッパを吹き鳴らした『先行令』が通り過ぎると、次に皇帝陛へい下かの身辺護衛を任務とする近この衛え兵たちを乗せた黒く塗られた馬車がやってくる。北域行路沿いの伏ふく兵へいが潜んでいそうな場所に、近衛兵たちを降ろしていく。

　近この衛え兵は周囲を重点的に検索し、皇こう帝ていの安全を確保するのである。

　やがて、厳重な警戒が行われている北域行路の上を、金色に輝く馬車の列が、ゆっくり、と進んできた。

　何十両という車列を作って進む馬車は、どれも皆、黄金の装飾が施ほどこされ、初秋の日差しを浴びて、まぶしいほどにきらめいている。

　その車列のほぼ真ん中あたりに、他の金色の馬車よりも数段豪ごう華かな飾りつけが施された大型の馬車があった。

　その馬車が、この行列の主、長ちよう嶺れい帝の乗る玉ぎよく車しやと呼ばれる車両である。

　車内から、北域行路沿いの景色を眺ながめていた長嶺帝が、傍かたわらに座っている紫し芹きんに懐かしむように言った。

「三年ぶりだね、北域に行くのは……今度は命を狙ねらわれないから安心だ」

「それはそうですが……延えん声せいにはシムールの都エルソムが作られている、という話です。エオル王は、信用できる方でしょうけど、十二氏族の長がすべて、エオル王のように話がわかる人とは思えません……はっきり申しますと、私は心配でなりません」

「そうだね……」

　長嶺帝は苦笑いにも似た微笑を浮かべた。

「余のところにも、何人もの重臣やら長老やらがやってきて、諫かん言げん、とやらを並べ立てた。

　シムールは餓が狼ろうのようなもの、その群れに飛び込むは、皇帝のするべきことに非あらず！　みたいなことをね……。

　そういうことを言う重臣や長老に、余は訊きいたんだ。北域で我が命を狙いしはシムールか？　それとも、余を後見していた菰こも野のか？　征せい古こ原げんにて我が命を助け、我が軍を救いしは、汝なんじか？　それともエオル王か？　とね。

　それを聞くと、みんな目を逸そらし、あいまいなことを言って余を煙けむに巻こうとするばかりだ。

　確かに先人、長老の意を聞くのは正しきことなり。されど、それはその意に諾だく々だくとして従うことに非ず。多様の意を聞き、多様の見識を聞き、そして考え、断を決する。これが正しいのだと余は信ずる……」

　長嶺帝はそこで言葉を切ると、紫芹を見てにっこり笑った。

「安心して、紫芹。もう、二度とあんな恐ろしいことは起きないよ。僕が起こさせない。僕は、そのために延声に向かっているんだからね」

　紫芹にとって、その笑え顔がおは真っすぐ見つめるにはまぶしすぎた。

「もったいのうございます……」

　そう言って顔を伏せた紫し芹きんは、自分の胸の中で躍おどっている心臓を抑える様に胸に手を当てた。

「どうしたの？　紫芹……」

　心配したように顔を覗のぞき込んできた長ちよう嶺れい帝を見て、紫芹は、思わず、ひっ！　と声を上げそうになった。

「あ、いえ、何でもございません……陛へい下かが……逞たくましくおなりなので、驚いただけでございます。

　三年前、ここを通ったときとは、声も身体からだの張りも違う……紫芹は時々、どうしていいか、わからなくなるときがあります……」

　それは噓うそ偽りのない紫芹の本音だった。

　少年から青年への道を一気に走り抜けていくような長嶺帝の成長振りに、紫芹は戸惑っていたのだ。

　長嶺帝は笑った。

「なんだ、そんなことか、安心しろ。余はもう子供ではない。子供だった頃はそなたに護まもってもらったが、今度は余がそなたを護る番だ。余の言う通りにしていればよい」

「かたじけのうございます……」

　紫芹はそう言って頭を下げた。だが、胸の中は戸惑いと不安に満ちていた。

　その戸惑いの本当の原因は、自分の中にあるということに、紫芹はまだ気がついていなかった。




　長嶺帝が行幸の車列を仕立て、延えん声せいを目指して北域行こう路ろを北上していた、その頃。

　延声の街は人であふれていた。

「はーい、ラグマンお待ちぃ！」

　元気な声と共に、銀ぎん麗れいが目の前にいる客に、ラグマンの入った丼どんぶりを差し出した。

　ラグマン、とは、小麦粉を練って細く切ったものを茹ゆでて、羊肉と野菜、香草、干しトマトなどを煮込んで作ったスープをかけて食べる、いわば、スープスパゲティのような麵めん料理の総称である。

　銀麗の差し出した丼を見た客が、驚いたように言った。

「ここのラグマンは、ずいぶんスープが多いんだな」

「へへへ、それがこの、蒼あお橋はし屋のタッケイ風ラグマンの特徴。これは、シムール十二氏族のひとつ、タッケイ族のお姫様、シャール姫が考案した料理なのよ」

　客は目を丸くした。

「タッケイ族のシャール姫と言えば、あれか？　北域王様のお后きさき候補のひとり……」

　銀ぎん麗れいは自慢するようにうなずくと、壁に貼った証明書のようなものを指差した。

「そうよ。ここは北域王様と懇こん意いにしている蒼あお橋はし商会がやっている店なのよ。ラグマンのスープに使っている魚醬ガームは、シムールの赤塩とロブ湖の小魚で作られた北域国の特産物よ。そこに、北域王様直筆のお墨すみ付きが貼ってあるでしょ？　味付けのレシピは、シャール様直じき伝でん。北域に来たなら、うちのラグマンを食べなきゃ始まらないわよ」

「へえ、そりゃどうも」

　旅の商人らしい、その客は首をすくめた。

　そこは延えん声せいの中央通りから一本北に入った路地の角に開店したラグマン専門の食堂『蒼橋屋』だった。

　光こう凛りんと諒りよう秦そうから魚醬を北域の新しい名産品にしたい、と持ちかけられた銀麗は、ラグマン名人としてシムールの一族の中で名を上げたシャールに白羽の矢を立てた。

　シャールから、魚醬を使ったスープと麵めんの作り方や、香草の使い方を教わって作り出した『タッケイ風ラグマン』を武器に、ここに店を開いたのは三日前だった。

　初日はそうでもなかったが、少しずつクチコミで評判が広がったのだろう。今日は開店と同時に店の中は満員になっていた。

　旅の商人は、銀麗が持ってきた『タッケイ風ラグマン』の匂においをかいだ。

　──なるほど、魚醬の匂いだ。羊肉の匂いではない。北域で魚醬味というのは珍しいな。

　丼どんぶりに箸はしを突っ込んでラグマンの麵を引っ張り上げると、思ったよりも細い麵がスープをまとわりつかせながら上がってくる。

　──さて、どんなものやら。

　商人はあまり期待せずに麵を口に運んだ。そして、ひと口嚙かむのと同時に目を見開いた。

　──うわ、なんだこの弾力は！　こんな麵、食ったことないぞ！　それに、このスープ！　臭くさくない。それどころか、魚醬の風味と、上に載った刻んだ香草の香りが入り混じって、えもいわれぬ風味となって口の中から鼻に抜けていく！

　それに、この喉のど越しは何だ！　つるつる、と入っていくぞ！　底なしだ！

　口に入れる、嚙む。歯を押し返す弾力、口の中に広がるスープの匂いと舌の上に広がる魚醬の旨うまみ、それがすべて一体化して、つるり、と喉を越えていき、腹の中に納まると、そこから体中にじわりと暖かさが広がっていく。

　それを繰り返す……止まらん、これは止まらん！

　息をすることすら忘れる勢いで、ずるずるはふはふ、とラグマンをむさぼる客の前に、銀麗が皿を差し出した。

「はい、揚リげゲ物ルお待ち、遅くなってごめんなさい。本当は一いつ緒しよにお出ししないといけなかったんだけど、調理人も私も不慣れでね」

「これは……」

　怪け訝げんな顔をする客に、銀ぎん麗れいは言った。

「根菜に小麦粉の衣をつけて油で揚げたやつよ。別々に食べてもいいけど、途中まで食べたラグマンに載せると、スープにコクが出て美お味いしくなるのよ、やってみて」

「ほう、この揚げ物を、ラグマンの上に載せるのか……」

　客はそうつぶやくと、揚げ物をラグマンの上に載せて食べ始めた。

　一口、二口食べたところで、客の目つきが変わった。

　──美う味まい。これは何だ？　この美味さはどこから来たんだ？　そうか、油だ。

　ラグマンは普通羊の肉を煮たスープをかける。あの羊の脂あぶらが、ラグマンにコクを与えていたのだ。

　さっき、麵めんの美味さに思わずうなった。それでいて、俺は心のどこかで物足りなさを感じていた。

　それは、俺が、羊肉のスープの脂の持つ、こってり感をどこかで期待していたからだ。

　この揚げ物は、動物の脂ではなく、植物の実を絞しぼって作られた油で揚げてある。植物油の持つ軽さが、この魚醬ガームのスープを殺さず、逆にコクを出したのだ。

　おおう、美味い、美味いぞ。ぎらぎらとスープに浮かんだ油と、溶け込んでモロモロになった揚げ物の衣を一いつ緒しよにすすり込む、この美味さは何と言うべきか。

　ああ、これだ、この、俺は今、モノを食っているんだ、という実感こそが、このラグマンの美味さだ！

　旅の商人らしい客は、ただひたすらに麵をすすり、スープを飲み、モロモロになった揚げ物を食い、そしてまたスープを飲んだ。

　そして一気にラグマンを食い切った客は、大きく、ふう、と息を吐はくと。

「美味い！」

　と言い切った。

　銀麗はにっこり笑って言った。

「ありがとうございます！　また、延声に来られましたら、蒼あお橋はし屋をごひいきに！」

　その客が店を出るのと入れ替わりに、また客が入ってきた。見ると、その向こうにも客らしい人影がある。

　──あれ？　もしかして……。

　銀麗は店の外を確認した。

　そこには人の列ができていた。

「え？　えええっ！」

　銀ぎん麗れいは驚いた。

　──これって、もしかして、うちの店に入りたくて行列作ってるってこと？　うそ！　だって店を開いてまだ、三日なのよ？

　銀麗の胸の中には、ふつふつ、と喜びが湧わいてきた。

　店に戻った銀麗は、厨ちゆう房ぼうで小麦粉を練ってラグマンの生地を作っている調理人たちに向かって言った。

「外でお客さんが行列作ってるわよ！　待たせないように頑張りましょう！」

「はい！　頑張ります！」

　調理人たちは嬉うれしそうに笑いながら、ラグマンを作り始めた。

　その光景を見て、銀麗は思った。

　──晴せい凛りん様の婚礼に合わせて人が集まるだろうから、それに間に合わせてお店を出したけど、それで正解ね。シムールの都エルソムができてから、お客さんがどっと増えたので、これでいけるって思ったけど、まさか三日で行列のできる店になるとは思わなかったわ。

　あんまり忙しいと、調理人の腕が荒れるって言うし、ここしばらくは仕入れた材料を使い切ったらお店を閉めることも考えなくちゃいけないかもしれないわね。

　嬉しい悲鳴になりそうだわ……。

　銀麗の狙ねらいは当たっていた。ここ一週間で、延えん声せいの市場を訪れる客の数がどっと増えていた。

　そのほとんどは、延声の城外に作られたシムールの都エルソムから来た客だった。

　今、延声に来た人間は、みんな驚くだろう。なぜなら、延声の城壁の外側には、百を超える数の円筒形の白い包建パイクーが、びっしり、と立ち並んでいるのだ。

　そして、その中央には、ひときわ大きく金色に光り輝く包建が建っている。

　普通の包建の壁は、人の背の高さほどだが、その包建の壁面の高さは、その倍はある。直径も、普通の包建の四倍から五倍はあるだろうか。

　そして、何より目を引くのはその外壁である。なめした革かわの上に金きん箔ぱくを貼ったものを外壁に使っているために、大包建タオパイクー全体が日の光を浴びて、荘そう厳ごんな輝きを放っている。

　その黄金の包建と百を超える包建こそ、移動するシムールの首都、エルソムである。

　本来、この季節ならば、エルソムは西の草原に建てられている。だが、エオル王が北域王晴凛の婚礼に参加するために、この延声の街まで持ってきたのだ。

　それは、晴凛の婚礼に合わせて、延声までやってくる長ちよう嶺れい帝と、その随行員である帝国の重臣、そして帝国軍の兵士にシムールの文化とその力を見せつけるためでもあった。

　エルソムには、都の中で働く人々、その家族。そして、婚礼に参加する各氏族の族長と、その氏族の血族長たち、その家族。およそ三万人ほどが暮らしている。

　三万人が暮らすちょっとした地方都市が、そのまま延えん声せいの街の隣に引っ越してきたようなものである。

　その人々が、延声の街の市場を訪れるわけだから、市場が人であふれかえるのは当然である。

　芝居小屋の楽隊の奏かなでる賑にぎやかな音楽が流れ、街の中央通りに面した商店や住宅には、鮮やかに染め抜かれた五色の布による幕が張られている。街は北域王晴せい凛りんの婚礼を祝う祝賀の空気に包まれていた。

　風に乗って、延声の城壁の向こうから流れてくる音楽がかすかに聞こえる包建パイクーの中に、目を閉じて座っていたひとりの男が、背後に聞こえた足音を聞いて、目を開いた。

「シャールか……よく来た」

　シャールはくすっと笑った。

「さすがはお兄様ですね、私の足音だけでおわかりですか」

　シャールの兄。シムール十二氏族のひとつ、タッケイ族の族長であるスンタタは、ふっと鼻で笑った。

「お前と何年一いつ緒しよに暮らしていたと思っている。足運びですぐにわかったわ。兄を舐なめるな」

「舐めてなどおりません」

　シャールは笑いながらそう答えると、スンタタの前に置かれた円形の厚手の毛織物の上に優ゆう雅がな身のこなし方で座った。

　無む駄だな動きをせずに、流れるような挙動で身体からだを動かす所作は、長年の弓の鍛たん錬れんが彼女に与えたものだろう。

　シャールは顔を上げて尋たずねた。

「で……兄上、お話とは？　ご存知の通り、私は明後日あさつてに、エオル王と十二氏族の族長様方、そして帝国皇こう帝ていの御臨席のもとで、晴凛様と婚礼を挙げる身。

　本日も式次第の打ち合わせを抜け出して参った次第。ご用件がおありならば、手短にお願いしとうございます」

　スンタタは小さくうなずいた。

「うむ、それは充分承知だ。承知の上で、どうしても、お前に聞きたいことがあって、呼んだのだ。明後日の婚礼の件だが……お前が花嫁になること、晴凛殿がお前を妻にすることについては何ひとつ危き惧ぐしていない。それは当然だと信じている……が、しかし、万が一、晴凛殿がお前を選ばなかったとき、どのように身を処するのか……それが気になって仕方がないのだ。

　あ、いや、だから言ったであろう？　疑ってはいない、疑ってはいないのだ。

　だが、帝国の法では、正妻はあくまでもひとり。それ以外の妻は持てぬ。正妻以外の女性は娶めとることはできず、愛あい妾しようとして、正妻よりもはるかに低い地位に置かれると聞く。

　あ、いや、だから、別にお前が愛妾扱いをされると言っているわけではない。よく聞け。あ、いや、だから、ミーネ姫を悪く言っているわけでもないのだ。とにかく私の話を聞いてくれ。

　俺は、晴せい凛りん殿にシムールの一族として誓いを立てる気はないのだろうか？　ということを訊ききたいのだ。知っての通り、シムールでは族長が許せば、妻は三人まで持てる。その地位に差はない。等しく妻として扱われる。

　ミーネ姫とお前は仲がよい。今のままの関係を壊すのは晴凛殿とて本意ではあるまい。晴凛殿がシムールの祖そ霊れいに誓いを立て、シムールの族王がそれを許すだけで、今のままで、そっくりそのまま納まるのだ。

　あのエオル王が晴凛殿の誓いを受け入れぬわけがない。俺としては、ぜひともシムールの誓いを立てるように晴凛殿を説得して欲しい。そしてそれができるのは、お前しかおらんのだ……」

　シャールは黙だまってスンタタの言葉を聞いていたが、やがてゆっくり、と答えた。

「それは、私が言うべき言葉ではありません。晴凛様が考え、自分で答えを出すべきことと存じます。

　私がそれを要求するのも、ミーネ姫がそれを要求するのも、間違いだと思います。

　私もミーネ姫も、晴凛様を信じているのです。ですから、たとえ、晴凛様が帝国の法のもとで私、もしくはミーネ姫を妻として選び、選ばれなかった者が、ただの愛妾という扱いになっても、決して文句は言いません。私たちはそれを覚悟の上で、晴凛様の妻となることを選んだのです。

　それは……確かに、お兄様の言う通り、晴凛様が帝国民の身分を捨ててシムールとしての誓いを立て、三人一いつ緒しよに暮らすことができれば言うことはありません。

　でも、私は……いえ。ミーネ姫も、自分たちの幸せのために、生まれ育った国を捨ててくれ、などと言うべきではないと思うのです。

　私たちのために、晴凛様に犠牲を要求するのは間違っています。私とミーネ姫は、そんなことを望んではいないのです」

　スンタタはしばらく黙ったまま、シャールの顔を見つめていたが、やがて大きなため息と共に、肩を落した。

「そうか、そこまで言うのなら、もう、俺からは何も言うまい……お前たちの覚悟は、俺が横で口を挟はさむような……いや、挟めるようなものではなかった、ということなのだな」

　シャールはにっこり笑った。

「はい、三年前、族長様方の前で料理対決を行った後で、私はミーネ姫と誓ったのです。どっちが選ばれても、恨うらみっこなし、と……。

　それは、晴せい凛りん様を挟んで女二人ですから、面白いわけがありません。行き違いも意地の張り合いもありました。でも……何と言えばいいのでしょう。その意地の張り合いが、ちっとも嫌いやじゃなかったのです。

　陰湿さなんか、これっぽっちもなくて。実にこう、清すが々すがしい、ええ、本当にまるでいい空気を吸っているかのように、気分が明るくなるものでした。

　それは、まさしくミーネ姫であるがゆえの、明るさだったのだと思います。天真爛らん漫まんで、人を疑うことをせず、素直で、真心にあふれた……あんな女の子は見たことがありません。

　そして、私は気づいたのです。ミーネ姫も晴凛様も、鏡のような人だ、と……」

「鏡？　どういうことだ？」

「自分の行いが映って見えるんです。性悪な人には、きっとすごく性悪に見えます。腹の底に意地の悪い物を抱かかえていて、それを見せぬために表面を繕つくろっているように見えるでしょう。

　そして、正直な人は、きっと、すごく正直に素直に見えるでしょう。なぜ、そんなふうに見えるのか、答えは簡単です。ミーネ姫も晴凛様も、すごく素直です。人としてするべきことに為なすべきことに素直なんです。ミーネとして何をすべきかとか、晴凛として何をすべきかなんてことは考えません。あのお二方は、まず、自分は人として何をするべきかを考えて動くのです。

　人として、動く。口で言うのは簡単です。でも、それができる人がこの世に何人いるでしょう？

　私はミーネ姫と晴凛様の側そばにいて、それを知ることができただけで幸せです。それに比べれば、正妻の地位だの、身分だのは、もうどうでもいいことなのです……」

　スンタタは腕組みをしたまま、天を仰あおいだ。

「そうか……わかった、もう何も言うまい。もし、お前が正妻に選ばれなかったら、おそらく我がタッケイ族の中に、不平不満を申し立てる者も多いだろう。だが、そのような者にはきつく言い聞かせて、決してそのようなことを言わぬようにさせるとしよう……」

　シャールは困ったような顔で首を振った。

「いえ、そのようなことをされては、タッケイ族の中に不和の種を蒔まくようなことになりかねません。もし、私が正妻として選ばれぬことについて、タッケイ族の中で不平不満を口にするような者がいれば、こう言って下さい。

『実を言うと、シャールは寝言と歯ぎしりがひどく、一いつ緒しよに寝ていられないので、正妻にはなれなかったのだ』と」

　スンタタは目を丸くした。

「お前！　そんなこと！」

　──言えるわけがない、と言おうとしたスンタタの口を塞ふさぐようにひとさし指を立てて、シャールはにっこり笑った。

「いいのですよ、お兄様。このシャールに瑕か疵しがあったことにすれば、タッケイの皆も納得するでしょう。同じ氏族の中に不和の種を蒔まいてはなりません。このシャールの評判など、タッケイの団結の前には、毛織物の毛玉のようなものでございます」

　スンタタはがっくり、と頭を落とした。

「すまん……そしてありがとう……俺は今、生まれて初めて嫉しつ妬とした……お前を嫁にする晴せい凛りんに嫉妬した。お前のような女を妻にできる晴凛は、本当に幸せ者だ。俺はもう何も言わん。言えるのはただひと言、幸せになれ、という言葉だけだ……」

　シャールは静かに頭を下げた。

「ありがとうございます。今までのご恩は決して忘れません……」

「うむ。わざわざ呼び立てて悪かった……晴凛殿とミーネ姫によろしくお伝えしてくれ」

「はい、では、失礼します」

　シャールはそう言い残すと、すっと一挙動で立ち上がり、そのまま包建パイクーを出ていった。

　スンタタは腕を組んだまま、しばらく無言だった。




　スンタタがタッケイ族の包建の中でシャールと話をしていた、その頃。

　そこから少し離れたところにある、黄金に輝く包建の中では、エオル王が、側近を集めて報告を聞いていた。

「そうか、一昨日に長ちよう嶺れい帝が光こう来らい川を渡って、北域国に入ったか。運うん例れいに泊まって、明後日あさつてには延えん声せいに着く、というところかな……護衛の近この衛えの数はどうだ？　増減はあるか？　そうか、途中の宿場に一定数の兵士を置いてきているのだな……なるほど、帝国は手堅いな」

　練達の者らしい側近から、長嶺帝の動向について聞いたエオル王は、いくつか踏ふみ込んだ質問をした後で、今度は後ろのほうで片かた膝ひざを立てて頭を下げている若い側近に声をかけた。

「タッケイのシータ。お前には、延声の街の中を見てこい、と命じたな？　何を見てきた？」

「はい！」

　シータと呼ばれた側近は顔を上げた。少年のような顔つきの十五歳くらいの男の子だった。他の側近に比べると、明らかに四歳くらいは若い。

「はい、あまりに人が多く、何を見てよいかわからぬまま、人の波に押されて商店を見ておりました。そこで気づいたことがございます」

　エオル王は興味深そうに訊きいた。

「ほう？　何に気づいた？」

「なぜ、商人は帝国人ばかりなのでございましょう？　シムールの商人はほとんどおりません。いてもささやかな露ろ店てんを出しているだけで、大きな店を構えてはおりません。

　シムールは遊牧の民たみゆえに家は持たぬ、ということはわかりますが、ならば包建パイクーによる店を持てばよいだけのこと。シムールが店を持たぬ、商人がおらぬがゆえにシムールの富が皆、帝国に吸い寄せられてしまっているのではないか、と考えました」

　エオル王は嬉うれしそうにうなずいた。

「そうか、よくそれに気がついた。確かにシータの言う通り、我がシムールの弱点はそこだ。われらは武力を尊ぶあまり、商人を馬ば鹿かにして蔑さげすんできた。その結果、シムールの財布は、帝国の商人に握られてしまったのだ。帝国の商人の言い値で小麦を買い、言い値で毛皮を売る。それがシムールの実情だ。

　時代の変化の中で、我がシムールにも商売に長たけた者が必要になりつつあるのかもしれんな……他には何かないか？　面白い品でもいいし、面白い見世物でもよい。これは、と思うものがあったのなら、教えてくれんか？」

　シータは首をひねっていたが、やがて何かに気づいたのだろう。ぽん！　と手を打った。

「そういえば、市場の外れに、タッケイ風ラグマンなる　！」

「タッケイ風ラグマンだと？　それはどういうものだ？」

「はい、店の主人……これは聞いてびっくりしたのですが、給仕をしている若い娘、私と大して年齢も変わらぬ娘が店主だったのです。この者の言によりますと、なんでも北域国で作られた魚醬ガームをスープにして作られたラグマンで、麵めんの打ち方やスープの味付けは、シャール姫から聞いたとのこと。

　どうせ、ハッタリだろうと思い、違っていたら文句をつけてやろうと思って注文しましたところ、紛まごうことなき、我がタッケイのシャール姫が作られたラグマンに、引けを取らぬものが出てまいりまして……驚きました」

　興味深そうに聞いていたエオル王が尋たずねた。

「その店、名前は何と言う？」

「はい、確か……蒼あお橋はし屋とか」

　その答えを聞いたエオル王は、満足そうにうなずいた。

「ああ、それで疑問が解けた。その店は、北域で古くから商売をしている、蒼あお橋はし商会の出した店だ。北域王晴せい凛りんが、侘タ瑠ル徒トでおぬしらタッケイ族と一戦を交えたその頃から、晴凛たちと縁ゆかりのある老舗しにせだ。おそらくシャール直じき伝でんというのも噓うそではあるまい」

「蒼橋商会と言いますと……あれですか？　荷馬車に鍋なべ窯かまをぶらさげて、チャカポコカラカラ言わせながら、品物を売りに来る……」

「そうだ、どうやら食堂まで始めたようだな……商売熱心なことだ」

　エオル王はそう答えた後で、シータの表情に気がついた。

「どうした？　何かあるのか？」

　シータは慌あわてて首を振った。

「いえ、自分ごとでございます、申し訳ありません」

「自分ごととな？　構わん、言ってみよ」

「はい、では、失礼ながら申し上げます……私は商売に興味がございます。弓矢や剣けん槍そうも好きですが、それよりも、どうやって人をひきつけ、人が好むものを判別するのか、その商人の技に興味がございます。できることならば、帝国の商人に弟で子し入りできれば、などということを夢想しておりました」

　シータの答えを聞いて、エオル王は笑った。

「はっはっはっ、面白いやつだ。タッケイといえばシムールで一、二を争う武闘派。そのタッケイの族長スンタタの遠縁にあたるお前が、商人になりたいと申すか」

「はっ！　申し訳ありません！」

「いや、構わぬ。それが時代というものなのだろう。シムールも変わらねばならんということに改めて気づかされた。私からスンタタにはよく言っておこう」

　シータは頭を下げた。

「ありがたいお言葉……かたじけのうございます」

　頭を下げるシータを見て、エオル王は思った。

　──商人になりたい、という若者がシムールから出てくるとは……いや、考えてみればそれが当たり前なのかもしれん。

　シムールが更なる発展をするためには、富を外に出さぬことが大切だ。

　そう考えれば、シムールの中に商人を育てることは、必要なことなのかもしれんな。

　後で、光こう凛りんに話を通してみるとするか……。




　様々人々の、様々な思惑が流れる中。

　晴せい凛りんの婚礼は明後日あさつてに迫せまっていた。







　　　第六章「婚礼、そして初夜に……」







　ぱん！　ぱぱん！　ぱぱぱぱん！　ぱぱん！　ぱん！

　夜明けと共に、寝静まっている住民を叩たたき起こすかのような爆竹の破裂音が、延えん声せいの街の中に響きわたった。

「うひゃあ。すごい音ですね、こいつは……」

「こんな朝早くからこんな音立てて、苦情が来ませんか？」

　爆竹の音を聞いてびっくりしている使用人を見て、銀ぎん麗れいが言った。

「今日はめでたい北域王晴凛様の婚礼の日よ？　こんな日にいつまでも寝床に入っているような怠なまけ者に、苦情なんか言わせないわ！　帝国の南域では、こうやって音を立てて悪魔を追い払うのよ！　爆竹は立派な祝賀の行事なんだから！」

　やがて、銀麗の言葉を裏付けるように、延声の街のあちらこちらで、爆竹を鳴らす音が聞こえ始めた。

　その音を聞いた銀ぎん麗れいは、悔くやしそうに爪つめを嚙かんだ。

「あ！　くそ！　他でも鳴らしてるのね！　うちの真ま似ねしている店がいくつもできたというのは知ってたけど、爆竹まで真似するなんて……」

「どうします？」

「どうするもこうするもないわよ！　この北域で一番最初に爆竹を売ったのは、この蒼あお橋はし商会様なんだ！　老舗の意地を見せてやるわ！　景気よくいくわよ！」

「はい！」

　銀麗の店の使用人はそう答えると、店の軒先にぶら下げた爆竹の束に向かって、へっぴり腰で火を近づけた。




　蒼橋商会を筆頭に、延えん声せいの商店が競って鳴らす爆竹の賑にぎやかな音が、エオル王のいるエルソムの包建パイクーの中にも聞こえてくる。

「賑やかなことだな」

　そう言って微笑ほほえんだエオル王の手元にある杯さかずきに、香茶を注ぎながら妹のウィンが言った。

「あれが帝国のお祝いの行事なんですね……賑やかで楽しいですけど、最初はびっくりしましたわ……」

「シムールにも爆竹は伝わっているが、こういう行事では使わない……どちらかというと子供の玩具みたいなものだからな」

　エオル王はそう答えると、杯を口に運び、香茶を一口飲んでから妹に聞いた。

「ミーネとシャールは、族長の包建にいるのだな？」

「はい、昨晩のうちに入りました。日の出と同時に婚儀の儀式を始めているはずでございます……祖そ霊れいに礼を捧ささげ、供物を奉じ、その後に、幼少の頃から愛用の品をひとつ、族長に渡し、花嫁衣裳に着替えることになっております」

「そこまでは通常の婚礼と同じ、というわけだな」

「はい、その後は晴せい凛りん殿がおいでになり、十二氏族の族長の御前で、誰を妻とするかを宣言し、その妻を伴い、婚礼の儀へと進みます……」

　ウィンは、そこで言葉を切ると、心配そうにつぶやいた。

「選ばれなかった側の花嫁は、本当にお辛つらいでしょうね……それが帝国の法といえども、あまりにも慈じ悲ひがありません……」

　エオル王はうなずいた。

「ああ、そうだな……だが、情よりも法に力を置くことで、帝国は国の力を保ってきた。皇こう帝ていといえども法を曲げることはできぬ。法は絶対である。ゆえに民たみもまた法を守る。

　力があればどうにでもなる世界は、力のある者には素晴らしい世界だろう。だが、力のない者、名もなき多くの民たみにとって、それは地獄でしかない。法は弱き者、力なき者のためにあるのだ」

　そして、エオル王はにやっと笑った。

「ウィンの心配するようなことにはならん、と思うぞ……昨晩遅くまで、晴せい凛りんは長ちよう嶺れい帝の寝しん所じよにおいて、伏ふせ龍たつと三人で長い間話をしていたらしい」

「……どんなお話をしていたのでしょう？」

　エオル王は首を振った。

「いや、話の内容はわからん。だが、皇こう帝ていの寝所に赴おもむいたときと、そこから帰ってきたときでは、晴凛の顔つきがずいぶん違っていたそうだ。こう……どこか晴れ晴れとした、迷いの消えた顔をしていたらしい」

「まあ……それは、きっとよいことがあったのでございましょうね」

「晴凛の思いもよらなかった解決策を伏龍が示してみせたか、それとも長嶺帝が何かを確約したのか……いずれにしろ、すべては婚礼の儀の前に明らかになる」

　エオル王はそうつぶやくと、再び香茶をひと口すすった。




　婚礼の儀は巳み刻こくの初刻。今で言うところの午前九時頃から始まった。

　ラッパが鳴り響き、銅ど鑼らが打ち鳴らされる。すると、、氏族ごとに十二色に色分けされた鮮やかな民族衣装に身を包んだ十二氏族の族長が、エルソムの大包建タオパイクーの前に設営されている婚礼の儀式を行う会場に入ってきた。

　地面には厚手の赤い毛織物が敷き詰められており、中央に正方形の穴が開いていて、そこには草が生えている手付かずの大地が顔を覗のぞかせている。

　シムールの儀式は、天と地を作りしテンジンの名のもとに行われる。手つかずの大地がむき出しになっているのは、その上で神事を執り行うためである。

　十二氏族の族長は、エオル王の左手に一列に座った。

　再びラッパと今度は太たい鼓こが鳴り響き、右手から来らい賓ひんである長ちよう嶺れい帝と、随行員である帝国の重臣が二人、そして北域国代表として光こう凛りんが入ってきて、エオル王の右側に座った。

　次に、左右から花嫁衣裳に身を包みベールをかぶったミーネとシャールが、式典の会場に入ってきた。

　ミーネはシャン族の色である白い衣裳とベール。白地には青い糸で刺し繡しゆうの装飾が施ほどこされている。そしてシャールは、タッケイ族の色である赤い衣裳とベール。ベールには黄色い糸で鮮やかな刺繡が施されている。

　伏し目がちにしずしず、と歩く二人の表情からは、その心境を窺うかがい知ることはできない。晴せい凛りんがシムールの一員とならない限り、どちらかは妻とはなれず、場合によっては去らなければならないからだ。

「ミーネ姫の刺し繡しゆうはご自分で？」

「ええ、手ほどきを受けながら一生懸けん命めいやったそうですよ」

「あの山やま猫ねこがねえ……」

「それを言うならシャールもですわ、弓矢以外のものは持たん！　と言って針と糸なんか持ったことがない子でしたのに……」

「それだけ本気、ということなのでしょうね、二人とも」

　遠くの一般参列者の席に座った族長の妻たちが、ひそひそ声でそんな会話を交わしていると、ラッパの音が鳴り響いた。

「花はな婿むこの登場よ」

「晴凛様は、どんな色の服を着て来るのかしら？」

「やはり帝国風の服なのかしらね？」

　そんな会話をしているところに現れた晴凛は帝国の正装姿だった。

　空の色にも似た、すっきりした青い色で、ゆったりした水すい干かんのような意い匠しようの帝国の礼装。それを身にまとった晴凛は、おもむろに式場に入ってくると、ミーネとシャールの間に座る。そして、深々と正面にいるエオル王に頭を下げ、さらに身体からだの向きを変えて晴凛の左手にいる長ちよう嶺れい帝にも、同じように頭を下げた。

　長嶺帝への礼が終わり、自分に向き直った晴凛を見て、エオル王は言った。

「泉せん野や晴凛！　汝なんじの婚礼の前に為なすべきことがある！

　五年前、汝は我がシムールの都エルソムの族長会議の場で、シャン族の娘ミーネと、タッケイ族の娘シャールのいずれを妻として娶めとるや？　と問われしとき、三年の猶ゆう予よを願い出た。

　三年共に暮らし、その上で妻を選びたいと、汝は言った。覚えがあろう？」

　晴凛はエオル王を正面から見て答えた。

「はい、覚えがございます！」

「うむ、その意気やよし！　されど天下大乱の中で、三年の約定は果たせず、汝は北域の王として、帝国を救うために兵を起こし、帝都において長嶺帝の補佐をせざるをえぬこととなった。

　されど、戦いから三年の月日が経ち、もはや帝国に乱の兆きざしはなく、長嶺帝が歩むべき王おう道どう楽らく土どへの道は啓けい開かいされた。

　晴凛よ。今こそ汝の約定を果たすときなり！　今、シムール十二氏族の族長と、帝国皇こう帝ていの御ご前ぜんにて、汝なんじに問う！

　汝の妻は、いずれにありや！」

　列席者が固かた唾ずを吞のんで見つめる中で、晴せい凛りんは静かに、そして、はっきりと通る声で答えた。

「妻を選ぶその前に、エオル王にお願いしたきことがございます！

　私を、シムールの掟おきてに従い、シムールの祖そ霊れいを祀まつる者として、認めていただきたい！」

　列席者が一斉にざわついた。

　それは、晴凛が帝国民としてではなく、シムールの一員となることを選択した、という意味だ。

　エオル王は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そうか、汝は帝国を捨ててシムールの民たみとなることを選んだか……」

　だが、晴凛はその言葉に首を横に振った。

「いえ、そうではありません。私は帝国の民であるのと同時に、シムールの民になりたいのです！」

「なんだと？」

　エオル王は目を見開いた。

「そんなことができるはずがあるまい！　民が属するはたったひとつ！　我が祖霊を祀り、テンジンの名において誓いを立てるシムールか。皇こう帝ていの名のもとにすべてを治める帝国か、そのいずれかと決まっているのだ！」

「それは誰が決めたのでございましょう？　寿じゆ命みよう、天命は人が決めたものではございませぬゆえ、人の自由にはなりません。されど、それ以外のしきたりは、これすべて人が決め、人が定めしもの。なれば、人がそれを変えることも可能でございましょう？」

　エオル王は難しい表情になって答える。

「いずれの国に属するかは、定めねばならぬ！　属する国はひとつだ！　国と国にいさかいが生じ、戦端を開くとき、旗色を示すは当然のこと！　二本の旗を掲げて戦いに望むとでも言うのか！」

　晴凛は胸を張って答えた。

「いかにも！　この晴凛！　北域王として、もし、万が一にもシムールと帝国の間に争いが起こり、戦端を開かんとすれば、シムール、帝国、両方の旗を立て、その間に陣を張りましょう！　我が北域国の敵は、シムールに非あらず！　そして帝国に非ず！　その間に生じるいさかいこそが我が北域国の敵！

　我が北域国は、シムールにして帝国、帝国の臣しん民みんにして、シムールの民なり！　二本の旗こそが、我が北域の旗でございます！」

　エオル王は眉まゆをひそめ、晴せい凛りんを見つめる。静かな、痛いほど張りつめた空気に、皆、口を開くことができず、なりゆきを見守るのみだ。どのぐらい時間がたっただろう。とても長く感じられたが、本当はほんの短い間だったかもしれない。エオル王は表情を緩めると、ふっと笑った。

「……おのれ……伏ふせ龍たつめ。最後の最後にわしの罠わなに穴を開けおったか……」

　小声でそうつぶやいたエオル王は、右側に座っている長ちよう嶺れい帝に向かって帝国語で言った。

「皇こう帝てい陛へい下か！　いかがいたしましょう？」

　こういった半ば公式の場で、いきなり帝国皇帝に呼びかけるとは誰も思っていなかったのだろう。帝国側の出席者も、族長たちも、全員が息を吞のんだ。

　エオル王の行為は、無礼者！　と叫さけんで席を立ってもおかしくないものだった。

　だが、長嶺帝は笑った。

　そして、笑いながら、片言のシムール語で答えた。

「困りマした……これは前例が、なイ」

　婚礼に出席していた全員が驚いた。

　エオル王が帝国語を話し、帝国皇帝がシムール語を話したのだ。

　そして、出席者は理解した。

　──これは晴凛の婚礼ではない。帝国とシムールの和解の儀式なのだ、と。

　エオル王は笑いながら答えた。

「晴凛はこう言っております。前例がなければ、作ってしまえばいいのだ。それは人が定めてよい領分だ、と……いかがいたしますか？」

　長嶺帝はシムール語で答えた。

「わかりマした、私は認めマす」

「皇帝陛下が認めるとおっしゃるなら、私が反対する理由はありませんな。わかりました。掟おきては人が定めるもの。ならば、私どもで新しい掟を定めましょう。

　私も、晴凛がシムールの旗を掲げることを認めます！」

　晴凛はエオル王と長嶺帝に頭を下げた。

「ありがとうございます！」

　そして、席を立ち、中央の大地がむき出しになっているところまで進み出ると、そこに両りよう膝ひざをついた。

　懐ふところから懐かい剣けんを取り出すと鞘さやから抜き、刀身を左手の手のひらに当てて、引いた。

　晴凛はたらたら、と垂れる鮮血を大地に垂らし。次にその血がついた左手を高く天にかざして叫さけんだ。

「我はここにあり！　我は天と地の間にあり！　我は天の子にして地の子なり！　我はこの地に生きる者なり！　我が命尽つきしとき、我が魂はテンジンに、我が身体からだは大地に捧ささげるものなり！

　ラ・グゥィ・テンジン！」

　そして、晴せい凛りんは懐から白い布を取り出して、左手に巻きつけて血を止めると、ミーネとシャールの間に立って堂々と胸を張って言った。

「私は、今、シムールとなった。私はシムールの掟おきてに従い、シムールとして生きる！

　シムールの掟に従い、テンジンに誓約する！　私は、シャン・クム・ミーネと、タッケイ・ラム・シャールの二人を同時に娶めとり、我が妻とする！

　私は、天地を統すべるテンジンの名において、この二人を終生愛し、子をなし、よってシムールの名を未来永えい劫ごうに引き継ぐものなり！」

　ただ息をつめて事のなりゆきを見守っていたミーネとシャールだったが、その言葉の瞬しゆん間かん、大きく目を見開く。そして、互いの顔を見合わすと、心からの満面の笑えみとなった。

　エオル王はその様子を満足そうに眺ながめていたが、両手を広げて宣言する。

「永遠なるシムールの名において、その末まつ裔えいたるエオルの名において、汝なんじらの婚姻を認める！」

　そして、エオル王は、空を見上げて叫さけんだ。

「ラ・グゥィ・テンジン！」

　その場にいた族長と、そしてシムール側の参列者全員が空を見上げて唱和した。

「ラ・グゥィ・テンジン！」

　その言葉が終わった瞬間、わあああっ！　という歓声が響き渡った。

　式場に輿こしが運び込まれ、晴凛とミーネ、そしてシャールが乗せられた。

「よおし！　列を作れ！　帝国儀ぎ杖じよう兵の見せ所だ！　行くぞ！　旗を掲げろ！　帝国とシムールの旗だ！」

　そう叫んだのは、帝国軍の近この衛え連隊の儀杖兵となった龍りゆう飛ひだった。

　征せい古こ原げんの戦いで、傷を受けても龍旗を掲げ通したその功績が認められ、正式な儀杖兵として近衛連隊に配属になったのだ。

「行進、はじめぇえええっ！」

　龍飛の号令と共に、軍楽隊が太たい鼓こを叩たたき、楽隊が勇壮な音楽を奏かなで始めた。

　二本の旗と軍楽隊、そして花を投げるシムールの女性、晴凛を挟はさんで左右にミーネとシャールの乗った輿。その後に、十二氏族の族長という順番で、行列が進み始めた。

　行列はエルソムの中央にある大包建タオパイクーを出ると、延えん声せいの南門から中央通りへと入っていく。

　両側は婚礼の行列をひと目見ようとする人々であふれていた。

　わあわあ、という大歓声の中を、晴せい凛りんたちの婚礼の行列はゆっくり、と北域王の居城に向かって進んでいった。




　日が沈み始めた頃。

　延えん声せいでは北域王の婚礼の宴えん会かいが繰り広げられていた……というよりも、街全体が巨大な宴会場と化していた。

　道行く人に酒や飲み物が振る舞われ、料理も自由に食べることができるのだ。当然無料である。となれば、人が殺到するのは当然のことである。

　料理を提供するのは、延声の街の中にある食堂や旅館だった。北域国から事前に費用を渡されており、無料で食事を提供しても店は損をしない。

　だが、延声にあるすべての食堂と旅館は、渡された費用の数倍の量と質の食事を提供した。

　それは、この延声で商売をしている商人たちの心意気だった。




　人々のざわめきが聞こえてくる北域王の屋敷の奥座敷では、エオル王、長ちよう嶺れい帝、伏ふせ龍たつの三人が顔を合わせていた。

「いやはや、このエオル、見事に伏龍にしてやられたな……まさか、あの手でくるとは思わなかった……」

　長嶺帝は笑った。

「あと少しで、晴凛をシムールに取られるところでした……半分ずつで我が慢まんしましょう」

「今度は、私らがミーネとシャールの気分を味わう番ですな……」

「はい」

　そう言ってにこにこ笑う長嶺帝を見て、エオル王がしみじみ言った。

「帝国には学問があり、合理を論じる気風が興おこっているが、シムールはいまだに因習と慣習で動いています。

　帝国側からシムールに歩み寄ってもらわねばならぬことが、これからも多いと思う」

「晴凛がシムールの一族になったように、ですね」

「ええ、そういうことです。シムールの十二氏族に、新たな氏族が加わることになる。晴凛は新氏族として迎えられるのだ。

　しきたりも慣習も、晴凛が作ればよい。過去の因習とは無縁の新しいシムールの伝統を作ってもらいたいものです」

　長嶺帝は小さくため息をついた。

「因習と慣習にとらわれているのは、帝国も同じです……どうすればよいのでしょうか……」

　二人の会話を聞いていた伏ふせ龍たつが手を上げた。

「差し出がましいようですが、ひとつよろしいでしょうか？」

　エオル王と長ちよう嶺れい帝は、目を見開いた。

「おお、伏龍には策があるか！」

「ご教示願いたい」

　伏龍はゆっくり、と言った。

「人間ってのは、自分に都合の悪いことは聞こえないものです。どんなに言って聞かせても、耳を塞ふさぐようになってしまう。

　そうなったら、もうどうしようもありません。そうなる前に、目に見せて、肌で覚えさせるしかありません。

　固まった鉄を叩たたいて形を変えるよりは、熱く焼けた鉄を叩いて形を変えたほうが楽です」

「それはつまり、年寄りを変えようと思っても無む駄だ、ということか？」

　エオル王は思い当たるのだろう、顔をしかめた。

「確かに……長老は頑固だな」

「そうです。真実を教えるならば、経験の浅い、若い官かん吏りたちでございましょう……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、長嶺帝に向き直った。

「過去にこの地に興おこったすべての国家は、シムールとの戦乱によって、国の富、つまりは物的資産と人的資源の双方を磨すりつぶし、国が疲ひ弊へいしたことによって滅亡の憂うき目に遭いました。

　帝国の将来は、シムールとどれだけ平穏な、隷れい属ぞくでもなく敵対でもない友好関係を続けることができるか、それにかかっております」

　そして、今度はエオル王のほうを向いた。

「帝国が弱体化しているときならいざ知らず、今の帝国に戦いを挑いどんでも、何ひとつ得ることがないのはシムールも同じ。シムールは遊牧の民たみなれど、その生活の一端を帝国の経済に依存しております。帝国に喧けん嘩かを売れば自分の首が絞しまることになります」

　エオル王はうなずいた。

「その通りだ。シムールの長老たちもそのことには薄々感づいているはずだ。だが、誰もが強いシムールの幻想を抱いだいている。現実を見るよりもはるかに楽だからな……」

　伏龍は二人の顔を見回すと、真剣な表情で続けた。

「敵でもない味方でもない。帝国とシムールはそういう関係であり続けるべきです。そして、その絶ぜつ妙みような距離感を覚えさせるために、帝国とシムールで将来を担になう若き官吏を選抜し、年季を決めて北域国に送り込むといいでしょう。シムールとは、帝国とは、どういう民族で、どんな考えを持ち、どう付き合えばよいか、それを自分の目で見て考えさせるのです。今、目の前にいる年寄りを何とかするよりも、そちらのほうが建設的であると愚考いたします」

　エオル王は考え込んだ。

「うむ、帝国に送り込むわけにはいかんが、北域国なら何とかなるな……」

　長ちよう嶺れい帝も深々とうなずいた。

「ええ、北域国なら出向させることができます。若い官かん吏りを出向させて、見聞を広め、戻ってきたら昇任させて重用する、という規則を作ればよいのです」

「おお、それは名案だ！　左さ遷せんではなく、栄転の道筋を作るのだな」

「はい、ちゃんと将来への希望を与えてやれば、きっと努力すると思うのです」

　そう答えた長嶺帝を見てエオル王は嬉うれしそうに笑った。

「いやはや、長嶺帝も大人になったな……どうです？　そろそろ嫁さんでも貰もらったら。シムールにはいい娘がたくさんおりますよ？」

「あ、いえ……私には、妻に決めた人が、もうおりますので……」

　長嶺帝はそう言って、照れたように笑った。

「ほう、これは隅に置けませんな。帝国の皇こう帝ていは後宮に数え切れぬほどの妻を囲うという。やはり大人になられたのかな」

「あ、いえ、そのようなものではありません。苦楽を共にした糟そう糠こうの妻とでも言いましょうか……」

　悪戯いたずらっぽく尋たずねるエオル王に、長嶺帝は宿舎で待つ人のことを思いながら答えるのだった。




　婚礼の夜が更けていく中。ミーネとシャールが暮らしていた別宅の一棟の奥の部屋に、晴せい凛りんがひとりで座っていた。

　晴凛の前には花はな婿むこの臥ふし所どが用意され、その前に二本の細い帯がさがっている。

　一本はミーネの部屋の鈴に、もう一本はシャールの部屋の鈴に繫つながっている。

　それを引くと、花嫁がやってきて、花婿と初夜を共にするのだ。

　晴凛は悩んでいた。

　腕組みをして三十分ほど動かなかったが、やがて意を決するようにうなずくと、手を伸ばし、右の帯を引いた。

　帯はその先にある鈴を鳴らした。

　ちりりりん！

　ミーネは、はっと顔を上げた。

　──呼ばれた！

　鈴の音は一回だけ、この鈴の前には鳴っていない。

　つまり、晴せい凛りんはわしを先に選んでくれたのじゃ！　わしが一番目の妻じゃ！

　ミーネはにっこり笑った。

　シムールは一夫多妻を認めている。妻の権利は平等である。しかし、そう言われていても、やはりそこに序列は存在する……特に、妻の間では、それは避けて通れないことでもあった。

　ミーネはいそいそ、と立ち上がると、控えていたミリンに訊きいた。

「どうじゃ。わしの格かつ好こうは色っぽいか？」

　薄手の寝巻きで、両手を広げたミーネを見て、ミリンはため息をついた。

「色気の欠片かけらもありませんね。でも、まあ、妻として晴凛殿のお相手ぐらいは務まるでしょう。頑張って行ってきなさい。痛いだの、なんだの泣きわめいてはいけませんよ？　男の人は意外と繊細です。特に晴凛殿はあのように軟弱、いえ、優しい性格ですから、あなたが痛がって泣くと、役に立たなくなるかもしれません。子供を残せないのは王として失格です。そうならないように、我が慢まんしなさい」

　ミーネは、ごくん、と生なま唾つばを飲み込んだ後で訊きいた。

「ミリンも……痛かったのか？」

　ミリンは顔を真っ赤にした。つい先日、光こう凛りんの意を決した、まさに決死の覚悟の告白により、二人はめでたく祝しゆう言げんを挙げることになった。

　まずミーネたちの婚礼が優先されること、光凛は帝都へまもなく出立しなければならないこと。両方の理由から、シャン族の族長イシルの許しもあり、光凛とミリンは実質、夫婦生活を始めている。

「私のことはどうでもいいでしょう！　早く行きなさい！　ぐずぐずしていると、シャール姫を呼ばれてしまいますよ？」

「おお、それはいかん！　では、行ってくる！」

　ミーネはそう答えると、薄手の寝巻きをひらひらさせて廊下を走り出した。

「走るな！　この馬ば鹿か猫ねこが！」

「おお、しまった。いかんいかん、おしとやかにせねば……」

　ミーネは立ち止まると、ゆっくり歩き始めた。

　そして、廊下を曲がったところで……。

「あれ？」

「あら？」

　ミーネとシャールはばったりと鉢はち合あわせをした。

「何で、お前がいるのじゃ！」

「何で、あなたがいるのですか？」

「何でって……鈴を鳴らされたからに決まっておるじゃろうが！」

「何でって……鈴を鳴らされたからに決まっています」

　二人は顔を見合わせた後で、目を見開いた。

「それって……」

「つまり……」

　正座している晴せい凛りんのところに、ずんずん、という足音が近づいてきた。

　それは、どう聞いても初夜の床に向かう花嫁の足音ではなかった。

　──どうしたんだ？

　晴凛が顔を上げたとき、ばん！　と音を立てて引き戸が開いた。

　そこには、怒いかりに燃えたミーネとシャールが立っていた。

「これはどういうことですか！」

「お前は、神聖な初夜を何だと思っておる！」

「あ、いや、そう言われても、僕には何がなんだか……」

「ふざけるな！」

「二人同時に鈴を鳴らすなんて、なんて非常識な！」

「え？　ええええ！」

　その頃、シャールの控え室では、メンミがにやっと笑っていた。

　──ミーネ姫の部屋に繫つながる帯を引くとお姉さまの鈴も鳴るようにしておきましたの……お姉さまを差し置いて、ミーネ姫だけだなんて、許しませんことよ。

　呆ぼう然ぜんとする晴凛を見て、ミーネはため息をついた。

「なんとまあ、初夜からこれか……先が思いやられるのう……ああ、もう、よいではないか。シャール、一いつ緒しよに寝よう」

「え？」

　目を丸くするシャールを見て、ミーネは笑った。

「わしらはいつでも一緒と誓ったではないか。初夜も一緒じゃ。わしはもう気にしないことにした。いつでもどんなときでも、わしと晴凛は夫婦じゃ。そして、シャールと晴凛も夫婦じゃ。そうであろう？」

「それは……そうですけど」

「なら、それでいいではないか！」

　そう言うなり、ミーネは夜着を脱ぎ捨てて、全裸になると晴凛の座っている寝台の中に飛び込んだ。

「さあ、入れ！　シャール！　一緒に晴凛を、我がものとしようぞ！」

　ミーネの言葉を聞いたシャールは、小さくため息をついた後で、悪戯いたずらっぽく笑った。

「そうですね。しきたりとか、慣わしとか、全部、私たちが新しく作っていけばいいんですよね！　晴せい凛りん様、失礼しまーす！」

　シャールはそう言うと、寝巻きをするっと脱いで、晴凛の隣へと滑すべり込んだ。

　ミーネは、にやっと笑って言った。

「よいか、晴凛！　寝床の中では、わしらがご主人様じゃ！　言うことを聞け！」

　晴凛は大きくため息をついて微笑ほほえんだ。

「ええ、最初から……そう、初めて出会ったときから、それはわかっていました……」




　夜通し騒さわぐつもりなのだろう。延えん声せいの街の人々の声は、やむときを知らなかった。

　エオル王と長ちよう嶺れい帝が寝しん所じよに戻った後、邸宅の縁側に座り柱に身体からだを持たれかけさせて、伏ふせ龍たつは手て酌じやくで酒を飲んでいた。すると、背後に誰かが立った。

「……サラは寝たのか？」

「ええ、よく寝ています……」

　アイリーンはそう答えると、伏龍の隣に座って酒の入っている徳とつく利りを手に取り、杯さかずきに酒を注ぎながら言った。

「よくお飲みになりますね、今日は……」

「ああ、今日は月がきれいだ。そして、友が妻を娶めとった嬉うれしい日だ。それに、横に恋女房がいて、俺に酒を注いでくれる……これで酒が美う味まくないわけがないだろう？」

　アイリーンはふふっと笑った。

「恋女房って呼んでくれてありがとう……もうすぐおばちゃんだけどね」

「何言いやがる。お前がおばちゃんなら、俺はオッサンだ。一いつ緒しよに年取っていくことに、何の不満もありゃしねえよ」

「ふふふ、そうね……」

　アイリーンはそう答えると、伏龍の隣に身を寄せて、その横に自分の顔を持っていくと一緒に夜空に浮かぶ月を見上げた。

「何だよ、急に……」

「ん？　何を見ているのかなあって……」

「月だよ。すげえ満月だ。真っ白に輝いてやがる。あの月を見ながら、晴凛と初めて会った侘タ瑠ル徒トのこととか、お前と一緒に暮らした帝都の裏長屋とか、色々思い出していたのさ」

「色々あったよねえ……」

「ああ、色々あった……」

　伏ふせ龍たつとアイリーンは寄り添ったまま、満月を見上げていた。

　その月を見上げて、伏龍は思った。

　──あの月を見ていると、白くまん丸な沢さわ樹ぎの顔を思い出す。

　俺の好敵手と呼べるのは、結局あいつしかいなかった……。

　もし、生きていたら、あいつは今頃、この空の下で何をやっているだろう？

　でも、それはもう、俺とは関係のないことなのかもしれないな……。

　伏龍は何かを思い切るように、杯さかずきの中の酒を飲み干した。




　滅亡の危機に陥おちいった延えん喜ぎ帝国はこの後、四代目皇こう帝ていである長ちよう嶺れい帝のもとに復活を遂げる。過去のいかなる帝国にも成し遂げられなかった、西方の諸国と南方の亜熱帯の諸国との交易路を開き、大陸のほぼ半分をその属州とするまでに隆盛を極めることとなった。

　それはシムールと友ゆう誼ぎを結ぶことができたからである。

　二つの異なる文化と言語を持ったシムールと帝国の友誼が長く続いた理由は、北域国という存在が鍵かぎを握っていたと言っても過言ではない。

　延喜帝国は、その後百五十年、八代皇帝まで続き、西域に勃ぼつ興こうした強大な国家と十数年にわたる戦いの末に、衰退し、小国に分裂した。

　北域国は帝国と運命を共にしたが、その子孫は東域の島々に逃れ、そこを拠点にした海洋国家を作り上げ、近代に至るまで続いた。

　だが、それはまた別の物語である。







[image: 第二話　野良猫姫の国盗り]







　　　第一章「故郷の島」







　ぎぃぃ。ぎぃぃぃぃ。木材が軋きしむ音が聞こえる。

　ばたばた。ぱたぱたぱた。裸の足が甲かん板ぱんを踏ふむ音が聞こえる。

　薄うす闇やみの中でまどろんでいた少女は、それらの音を聞くでもなしに聞いていた。

　ここは外洋を進む帆はん船せんの中だ。木が軋む音も、男たちの足音も、耳に慣れたものである。

　こんこん。船室を仕切る壁を拳こぶしが叩たたく音。

「ご主人様、島が見えてきました」

「むにょ？」

『ご主人様』と呼ばれた少女は、狭い寝台の上で身を起こした。狭くはあるが、この船の中で個室を持つのは、船長をのぞけばこの少女ただひとりである。

「ん、んん～～」

　ぐーっと、伸びをする。かぶっていた寝具がズレて床に落ち、陽ひに焼けた健康的な肌が露ろ出しゆつする。丸みを帯びた曲線で構成された四し肢しは、かつての貧相な棒のような手足とはずいぶんと違い、女らしさを感じさせる。
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「……む」

　ちらり、と少女は部屋に入ってきた男に視線を向ける。

　まだ若い男だった。一見して目立つのは、右の額ひたいから右目にかけて走る大きな傷跡だ。男の右目は白く、この傷が彼の視力を奪うばったことがわかる。

　左目は健在だが、その左目は少女の露出された肌ではなく、床に散らばる紙を見ていた。

「ご主人様、船の上では紙に限りがあります。もう少し大事にお使いいただかないと」

　男はしゃがみ込み、紙を集める。

「むむー」

　少女は行儀悪く寝台から足を伸ばし、男が取ろうとしていた紙を一枚、足の指で器用につまんで、ひょいと持ち上げた。紙を追って顔を上げた男と、寝台から見下ろす少女の視線が交差する。

「サーギは、最近ちょーっと生意気ですよ」

「申し訳ございません、ご主人様」

　サーギと呼ばれた男は慇いん懃ぎんに頭を下げる。そのため『ご主人様』と呼ばれた少女が、少しばかり後ろめたそうな表情をしたことには、気づかなかった。

「しかも、最近は駄だ肉にくのダの字もない身体からだになっちゃって」

　挟んでいた紙を離すと、足の親指で男の脇わき腹ばらのあたりをつつく。男がくすぐったそうに身をよじらせる。

「そればかりは、何とも。というか、本当に私はそんなにコロコロ太っていたのですか？」

「コロコロではなく、ブニブニだったですよ。こう、触さわった感じが、こう。タムタムそっくりだったです」

　少女は手をわきわきさせる。

「はぁ、すみません」

　本当に申し訳なさそうに男に言われ、少女は慌あわてて手を振った。

「ひどい怪け我がでしたから、しょうがないです。最近、頭の傷はどうですか？」

「この前の嵐のときに、こめかみのあたりがしくしくと痛みましたが、さほどでもありません」

「……記憶のほうは？」

「そちらは、さっぱりですね」

「そう、ですか。仕方ないですね。ひどい傷だったですよ」

　下げたままの男の頭に手を伸ばし、少女はそっと触さわった。傷が塞ふさがって五年経った今も、撫なでただけで、頭がでこぼこしているのがわかる。

「あのときはもう、ダメかと思ったです。ひどい熱が出て、立つことも、喋しやべることもできなくて……そうそう、ご飯も食べられなかったですよ。みるみる瘦やせていったです」

「記憶はございませんが、この命は、ご主人様に救っていただいた命です。そのことを忘れたことは一日もありません」

　五年前のあの逃走劇と大おお怪け我がの後、ようやく言葉を発することができるまで回復したときには、男から記憶が失われていた。

　開口一番、男から「あなたは誰だ？」と問われ、少女はひどく不満を抱いだいたことを覚えている。これだけ苦労して、看病もして、何もかも忘れてしまうとは、どういう了見だと。

　だから、少女は言ってやったのだ。

「私が、あなたのご主人様ですよ」

　呆あきれたことに、記憶を失う前は猜さい疑ぎ心の塊のようだった男は、素直にうなずいた。

「ありがとうございます、ご主人様。このご恩は一生忘れません。必ずやお返しいたします」

　それから、男は残った左目で少女を見た。

　ひょっとしたら、と今でも時々少女は思う。

　男が、本当の意味で少女を『見た』のはこのときが最初だったのではないかと。

「ご主人様、名前を教えて下さいませ」

　少女は答えた。

「ムルト、ですよ。ムルト・リス・ラージャーナです」

　故郷を追われ、奴ぬ婢ひとして売られてからは口にしたことのない、正式な名乗り。

　まだ野の良ら猫ねこのようだった少女は、このときから、男のご主人様となったのである。




　ムルトが甲かん板ぱんに出ると、浅黒い肌に白い髭ひげ、白い髪の船長が皺しわだらけの顔に、さらに深い皺を刻んで微笑ほほえんだ。

「おお、ムルト姫様」

「パイ船長、島が見えたと聞きましたですよ」

「はい。先ほど見張りが見つけました。そろそろ見えてくるはずです」

　老船長が帆柱の上にいる見張りを指で示した。ムルトが顔を上げて手を振ると、船長と同じ浅黒い肌の水夫が、白い歯を見せて笑った。

「十年ぶりですね」

「はい。我らが国を失ってから十年。長い、長い日々でございました」

　ムルトが言うと、老船長は感慨深げにうなずいた。

「あ、あれです！　あれですよ！　見えてきたです！」

　甲かん板ぱんの上で、ムルトが伸び上がるようにして叫さけぶ。他の水夫と比べても、ムルトの目はよいほうだ。やがて、老船長の目にも、水平線に滲にじむようにして島影が見えてきた。甲板の上で、水夫たちが互いに笑え顔がおを交わす。彼らにとっても、ここは故郷なのだ。

「あれがご主人様の故郷ですか。延えん喜ぎ帝国では獅し子し国として知られる国ですね。西方ではシーシ国とも呼ぶと」

　ふたりの後ろからサーギが声をかける。

　ムルトや老船長、水夫たちに混じると、サーギだけが浮いて見える。陽ひに焼けた肌も、サーギだけは白さを残しているし、目鼻立ちも違う。

「相変わらず物知りじゃの、サーギ。それも本で読んだ知識か」

「はい。どういうわけか、読んだ本のことだけは、すぐに思い出せます。今のは、八十年前の陶とう和わ提督が残した大航海の記録です」

「トウワ？　おお、トーワ大提督か！　トーワ大提督の遺した石せき碑ひならば、島にもあるぞ。そうか、延喜帝国から来られたトーワ大提督の記録なら、帝国にあっておかしくはないな」

　老船長は、しげしげとサーギを見た。

　ムルトを除けば、サーギを一番古くから知るのが、この老船長である。しかし、老船長が知るのは、五年前のまだ傷が癒いえぬ状態の、つまりは今と同じく過去の記憶がないサーギでしかない。それ以前にこの男がどのような経歴を持ち、老船長の大事な姫様とどういう関係にあったかは不明だった。

　──五年前に起きた帝国の内乱、それも負けた側の人間なのは間違いないだろうが。

　記憶がなくとも、手を握れば、その人間の生活や仕事がわかる。五年前に老船長が会ったときのサーギの手は、白く柔らかかった。剣を持つ兵士の手でも、鋤すきを持つ農民の手でも、槌つちを握る職人の手でもない。筆を握る文官か算そろ盤ばんを弾はじく商人の手だった。

　老船長は、承しよう安あんで何人かのツテを頼り、内乱に関わった人間のその後について調べた。内乱の首しゆ謀ぼう者しやは、ほとんどが罪を減じられ命を救われた。処刑を免れないと見て逃亡した者もいるが、その多くは内乱の前から手配されていた凶悪な盗賊で、サーギのような文官では、数えるほどしかいない。

　そして、数えるほどしかいないがゆえに老船長にも目星がついた。

　──仮面の軍師、崇すう鳳ほう。

　老船長の推測しているサーギの正体が、それだった。証拠はない。そもそも本人の記憶もないし、ムルトはこの件に関してはひどく口が重かった。

　──崇すう鳳ほうは卓たく越えつした知略をもって承しよう安あん軍を指揮し、帝都のすぐ近くまで帝国軍を追いつめた。だが、同時に味方を囮おとりに使ったり、見殺しにするような非道な策を立てたとも聞く。

　錯さく綜そうし矛盾する崇鳳についての噂うわさも、外国人の老船長には確かめようがなかった。

　また、その必要もなかった。

「ところでサーギよ、積み荷に帝国の皿や茶ちや碗わんを仕入れておったようじゃが、それも書物にあったことか？」

「はい。陶磁器のよいものがありましたので」

　今のサーギはムルトが主あるじとなっている獅し子し国の商船団の大番頭だ。

「それは異なことよな。わしらの国で帝国の皿や茶碗が売れるとは聞いたこともない」

「獅子国で売るものではありません」

「どういうことじゃ？」

「獅子国に来る、西方の商人に売ります。ちょうど今は南洋を西風が吹く時期。獅子国の港には、西方から絨じゆう毯たんやガラスを積んだ交易船が到着していることでしょう。西方商人の一部は、ここからさらにはるばる承安まで出向いて、陶磁器を買っております。どうやら西方では帝国の陶磁器が高く売れるようです」

「なんと。それは知らなんだ」

「獅子国で西方商人に香辛料を売りつける者は大勢いるでしょうが、帝国の陶磁器を売る者はおりますまい。競争をせずに売ることができるというものです」

「ほう、ほう。相変わらず、聡さといのおぬしは」

「ですが、西方でどんな陶磁器に需要があるかまでは調べることができませんでした。種類によっては利益が出ないかもしれません。それゆえ種類は多く、ひとつひとつは少なめに仕入れてあります」

　サーギの持つ豊富な知識と高い計算力、抜群の記憶力は交易で大きな力となった。商売の駆かけ引きにおいても、サーギの頭脳は生き馬の目を抜く商人の、その一歩先を見抜いていた。

　五年前まで、老朽化した小型帆はん船せん一隻せきで細々と南の島々を巡る商売をしていた老船長と獅し子し国の生き残りは、ムルトとサーギが加わったことで、今や帝国でも名の知れる商船団を経営するほどになっていた。

　ほとんどの時間を狭い船の上で五年も一いつ緒しよに暮らせば、相手の人と為なりはわかる。

　──確かに、冷酷な男ではある。

　サーギは以前、支払いを半分だけして商品を持ち逃げした西方の交易商人を罠わなにはめて海賊に襲わせ、その後で海賊と取り引きをして海賊が奪うばった商品を安く買い戻したことがある。相手側に非があったとはいえ、躊躇ためらいのない報復には、老船長もぞっとしたものだった。海賊に殺された中には、荷物運びで雇われただけの子供もいたのだ。

　──けれども、ムルト姫様への忠誠に偽りはない。

　ムルトがそのことを知ったときの怒いかりようと、サーギのうろたえぶりを、老船長は微笑ほほえましく思い出す。涙をぼろぼろ流しながら、ムルトはサーギを叱しかった。サーギは這はいつくばって許しを請こい、しばらくは食事も喉のどを通らぬほど消しよう沈ちんしていた。

　では、サーギが心を入れ替えたかというと、そんなことはない。サーギは今でも、商売で敵対した相手に罠わなを仕掛け、破滅へと導いている。そのことを、ムルトに気づかれないように、巧こう妙みようにしているだけだ。

　──サーギが反省したのは、非道を為なしたことではない。姫様を怒らせたことに対してだけじゃ。こやつは、たとえ姫様に叱られても、姫様の敵に容よう赦しやはせん。だからこそ、連れていく価値がある。

　老船長は、次第に輪りん郭かくをはっきりさせていく島影に目をこらした。懐かしさのあまり、涙が浮かぶ。十年前、老船長は海賊との戦いのさなか、都が落ち、王が殺されたことを知った。何とか部下と一族の者だけを集めて島を逃げ出したが、そのときにはまさか戻るまで十年もかかるとは思ってもみなかった。

　──船乗りから聞くかぎり、今の獅し子し国では海賊がやりたい放題で民たみは難儀しておる。やつらを追い払い、獅子国を取り戻すには、旗印としてのムルト姫様と、サーギの知恵が必要じゃ。

「あそこ！　あそこに見える岬みさきの上！　あの椰や子しの木がムルトのお気に入りだったですよ！　あそこからは、あの岬をぐーっと回った先にあるのが、コロリン港で、そこに入る船の白い帆が岬の上から一番に見えたですよ。もう、サーギ、聞いてるですか！」

「聞いておりますとも姫様。確かに、あの椰子の木のある岬は見張り番を置くのに最適です」

「そういうことを言ってるのではないです！」

　老船長の耳に、水夫に混じってはしゃぐムルトと、冷静に地形や海の様子を観察しているサーギの声が聞こえてきた。




　見張りがいたのだろう。ムルトたちの船はコロリン港の入り口で停船させられた。小舟が横付けし、陰気な顔の男が三人の部下を連れて甲かん板ぱんに上がった。こういうときの常として、ムルトは船室に引っ込む。年頃の女がいるだけで、トラブルが起きることもあるからだ。

「私は、港の代官だ。割符を見せろ」

「これじゃ」

　老船長は、サーギがとある西方商人から手に入れた木札をくり抜いた割符を出した。代官が手を伸ばして割符を受け取る。その右腕に、入れ墨ずみが彫ってあった。

「ふん、赤あか牛うしのか……まあいい」

　代官は懐ふところから四枚の割符を出した。赤い色をつけた割符と、船長が差し出した割符を合わせる。ぱちん、と割符がはまる。代官はくるり、と一枚になった板をひっくり返した。大昔の漢字に似た模様ができ上がっている。

「……ちっ」

　代官にとって、その模様はあまりうれしくないものだったのだろう。舌打ちをすると、入港料を請求する。高額だったが、法外というほどでもない。

　代官が降りると、後は誰何すいかされることもなく、船は港に入ることができた。

「船長、桟さん橋ばしにつけますか？」

　航海士の問いに答えたのはサーギだった。

「やめておいたほうがいいでしょう」

　サーギの言葉に老船長は唸うなっただけで、文句をつけたのはムルトだった。

「どうしたですか、サーギ。早く上陸するですよ」

「そうしたいのは山々ですが、ご主人様。どうも、今のこの土地は想像していたよりややこしい状況のようです」

　サーギは、すでに港に停泊している西方の商船を見て言った。

　桟橋を利用している船には、上半身裸で荷物を担かついだ男たちが出入りし、積み荷を運び出していた。船の周囲には、棍こん棒ぼうを持った監督役が立ち、油断なく周囲に目を配っている。

「ごく、普通に見えるですよ……ん？」

　荷運びをする荒くれ男たちを見て、ムルトが首をひねる。

「全員、右腕に入れ墨がしてあるですね。このへんにそういう部族はいなかったように思うですよ」

　ムルトの疑問に、老船長が答えた。

「あれは、海賊の印です。十年前と同じならば、黒こく鷗おう水軍衆の印です。このあたりでは、一番大きな水軍衆ですよ」

「パイ船長、先の代官の腕にも同じものがありました」

「わしも見た。あの代官は黒鷗の一味じゃな」

「今、この島を支配しているのは黒鷗という海賊なのですか？」

　ムルトが訊きくが、老船長が首を振った。

「だとすれば様子がおかしいですじゃ。黒鷗がこの港を支配しているなら、荷下ろしだけで、ああも警戒する必要はない」

「ちょっとしたことで、盗んだり盗まれたりは、どこでもあることですよ」

　ムルトが指摘する。帝国の承しよう安あんはともかく、彼らが交易で巡る南洋の島々は、いずれも法の及ぶ範囲がずいぶんと狭い。身分や財産は、公的に守られているのではなく、自力で守るもの、という意識が社会の隅々まで浸透している。

　個人では、それは武装として表れる。成人男子は、ほぼ全員が何らかの武装をする倣ならいだ。

　集団では、それは何らかの組織に所属する形で表れる。多くは、自分が生まれ育った村や町に所属する。村や町には自警団があり、必要であれば武装して他の村や町と戦うこともある。

　そうした視点からすれば、港を管理しているのが黒こく鷗おう水軍だとしても、海賊でない連中が黒鷗水軍の保護下にある船や積み荷を狙ねらうのはあり得うることだった。

　けれどもムルトの言葉を、サーギは首を振って否定した。

「いえ、ご主人様。もしそうならば、ゴミがないのはおかしいです」

「へ？　どういうことです？」

「黒鷗水軍衆が十分な支配力を港に持っていないなら、このあたりはもう少し、汚れているはずです。治安の低下は、何よりも街の風景に現れます。思い出して下さい。我々がこれまで訪れた街並みを」

「むむ、確かにです。この港は昔と同じく綺き麗れいですよ」

「治安は保たれている。けれども、警戒は必要。原因はおそらく──」

　サーギが船ふな縁べりに立ち、近づいてくる小舟に目を向けた。

「あの小舟の乗員が説明してくれることでしょう」

　小舟を自分で漕こいでいる男の首には、獣の牙きばで作った首飾りがあった。




　小舟に乗っていた男は、吠ほえ猿ざる党の代官だと名乗った。吠猿党は黒鷗水軍衆と同じく、海賊である。首飾りは猿さるの牙で作ったもので、吠猿党所属であることを示す。

「ま、ぶっちゃけるとだな。このコロリン港は、四つの海賊が治めている」

　吠猿党の代官ハヌマンは、べらべらと口のよく回る男だった。しゃべるときに鼻の頭を搔かくせいか、鼻の頭が赤い。ハヌマンが鼻の頭を搔かく仕草をしているとき、サーギは男の右手の中指がないことに気づいた。

「でかいのが二つ。ひとつが黒鷗水軍衆。港の入り口のところで入港料を集めるやつに会っただろう？　そこの立派な桟さん橋ばしも、黒鷗が利権を握ってる。もうひとつが赤あか牛うし同盟だな。こいつらは、赤い半はつ被ぴを着てるからすぐわかる」

「こいつは、赤牛の割符かね」

　老船長が見せた割符を見て、ハヌマンは大げさに目を丸くして両手を広げてみせた。

「おおっと！　なんだい、あんたら、赤あか牛うしの客人かよ。こりゃ、余計なことを言っちまったかな……なんてな。どうせ、どっかで身代つぶした船長から二束三文で買い叩たたいてきた割符だろ。赤牛の連中はやたらめたら、割符を作ってばらまいてる。赤牛同盟は、倉庫や商館が縄なわ張ばりだ。誰であれ、この島に来てくれれば、赤牛の連中が潤うるおうって寸法だ」

「で、三番目がお前たちか」

　老船長の問いに、ハヌマンは、これまた大げさに手を振って悲しそうな顔をしてみせる。

「いやいや、吠ほえ猿ざる党は四番目。びりっけつだよ。島にある酒屋や、お楽しみのお店、豚の薫くん製せいを作って細々と商売させてもらってる。どちらかといえば、赤牛に近いな。この島に来る船乗りが多ければ多いほど、利益が上がる」

　老船長とハヌマンの会話を、サーギは一歩引いた場所で聞いていた。老船長に敬意を払ってのことではなく、こうして会話の外にいるほうが、ハヌマンという男を詳しく観察できるからだ。

　──今のところ、こいつは噓うそをついていないな。

　ハヌマンは、島の事情や、勢力関係、関わってはまずいことなどをべらべらとまくしたてる。一見すると情報を無料でくれているように見えるが、ちゃんと吠猿党の利益を考えてのことだ。

　──この船と乗員が、何もわからないまま他の海賊の餌え食じきとなってしまった場合、弱小の吠猿党には利益などかけらも入らない。積み荷も、乗員も、船も、他の海賊たちが分配して終わりだ。吠猿党は、この船が商売のために今後も島を出入りしてこそ、利益を得られるのだから。

　そしてもちろん、商船側にとっても、悪い話ではない。

　弱小といっても、吠猿党は獅し子し島を支配する海賊衆のひとつだ。商売をするなら後ろ盾になってくれるし、大手の海賊よりも手数料という名の賄わい賂ろは少なくてすむ。

　──そして何より、この男には野心がある。

　ハヌマンがやっていることは、抜け駆がけではないが、他の海賊にしてみれば「余計なことをしやがって」である。吠猿党と他の海賊との力関係から言っても、ハヌマンが夜中に街角で酔っぱらいと称する連中に囲まれて叩たたき殺されても、抗議ひとつできないだろう。ハヌマンの行動はそのくらい危険なことだった。

　老船長とハヌマンの話が終わった後、今後の打ち合わせのために誰かが上陸することとなった。老船長は自分が行こうと言ったが周囲に止められ、サーギが代理としてハヌマンが乗ってきた小舟に乗った。

「サーギだ。よろしく頼む」

「やっぱり、あんたか」

　サーギの差し出した手を、ハヌマンが握った。

「あの船で、商売仕切ってんのはあんただろ？　あの船長は生きつ粋すいの船乗りだ。あんたは見たところ、延えん喜ぎ帝国の出身のようだが……お互い、訳ありのようだな」

　ハヌマンは右手を開いて中指がないのを見せてから、こんこんと自分の右の額ひたいを指した。

「あんたのそれ、棍こん棒ぼうや剣でやられた傷じゃないね」

「五年前に承しよう安あんで、な」

　サーギはぶっきらぼうな口調で答えた。ハヌマンのような頭の回転が早い相手には、噓うそをつくよりは、不完全な情報を与えたほうがいいと判断してのことである。頭の回転が早いから、こちらが言わなかったことを、自分で補って納得してくれる。

「五年前ね。なるほど、そりゃ、こんなところまで流れ流れて来るわな」

　案の定、ハヌマンはそれ以上は追及してこなかった。

「それより、あんた。さっき、三番目の連中のこと、言わなかったな」

「ん？　何のことだい？」

　サーギの質問をはぐらかすようにしながら、ハヌマンは周囲を見た。船からも陸地からも離れており、声の届く範囲には誰もいない。

「あんたのようなおしゃべりは、言ったことよりも、言わなかったことに価値がある。違うか？」

「ハヌマンって呼んでくれよ。俺もサーギって呼ぶから。こっからは、腹を割って話そうぜ」

　ハヌマンが笑って言った。もちろん、目は笑っていない。腹を割るなどというのは、大噓だ。

　そしてそれは、サーギの側も同じだった。




　サーギが船に戻ってきたのは、夜になってからで、船長との打ち合わせが終わったときには、もう深夜になっていた。

　船長室から出たサーギの鼻に、唐とう辛がら子しの臭においが漂ってきた。

「……ご主人様。こんな夜中まで起きているのは感心いたしませんな」

「それが夜食を作って待っていた女の子に言う言葉ですか。サーギは本当に生意気になったですよ」

　ぷんすか怒りながらも、皿を持って近づいてきたのは、ムルトである。皿の上には、練った小麦粉に唐辛子を混ぜて焼いたナンを巻いたものが並べられている。

「さ、食べるですよ。ほらほら」

　甲かん板ぱんの上に皿を置いて自分も座ったムルトがぱんぱん、と隣を叩たたく。サーギは一礼して、ムルトが叩いた場所から拳こぶしで二個分離れた場所へ座る。あまり離れた場所に座ると、ムルトが怒るのである。

「いただきます」

　舳へ先さきにかけられた篝かがり火びの灯あかりを頼りに、サーギはナンを摑つかみ、口に運んだ。シャクシャクという新鮮な野菜の食感に、わずかに目を開く。

「ふふん、サーギが留守にしている間に、小舟が来て野菜や果物を売ってくれたですよ。そのナンで巻いてるのは、シシトウです。こっちはタマネギを刻んだものですよ」

「うまいです。少し辛からいですが」

「サーギは昔っから、辛いのが苦手ですね」

　にこにこと笑いながら、ムルトがサーギをからかう。

「すみません」

「まあいいですよ。ところで、これからどうするか、決まったですか？」

「はい。明日はここではなく、東にある漁村へ向かいます。そこは吠ほえ猿ざる党の縄なわ張ばりですから──」

「そういうことじゃないです。サーギとパイ船長は、今でもこの島を盗るつもりかと訊きいてるですよ」

「……」

　サーギは黙だまったまま、もぐもぐと口の中のナンを咀そ嚼しやくした。ナンに挟はさんであったのは、鰹かつおを茹ゆでて作った生なま節ぶしだ。このあたりの海には、鰹が多い。

　ムルトは立ち上がり、港のほうを見た。街には幾つもの灯りが見える。海に向かって細長くせり出した岬みさきには夜中でも大きな篝火が焚たかれており、灯台となっている。

「ムルトは確かにここのお姫様ですが、あれからもう、十年も経っているですよ。海賊がデカイ顔をしているのは気に入りませんが、港も綺き麗れいですし、みんな平和にやっているなら、ここでもう一回、殺し合いをするのはムルトは反対です」

　獅し子し島は昔から中継貿易で繁栄してきた。それは誰が島の主あるじになっても変わらない。

「皆が平和であるのならば、それでもいいでしょう」

　ナンを食べ終わったサーギは、脂あぶらのついた右手の指を舐なめながら言った。

「違うですか？」

　ムルトがサーギに向き直って聞く。

「はい」

　サーギは空になった皿を見つめて答える。

「むう。こっち見るですよ、サーギ」

「は」

　サーギはムルトのほうを見た。しかし、左目の目線は斜めにずれている。真っすぐムルトと目を合わせようとしない。この五年の間に、どんどんそういう風になっていった。

「サーギ！　私はサーギのご主人様ですよ！」

　ムルトの胸がちくりと痛む。元々の関係は、逆だったからだ。今のふたりの主従は、サーギが記憶を失っているからこそ、ムルトがご主人様になっているだけの、危あやうい関係でしかない。

　そんなムルトの内心も知らず、サーギは慇いん懃ぎんに頭を下げる。視線は合わさない。

「もちろんです、ご主人様。ご主人様は私の命の恩人です」

「なら、ちゃんと私を──」

　続けて「私を見るですよ！」と言いそうになり、ムルトは慌あわてて言い直す。

「ちゃんと、私に説明するです！」

　サーギはしばらく思案した後、口を開いた。

「本来ならば、これはパイ船長が言われるべきことですが……獅し子し国の元からの住人は、ずいぶんとひどい生活をしているようです」

「どうしてです？」

「この島を支配しているのが、海賊だからです」

「へ？　父様を殺した将軍が新しい王様になってるのではないですか？」

「いえ。反乱を起こして前王を殺した将軍は、協力関係にあった海賊と仲なか違たがいをして、殺されました」

「いつ？」

「十年前です」

「はえ～。じゃあ王様殺してすぐに、自分も殺されたですか」

「はい」

「何だか、ショ……ショギョムジョですね」

「諸しよ行ぎよう無む常じようです」

「そう言ったですよ！」

「はい」

「でも、それからは海賊が島を治めているですよね。港を見る限り、そんなにひどいことにはなってないと思うですよ」

「それは当然です。海賊にとっては、港は生命線ですから」

「島は違うですか？」

「はい。海賊は、島に興味がありません。島を支配はしても、治めないのです。どういうことになっているかは……ご自分で見られることもあるでしょう」

　むっつりとした顔で、サーギは闇やみに黒々と沈む島の方角を見た。




　数日後。ムルトはお気に入りだった岬みさきで、サーギの言った『支配はしても治めない』という言葉の意味を嚙かみしめていた。

「まさか、こんなことになっているとは思わなかったですよ」

　ムルトが見ているのは岬の裏にあった荘しよう園えんだ。母親と一いつ緒しよに、ムルトが子供時代に暮らしていた荘園は、今は住む人もいないまま、荒れ放題となっていた。

「放棄されて、五年といったところですね」

　サーギが斜面に作られた段々畑の石組みを見て言った。石組みが崩れ、雨で土が流出している。こうなってはもう、種をまいたところで作物が育つこともない。

　獅し子し島には雨期の間に嵐が来る。三年か四年放置されれば、家屋敷も畑も、原型を留めぬほどに朽くち果ててしまう。

「ここは海神様の荘園だったです。誰が王になっても、海神様を祭るのは変わらない。そう思っていたです」

　ムルトの母親は、海神の祭事を司つかさどる役職についていた。

　海の近くに住む人間は、信心深くなる。海が荒れれば、人間にはどうしようもない。そうなればもう、祈るしかないのだ。獅子国の人間も、昔から海との関わりは深く、海神への信仰は厚かった。荘園ひとつを海神の祭事のために捧ささげ、そこに王族の巫み女こを置いたのである。

「海賊だって、海で暮らしているですよ。こんなバチあたりなことをして、どうするですか」

　ムルトにしては珍しいことに、本気で怒っていた。海神の祭事をないがしろにしていることもそうだが、この荘園は彼女にとって我が家も同然だったからだ。

　自分が追い出されても、荘園の人々は昔ながらの暮らしを続けているに違いない。子供が豚を追い、女たちが歌いながら機はたを織っている暮らしが、そこにはあるのだとムルトはずっと考えていた。そのすべてが、とっくに失われていることに、ムルトは強い衝撃を受けていた。

「海賊とて、海神の祟たたりは恐ろしいはず。この荘園にしても、荒れ果てさせるつもりでは、なかったのだろうと思います」

「どういうことですか？」

「海賊は最初のうちは荘しよう園えんを支配して、税を取っていたのでしょう。それから二年か三年して、何かが起きました。嵐が来たのか、不作の年があったのか……あるいは、その両方か」

「よくあることです。それで？」

「荘園の人々が暮らしていけなくなったとき、海賊はどうすればいいかわからなかったのですよ。税の減免も、救済のための見舞いも、荒れた田畑や崩れた用水路を元に戻すための普ふ請しんも、そうした経験のない海賊には、できなかったのだと思います」

「それが……支配はしても治めない、ということですか」

「そうです。税を取る者には、何かあったときに救済する義務があります。その義務を支配者が果たす能力を持たないなら、支配される側は、逃げ出すだけです」

「どこへ逃げたですかね？」

「わかりません。こういう荒れ果てた荘園や村は、内陸には多くあります。港町は、海賊が縄なわ張ばりごとにちゃんと治めていますから、そこに多くの流る民みんが流れ込み、貧民街を作っています」

「どうして、こんなことになってるですか。人を苦しめて、農地を荒れさせて、海賊は何がしたいですか」

「ご主人様、上に立つ者にとって大事なのは『何がしたいのか』ではないのです。大事なのは『何ができるのか』です。海賊は田畑を荒らすつもりも、人を苦しめるつもりもありませんでした。彼らは単に、荒れた田畑を戻し、人がそこで生活するようにできなかったのです」

「その能力がないなら、どうして！」

　ムルトは激して叫さけんだ。そして、何かに気がついて、うなだれた。

「……でも、ムルトは海賊を怒れないです。ムルトにも、この荒れた荘園を元に戻す力はないですよ。ムルトは元はお姫様ですけど、この島を取り戻す資格はないですよ」

「あります」

「ほえ？」

　驚いてムルトはサーギを見た。サーギは地面に膝ひざをつき、ムルトに向かって頭を下げた。

「ご主人様には、この荒れた荘園を元に戻す力があります。ここで人々が昔のように暮らし、海神の祭りができるようにする力を、持っておられます」

「サーギ、噓うそを言ってはいけないですよ！　ムルトにはそんな力、ないです。ムルトは何も知らないし、何もできないです！　そりゃ、ムルトだって元に戻したいけど、上に立つ者は『何がしたいのか』ではなく『何ができるのか』が大事だって言ったのは、サーギですよ」

「はい。ですから、ご主人様にできることをして下さい」

「何が……ムルトは何ができるですか？」

　サーギが顔を上げた。残った左目で、ムルトの顔を正面から見る。

「サーギに命じて下さい。この島を盗れ、と」

「！」

「さすれば、後はサーギがやります。サーギにはできます。この島を海賊から取り戻し、流る民みんとなった島の人々の生活を再建し、ゆくゆくはこの荘しよう園えんを元よりも豊かにすることが、私にはできるのです」

　それは──

　かつて、延えん喜ぎ帝国において、最年少で科か挙きよに合格した少年の野心と比べると、ずいぶんとささやかなものだった。

　巨大で強力な延喜帝国の宰さい相しようとして大国の運営に辣らつ腕わんを振るうのに比べれば、小さな南洋の島ひとつの統治など、その力量からすれば役不足もいいところである。

　あるいは、承しよう安あん軍の仮面軍師として知られた男の野心と比較しても、ずいぶんとちっぽけであった。

　中ちゆう原げんに長い歴史を持つ延喜帝国であれば、反乱であっても歴史に名が刻まれる。悪名であっても、史書にその名を刻み、自身の足跡を悠ゆう久きゆうのものとできる。未開の南洋の島では、世代がふたつも代われば、何もかも記憶の彼方かなたに消えてしまう。

　だからムルトは、目の前の男に問わずにはいられなかった。

「なぜですか？」

「何がでしょう」

「なぜ、サーギは、ムルトのためにそこまでするですか。そりゃムルトは五年前にサーギの命を助けたですけど、それにしても、ちょっと労力が釣り合わない気がするですよ」

　その問いに、サーギは少し困った顔をしてから答えた。

「ご主人様が、泣いておられるからです」

「え、あ、わ」

　怒いかりや悲しみ、己の無力さへの無念などの感情が激したあまり、ムルトは自分でも気づかないうちに涙を流していた。慌あわてて頰ほほを拭ぬぐい、真っ赤になって頰を膨ふくらませる。

「もう、真剣に聞いてるですから、からかうのはなしですよ！」

「いえ、正直に答えております。私は、そのようなことで、泣けぬ人間です。記憶がないせいもありましょうが、どうも私という人間は以前から、そういう性質のようです。だからこそ、ご主人様の涙が、貴重だと思えるのです。その涙を止めるためであれば、この島ひとつ、献上いたしましょう」

　その言葉は、記憶を失う前のサーギを知っているムルトには納得できるものがあった。

　空っぽな自分を埋めるため、身に余る野心を抱かかえていた駄だ肉にく軍師。自分以外に大切なものがなく、そのためにどれだけ多くの人を傷つけても平気だった仮面の男。

　その空洞に、今、ムルトがいる。記憶喪そう失しつという偶然と、ちょっとした悪戯いたずら心が、サーギの中に、ムルトをはめこんでしまった。卵から孵かえったばかりのアヒルが、最初に見た人間を親鳥だと勘違いするように、記憶を失ったサーギの中に、ムルトが刷り込みインプリンテイングされてしまったのだ。

　──ああもう。なんて手のかかる駄肉……ではないですね。ご主人様……でもなくなっちゃいましたね。いいですよ。ムルトがちゃんと責任取ってあげるです。

　ムルトは、精一杯背を伸ばし、コホン、と咳せき払ばらいした。

「ならばムルト・リス・ラージャーナが命じるですよ。サーギ、この島を海賊から奪うばうです。獅し子し国を、再興するです。前よりうんと豊かで、幸せになろうという気持ちになれる国を、ここに作るですよ」

　地面に膝ひざをつけた姿勢のまま、サーギが答えた。

「命令、しかと承うけたまわりました、ご主人様」







　　　第二章「襲撃の夜」







　月のない夜がやってきた。

　七人の手勢と共に、船から小舟で陸にあがったサーギが、周囲を覆って海のほうだけに光が漏もれるように細工された目印の灯あかりの前に立つと、暗くら闇やみの中からささやくような声が聞こえた。

「おい、サーギ。この手勢で、本当に大丈夫か？」

　星明かりしかない暗がりの中、目印の灯りの向こうに浮かび出た影から聞こえたのはハヌマンの声だった。

「黒こく鷗おう水軍のやつら、館やかたにいるだけでも五十人はくだらないぞ？」

　吐はく息に酒の臭においがある。今こ宵よい、ハヌマンは吠ほえ猿ざる党からの連絡員として、黒鷗水軍の館へ入っていた。サーギたちが上陸したのは、館の裏手にある浜辺である。

　本来なら、見張りがいて夜中でも見つからずに上陸することはできない場所だ。ハヌマンが見張りを酒で酔わせたのである。

「問題ない。それより、見張りは殺したか？」

「いや、それは……」

「わかった」

　サーギはそこで会話を打ち切り、隣に控えていた少年に指で命令を出した。少年はこくりとうなずくと、炭を塗った短刀を握り、音もなく駆かけていった。

「標的は全員揃そろっているか？」

「ああ。黒こく鷗おう水軍の頭領と金庫番が一いつ緒しよにいる。若わか頭がしらは海に出ているが、あいつは脳筋だ。黒鷗で本当の権力を握っているのは金庫番の爺じじいで、最悪でもこいつが死ねば、勢力としての黒鷗は麻ま痺ひ状態になる。そうなれば……」

　ハヌマンは、普段にも増して、どうでもいいことをべらべらと喋しやべる。精神的に緊張するほど、舌の回転がよくなる性格の男だった。

「頭領には後妻と息子がいたな。一緒か？」

「ああ。陸に上がっている間は、手元から離さない。先妻との間の長男が、若くして病やまいで死んだからな。その後に五十歳過ぎて生まれた子供だから、そりゃあ、いつも可愛かわいがって……って、おい。まさか」

「海賊組織としての黒鷗はここで叩たたきつぶす。ハヌマン、あんたも覚悟を決めろ。黒鷗がわずかでも組織として残ったら、最初に狙ねらわれるのはあんただぞ」

　ハヌマンは海賊仲間の連絡員として館やかたに入り込んでおきながら、襲撃を手引きしたのだ。黒鷗を再建するなら、まずハヌマンを裏切り者として血祭りに上げ、生き残りを糾きゆう合ごうするのが常套手段である。

「あ、ああ……そうだな。確かに、サーギの言う通りだ」

　血の臭においと共に、少年が戻ってきた。指を二本出し、次に首を横になぐ仕草をする。見張りが二人いて、二人とも殺した、という合図だ。

「よし、手はず通りにいくぞ」

　わずかな時間の後、館の台所から、パチパチという音と共に、火の手が上がり始めた。

「火事だあっ！」

「台所が火事だぞぉっ！　火を消せーっ」

「火の回りが早い！　頭領たちは外へー！」

　わっ、と館の全員が一斉に目覚める。押おっ取とり刀で台所に向かう者、館の外に飛び出す者、まず頭領の部屋へ向かう者、全員が勝手に動き始めて混乱が広がる。

「落ち着け、バカ野郎。慌あわてるな、バカ野郎」

　黒こく鷗おうの頭領は、手近な手下の頭を殴なぐりながら状況を見定めようとした。怒鳴っているうちに、煙で口の中がいがらっぽくなる。火の回りが早い。

「付け火か？　海賊の館に火をかけるとは、舐なめた真ま似ねしやがって、バカ野郎が」

　このあたりの海賊のほとんどは『海で戦う賊』と言うよりは『海を移動する盗賊』に近い。黒鷗水軍衆もそうだ。船で海を移動して港町を襲い、略りやく奪だつする。そのときに、火を放って防衛側を混乱させるという手も、海賊の十お八は番こだ。

「おいバカ野郎、ここにいたら煙にやられるぞ。浜に出るんだ、このバカ野郎」

　後妻や子供を怒鳴りつけて外に逃がし、頭領も後に続く。館の背後にある浜辺は、いざというときの脱出路にもなっていて、隠してある小舟を使って海に出ることができる。

　いつも枕元に置いてある、曲刀を手に、頭領は肥ふとった体をかがめるようにして、小走りで進んだ。ひとまず脱出用の小舟を使って家族と一いつ緒しよに海に逃げる。これが、単に火の不始末による火事なのか、何者かの襲撃による放火なのか、見極めるのは明るくなってからでいい。

　外に出たところで、夜空に月がないことに気づく。夜襲にはもってこいの夜だ。

「てことは、付け火だなバカ野郎が。ただじゃすませねぇぞ、バカ野郎」

　脱出用の小舟は、海からも陸からも見えないよう、周囲に木を生い茂しげらせた沢さわの河口の岸に引き揚げてあった。頭領は舫もやってある綱をほどき、曲刀を置いて、両手で船ふな縁べりを摑つかんで押す。

「ん……くそ、重いぞ、バカ野郎」

　頭領の両腕に力こぶが盛り上がる。ぎぃぎぃと小舟が揺ゆれる。

「くそ、なんだバカ野郎。誰かへんなもの積みやがったか、バカ野郎が」

「なるほど、口くち癖ぐせというのは便利だな。顔や声を知らなくても、誰か特定できる」

　小舟の中から声が聞こえた。

「誰だ、バカ野郎！」

　小舟の中にあった帆はん布ぷが持ち上がる。何者かが潜んでいたのだ。

「てめえ、この、バカ野郎が！」

　頭領は地面に置いた曲刀を取るため、船縁から離れようとした。

　びんっ。どすっ。

　弦げんを弾はじく音と、鉄の矢や尻じりが肉に刺さる音がほぼ同時に聞こえた。

「う……お……？」

　ぺたん、と頭領は砂浜に座り込んだ。太く短い矢が、深々と自分の腹に刺さっているのを見る。手で抜こうとするが、指に力が入らない。

「バカ……野郎……め……」

　目玉がぐるり、と上を向く。頭領の身体からだは横倒しに倒れた。

　小舟から、サーギが降りた。手には装そう塡てんし直した小型の弩いしゆみが握られている。

　黒こく鷗おう水軍の頭領は、サーギが事前に予測した通りに動いた。海の男は概して決断が早く、行動にためらいがない。夜の闇やみと火事の混乱の中でうろうろして時間をつぶすのではなく、まず、自分と家族の安全のために脱出しようとすることは、容易に予測できた。

　サーギは頭領の身体を蹴けって死んでいることを確認した。

　それから自分の胸に手を当てる。

　どっどっどっどっどっ。激しい鼓動が感じられる。恐怖と興奮。けれど哀しみも後悔もない。

　サーギは自分の頰ほほに手を当てた。

　流れる汗が感じられる。緊張から来る脂あぶら汗。そこには涙の一滴もない。

　サーギは納得した。やはり、自分はそういう人間なのだと。

　この手で人を殺すのは好きではない。失敗するかもしれないし、反撃で殺されるかもしれない。そんな危険は冒したくない。けれど、計略通りに上う手まく殺せたことで、満足感と誇ほこりを感じている自分がいる。

　自分が殺した人の命を、その程度にしか感じられない人間は、やはり人に使われるのがお似合いなのだ。サーギはひとり納得し、ムルトという『ご主人様』を自分に与えてくれた運命に感謝した。

　たったったっ。足音が聞こえた。サーギはびくりと頰ほほを痙けい攣れんさせて弩を構え、そして、近づいているのが自分の部下であることに気づいて下ろした。

　サーギの七人の部下は、ひとりが手傷を負い、二人が夜襲の混乱の中で怪け我がと火傷やけどを負っていたが、全員が無事だった。

　全員をまとめ、小舟に乗って岸を離れる。船の中にいるのはひとり増えて、九人だ。

「やった……やっちまったよ、すげえ……本当にやっちまった……」

　夜空に黒煙と火の粉を巻き上げて炎上する黒鷗水軍の館やかたを見ながら、ハヌマンは何度も何度も、そう口にした。

「頭領は私が殺した。頭領の後妻と子供は、こいつが始末した」

　ぽん、と櫓ろを漕こぐ少年の頭をサーギがたたいた。少年が顔だけサーギに向けて、声を出さずに笑った。真っ黒な顔に白い歯だけが浮かんで見える。

「見張りを始末したガキか。おっそろしいのを飼ってるな」

　ハヌマンが顔をしかめる。サーギは冷たい目でハヌマンを見て、気にするな、という風に少年の黒く細い髪をすくようにして撫なでた。

「それで、金庫番の爺じじいは？」

「火と煙に巻かれて焼け死んだ。帳簿の入った隠し金庫を持ち出そうとして、逃げ遅れた」

「確かなのか？」

「こいつが見た」

　火傷やけどを負い、船底に包帯を巻いてうずくまっている男をサーギは示した。さっきまで意識はあったが、今は朦もう朧ろうとして、浅く早い呼吸をしている。館やかたの一部が火事で崩れたときに、広範囲に火傷を負っている。簡単な治療はしたが、助からないかもしれない。

　人のいい男だ。五年前にサーギがムルトと一いつ緒しよに老船長に拾われて船に乗った際、海のこと、船のことをあれこれ教えて世話してくれた男である。延えん喜ぎ帝国の、しかも訳ありっぽいサーギに隔かく意いを抱いだく乗員が多い中、親身になってくれたことをサーギは記憶している。

　──まだまだ、使える人材なのに。もったいない。

　なのに、サーギの中にあるのは、悲しみよりも、使える手て駒ごまが減るという不満だった。

　記憶を失う前のこの男なら、その思いを、ぽろりと口にしていただろう。そして、周囲の反感を買っていたはずだ。

　しかし、五年間の記憶しかないサーギは、不用意に本音を口にしない人間となっていた。なぜなら、不人情な自分の言葉をムルトが聞いたら、彼女が悲しむからだ。自分は悲しくなくても、ムルトを悲しませたくない。

　本音のままに行動しては、ムルトに嫌われ、捨てられるかもしれない。その恐怖が、サーギを思慮深い人間に見せていた。

　酒の臭においが鼻をつく。サーギと違い、周囲にどう思われても気にしないハヌマンが、館やかたから持ち出した酒をあおっていた。赤い鼻をさらに赤くして、ひひひ、と下げ卑びた笑いを浮かべる。

「これで、黒こく鷗おうはおしまいだ。へっ、見てろよ。黒鷗の利権は、俺の吠ほえ猿ざる党が、がっぽりいただくからな。そうなったら、サーギ、あんたたちにもいい思いをさせてやれるってもんだ」

「期待してるよ」

　まったく期待していない内心を押し隠し、サーギはハヌマンに愛想笑いを向けた。




　月が一巡して、再び新月の夜。

　状況は、サーギが考えていた通りに進行した。

「くそっ、どうなってやがる！」

　目を血走らせたハヌマンが、象ぞう牙げで作った杯さかずきを床に叩たたきつけた。西方から持ち込まれた高級な葡ぶ萄どう酒しゆが、床にぶちまけられる。

「落ち着けよ、ハヌマン。あんたはよくやってるよ」

　サーギはハヌマンに声をかけた。言葉に噓うそはない。状況は想定通りだが、その中でハヌマンがここまで頑張るとは思わなかった。

　──一ヶ月後にはあんたは死んでる可能性が高いと思っていたんだがな。

　黒こく鷗おう水軍衆は、頭領と金庫番、そして後継者である頭領の息子を一度に失ったことで、完全に組織としての求心力を失った。

　トドメを刺したのは、館やかたが焼けたその夜、海に出ていて助かった黒鷗水軍衆の若頭が、組織の立て直しの過程で部下に殺された事件だった。

　これにはサーギは関わっていない。関わる必要もなかった。

　若頭は粗暴な男で、同じ水軍衆の中に敵対する連中が大勢いた。もし若頭が新しい頭領になれば、そいつらのお先は真っ暗である。だから、いずれどこかで、その中の誰かが暴発することはわかっていたのだ。

　ハヌマンは、黒鷗水軍衆が崩壊する中、吠ほえ猿ざる党の新しい党首となった。こちらには、サーギが関わっている。船で運んできた陶磁器や香辛料を獅し子し島で売り払い、その利益をハヌマンに流したのだ。前党首は隠居し、血を流すことなく吠猿党の新党首はハヌマンとなった。

　前党首は、野心が少なく、頭のよい男だった。四つの海賊組織の力関係で成り立っていた獅子島の支配が、最大勢力である黒鷗水軍衆の崩壊という形で揺ゆらいだ今、党首の地位に居続けることがどれだけ危険か、見抜いていた。

　──ハヌマンより、よほど操あやつりにくい老人だったな。隠居してくれて助かった。

　新党首となったハヌマンは、精力的に活動した。黒鷗水軍衆の利権を奪うばうべく、幾度も海賊同士の連絡会議を開いた。

　黒鷗水軍の館の襲撃を手引きしたのがハヌマンであることは、公然の秘密だった。襲撃や暗殺を成功させたという実績は海賊の間では高く評価される。海賊の連絡会議でも、ハヌマンはそれなりに発言力を持っていた。

　けれども、それはハヌマンが望む力と富を、彼に与えてはくれなかった。

「くそっ、くそっ、くそっ！　赤あか牛うしの連中、いつになったら倉庫街から兵隊を引き揚げるんだ！　もう約束の日から五日だぞ、五日！　これ以上は、商人どもを足止めできねえ」

「赤牛同盟は、あんたの名前を恐れているんだよ」

　サーギが口にしたのは、おべんちゃらが半分、分析が半分だった。

　ハヌマンの持つ襲撃や暗殺を成功させた優れた謀ぼう略りやく家かという名声は、交渉において相手の疑念を募つのらせ、本来ならまとまる話も、かえってまとまらなくさせていた。謀略家だと周囲に知られている謀略家は二流だ。一流の謀略家は、むしろ誠実な人間だと評価される。

「けど困ったな。赤あか牛うしが押さえている倉庫街には、ウチの商品もあるんだ。今回の件ではあんたにたっぷり投資したが、まだ返してもらっていない。その上、商品まで押さえられては、商売あがったりだ。ここは、もう少し赤牛に妥だ協きようしてもいいんじゃないか？」

　サーギの言葉を聞いて、ハヌマンが慌あわてる。

「おいおい、サーギ。ここまで来て、そいつはないぜ。商館も倉庫街も赤牛が全部握ったままじゃ、この港の利権は全部赤牛が持っているようなもんだ」

「桟さん橋ばしの使用料と入港税はあんたのものだろ」

「わかって言ってるんだろ。そんなんじゃ比較にならねえよ。それにウチは元々所帯が小さいんだ。このままじゃ、桟橋での荷揚げ、荷下ろしも赤牛の連中に取って替わられちまう」

　結局のところ、黒こく鷗おうがこの十年で広げた商売を引き継ぐには、吠ほえ猿ざる党の規模が小さすぎたのである。もし、黒鷗水軍衆の残党が吠猿党に流れていれば話は別だったろうが、館やかたを襲撃して前の頭領や仲間を殺した噂うわさのある吠猿党に入りたがる黒鷗水軍衆は少なかった。半分は赤牛同盟へ流れ、残り半分は獅し子し島を支配する三番目の海賊団に向かった。

「連絡会議で、赤牛を牽けん制せいはできないのか？　白はく鯨げい団と連携して」

「白鯨か……」

　ハヌマンが苛いら立だたしそうに鼻の頭を搔かいた。そして自分の失われた中指を見る。

「あんたの、その中指を奪うばったのが連中だとしても、ここは手を結んでいいんじゃないか。あんただって、今は吠猿党の党首だ。昔と同じじゃない」

　ハヌマンは若い頃、吠猿党ではなく白鯨団に所属していた。そこで、団長らに隠れて勝手な取り引きをしようとして、追い出されたのである。中指は、そのときにケジメとして切り取られた。

「白鯨団と手を組むんじゃない。あいつらの力を利用するんだ。海上で赤牛同盟は白鯨団にかなわない。そうなんだろ？」

「ああ、白鯨団は昔むかし気質かたぎの海賊だからな。黒鷗水軍衆がいた頃から、海の上でなら、白鯨団が一番だ。フネの扱いが違う。数が二倍、いや三倍いても相手にならんね」

　最終決戦である体当たりからの乗り込み白兵戦ボーデイングとなれば数の優位がものを言うが、それを許すか否かの主導権は、練度が高い側が握っている。相手が体当たりを望んでもかわしながら引きずり回して矢を浴びせ、疲ひ弊へいして士気喪そう失しつした後で乗り込み戦いくさに持ち込めば、勝利はおのずと明らかだ。

「大したものじゃないか」

「だが、そいつは海の上に出た後での話だ。さすがの白鯨団も、陸の上では、砂浜に打ち上げられた鯨くじらも同然。何の役にも立たんよ」

「なら、海の上の戦いにすればいい」

「おいおい、サーギ。いくら赤あか牛うしのやつらが調子に乗っていても、白はく鯨げい団とはやり合わねえよ。白鯨の恐ろしさは、海賊なら誰もが知ってる」

「白鯨と赤牛を直接ぶつける必要はないさ。けど、白鯨だって、今の赤牛のひとり勝ちには不満を抱いだいているはずだろ。赤牛の船じゃなく、赤牛と組んでいる商人の商船を襲わせるくらいなら、できるんじゃないか？」

　ハヌマンが、はっ、という顔になる。

「そうか、赤牛が商船に割符を渡して通行を許可していても、連絡会議で手打ちになってない今、他の海賊がその免状を守る必要はない……白鯨が赤牛の割符を無視して襲っても、形の上では問題ないのか……」

　他の海賊が発行した、商売や通行を許す割符を持っている船を襲わない取り決めは、紳士協定のようなものだ。他の海賊に紳士協定を守らせる発言権を持っていた黒こく鷗おう水軍衆が勢力を失った今、連絡会議は機能不全を起こし、それは有名無実となっていた。

「白鯨にこの話を持ちかけられるのは、昔のコネがある、あんただけだぞ、ハヌマン」

「そうだな、うん。まったくだ。やはりここは、もう一発、謀ぼう略りやく家かとしての俺の働きを見せるしかないな」

　それまでの不ふ機き嫌げんが噓うそのように、ハヌマンは意気揚よう々ようと策を練り始める。

「襲撃が効果的なのは、赤牛や他の連中にも見える場所で襲わせることだな。襲われているのが見えているが、助けられない場所だ。となると、港を出てすぐに襲撃するのが一番だが、そうなると、白鯨の船をどこかに隠しておかないと……」

　ぶつぶつと、ハヌマンが赤牛を、そして自身を破滅へ追いやることになるであろう策を練る様子を、サーギは左目でじっと見つめていた。




　サーギが獅し子し王おう丸まるに戻ったのは、それから数日の後だった。桟さん橋ばしから船の甲かん板ぱんに渡してある板に上がろうとしたところで、甲板から走って降りてきた子供とぶつかる。

「うわっ」

「アックラーバ！」

　サーギが転ぶと、ぶつかった子供が異国の言葉で叫さけぶ。意味はわからなかったが、声の調子から『気をつけろよ！』だろうとわかる。自分からぶつかってきておいて、礼儀のなってない子供だ。サーギは子供の頭に拳げん骨こつをお見舞いしようと拳こぶしをあげたが、子供の顔を見てその手を止めた。

　一いつ瞬しゆん、少女かと見まがうほどに睫まつ毛げの長い、目鼻立ちがくっきりとした少年だった。肌の色は島の住人より薄い。そこへ、甲かん板ぱんの上から叱咤しつたの声が飛んできた。

「こら、アブダル！　今のはお前が悪いですよ！　ちゃんと謝るです！　サーギ！　そんなことで子供を殴なぐるのはダメですよ！」

　ぷんすか怒りながら出てきたのは、ムルトだった。

「マレーシ」

　子供がぺこり、とサーギに頭を下げる。サーギも両方の手のひらを相手に見せてうなずく。

「謝罪を受け入れよう」

「それでいいです。アブダル！　元気で！　ハトラッ！」

「ハトラッ！」

　子供は、ムルトに手を振ってから走って去っていった。サーギは船に上がると、ムルトに一礼した。

「ご主人様、ただいま戻りました」

「お帰りなさいですよ」

　外を見ると、子供の姿はもうなかった。

「あの子は、西方の商人の子ですか」

「はい。アブダルは、お父さんの船でここまで来たですよ。このところ、港が騒さわがしくて危ないので、外で遊べないから暇をしていたです。だから、この船に来てムルトとおしゃべりしたり、粘ねん土ど細工で遊んだりしてたですよ」

「そうですか」

「……サーギ、まだ、危ないことは続くですか」

「もうしばらくは」

　サーギは、自分がやっている国盗りの詳細をムルトには説明しなかった。

　ムルトが聞きたそうにしていることは察していたが、あえて素知らぬ振りを通した。

　謀はかりごとは密みつなるを以もつてよしとする。どこで情報が漏もれるかわからない。今日、獅し子し王おう丸まるに戻ってきたのも、計略のひとつがどのように動くかを確認するためだったが、誰にも漏らしてはいなかった。

　サーギは太陽を見て、時間を確認した。そろそろだ。

「それでですね、アブダルのお父さんの船は今日出港して、承しよう安あんへ向かうですよ」

　ムルトの言葉を聞いて、サーギの頰ほほがぴくり、と痙けい攣れんした。

「出港ですか？」

「ほら、サーギが獅し子し島に持ってきた陶磁器を見て、アブダルのお父さん、これは仕入れないといけない、って思ったそうですよ。

　でも、サーギの陶磁器は別の商人が落札しちゃったので、自分で承しよう安あんまで買いつけに行くです」

「そう、ですか」

「あ、あの船ですよ。おーい」

　ムルトが出港する商船に手を振った。港内は風や波が静かで、商船の三角帆はだらりと下がっている。舷げん側から突き出た櫓ろの太たい鼓この音に合わせて漕そうが前後に動き、その推進力で商船は港の外へと向かう。

　商船の甲かん板ぱんの上で、子供が手を振り返した。

　ムルトは満面の笑えみを浮かべ、サーギは頰ほほを強こわ張ばらせたまま、その様子を見る。

　異変が起きたのは、商船が港の外に出てすぐだった。

　港の外にある小さな無人島の影から、三艘そうの細長い船が姿を見せた。素早く、無む駄だのない動きで商船に迫せまる。商船が、警戒の太鼓を鳴らし、帆柱に赤い旗を上げる。この商船が、赤あか牛うし同盟の割符を得て航行していることを示す旗だ。

　これに、三艘の船は呼応するかのように、白い旗を上げた。白はく鯨げい団の旗である。

　白鯨団の海賊船は、商船の進路を封ふう鎖さし、矢を射かけ始めた。

　ジャンジャンジャンジャン。港の中で鐘かねが激しく鳴らされた。赤牛同盟の男たちが、大おお慌あわてで船に乗り込み、出港する。

「大変です！　アブダルの船が襲われているですよ！　サーギ！　何とかならないですか！　……サーギ？」

　ムルトは助けを求めるかのように、サーギを見た。

　ムルトは見た。サーギの顔が緊張に強張っていることを。ムルトと視線を合わせようとしないことを。

　そしてムルトは気づく。サーギが、この件に関わっていることを。

「説明するですよ、サーギ」

「これで白鯨団と赤牛同盟が戦争状態になりました。赤牛同盟の庇ひ護ご下にある商船が、衆人環視の中、白鯨団の海賊船に襲われ、しかも赤牛同盟はそれを防ぐことができなかった。赤牛同盟は、面子めんつをつぶされました」

「サーギは、知っていたですね。アブダルの船が襲われることを」

　ムルトはサーギをにらんで言った。サーギはうなずいた。

「はい。今日、この時間に出港する船だということは、知っておりました」

　赤牛同盟の船が、意外なほど早く港を出たことで、白鯨団は商船に乗り込んで積み荷を奪うばう計画を諦あきらめる。そのかわりに、白鯨団は商船に火矢を放った。

　三角帆が燃え始め、やがて火は船全体を覆い始めた。火に追われた乗員が、海に飛び込む姿が見えた。

「パイ船長！」

　ムルトはサーギをもう一度にらむと、きびすを返して老船長を呼んだ。

「はっ」

「すぐに出港です。乗員の救助に向かうですよ！」

「で、ですが……」

「白はく鯨げい団の海賊船はすぐに逃げるですよ。そのための火矢です」

「わかりました。おい、出港準備だ！」

　ばたばたと、乗員が出港の準備に走り回る。

　サーギは何も言わず、燃える商船を見ていた。




　夜になってから、ムルトはサーギを船室へと呼んだ。

「来たですか、サーギ」

「はい。ご主人様、どういったご用件でしょう」

　サーギが部屋に入ったとき、ムルトはごそごそと何かを探していた。

「アブダルが、見つからなかったことは知ってるですね」

「はい」

　あの後、獅し子し王おう丸まるは燃える商船から逃げた乗員を何人か救出した。しかし、その中に少年の姿はなく、生き残りの乗員からは、少年の父親である商船船長が、海賊の襲撃の際に船底へ逃げた息子を救出すべく、自身も燃える船内に入って出てこなかったとの証言を得ていた。

「あの子を殺したのは、ムルトですよ」

「それは違います！」

　サーギは即座に否定した。

「殺したのは白鯨団の海賊であり、そうなるように謀はかりごとをしたのは、このサーギです。ご主人様に罪はありません」

「ムルトに罪はないかもです。でも、ムルトに責任はあるです」

「それは……」

「この島を盗れ。ムルトはサーギに命令したです。どうやって盗るかは、ムルトには皆目見当がつかなかったですし、今も、あの子が死なねば島は盗れないのか、さっぱりわからないですよ。だから、あのようなことをしたサーギを責めることは、ムルトにはできないです」

　ムルトは淡たん々たんとした口調で語る。サーギは黙だまってそれを聞くしかなかった。

「でも、ムルトはすごくつらいですよ。すごく、すごくつらいです」

　探していたものを見つけたムルトは、サーギに向き直った。

「サーギもつらそうな顔してるですよ。でも、サーギがつらいのは、ムルトがつらいからです。そりゃそうです。サーギはアブダルと今日、会ったばかりです。知らない人が死ぬのは、そんなにつらくないです。でもね、アブダルはサーギのこと、ちょっとは知ってたですよ」

「は？」

　ムルトは、サーギに手のひらに収まる大きさの粘ねん土ど細工を渡した。人の顔である。まるまるとした輪りん郭かくで、右目に傷がある。稚ち拙せつな出来だが、妙みように人を引きつけるものがあった。

「これは？」

「アブダルが作った、サーギの顔ですよ。ムルトがサーギのことをアブダルに話して、それを聞いてアブダルが作ったです。昔のことと今のこと、両方おしゃべりして聞かせたですから、昔のように顔がまるまるしているです」

「私の顔……ですか」

「その粘土細工、お別れのときにアブダルがくれたです。これからは、サーギに持っていて欲しいですよ」

「は……その、それは……」

「別に、今日のことでサーギを恨うらむつもりはないですよ。人が死なないように島を盗れ、などとお願いもしないです。ムルトにはできないことを、サーギにはお願いしてるです。だから、どうやるかはサーギが決めていいです。ただ、その粘土細工は、サーギに持っていて欲しいです。それだけです」

　部屋を出たサーギは手にした粘土細工をながめた。

　どうにも、憎たらしそうな顔だった。丸顔であることも含め、これが自分の顔だ、と言われると納得しがたい。

　やがてサーギは、少年が、どんなつもりでこの顔を作ったのかを考えてみた。ムルトが、どんな表情で、どんな風にサーギのことを語ったのか。少年は、それをどんな気持ちで聞いていたのか。

　少年は、面白くない気持ちだったのではないだろうか。

　たぶん、少年は、ムルトのことが好きだったのだ。

　年上のムルトに、少年はほのかな慕情を抱いだいていて、それがムルトに仕える男のことを気に入らない、という気持ちとなって粘土細工の表情に出ているように、サーギには思えた。

　ぽたり、ぽたり。

　粘土細工に、雫しずくが落ちた。それが自分の左目からこぼれ落ちる涙だとサーギが気づいたのは、しばらくしてからだった。




　赤あか牛うし同盟と白はく鯨げい団の抗争は、日を追うごとに激しさを増していった。

　最初のうちこそ、得意満面で両者を煽あおっていたハヌマンだが、陸と海の二大海賊の戦いは、弱小の吠ほえ猿ざる党の制御を離れて暴走を始めていた。それどころか、中立を保とうとした吠猿党が、両者の抗争に巻き込まれることもしばしばだった。

　吠猿党はコロリン港の酒屋や宿屋など、どちらの勢力も利用する施設を縄なわ張ばりとしている。そこで片方の勢力が襲われれば、関わっていなくとも、報復として店が襲われて物が持ち出されたり、建物が破壊される。

　かといってろくに戦力を持たない吠猿党には抗議はできても、報復はできない。

　吠猿党にできるのは、襲われた店に見舞金を与え、若い衆を送り込んで壊れた店の後片付けをするくらいだが、こうした事態が続けば、吠猿党の構成員は新しい党首の力量を疑い始める。

　それまではサーギが会いに行くと、ハヌマンはすぐに面会に応じた。ハヌマンが党首になれたのも、サーギが用意した賄わい賂ろの力が大きい。誰でも金づるには親切になるものだ。

　最近では、ハヌマンの周囲には屈強な護衛がいて、サーギが面会するにも、まず護衛に身体検査をされてからになる。まだ党首になって実績のないハヌマンは、何より身内の造反を恐れているのだ。

「これは？」

　護衛は、サーギの懐ふところから、片目の粘ねん土ど細工を取り出して首をひねった。

「子供にもらった玩具だ」

　しばらく粘土細工とサーギを見た後、問題ないと見て護衛は粘土細工を返した。

　案内された部屋には西方の分厚い絨じゆう毯たんが敷かれ、一歩入っただけで酒の臭においが漂ってきた。

「よう、サーギ」

「飲み過ぎだぞ、ハヌマン」

「うるせえ、酒でも飲まないとやっていられるか。どいつもこいつも、俺のことを軽んじやがって。くそったれが」

　ハヌマンが酒をあおる。その様子を見ていたサーギの額ひたいの傷が、ズキリと痛んだ。

　──何だ？　どこかでこんな光景を見たような……この怪け我がをする前に。どこか、遠い場所で、誰かが酒を飲んでいた……。

　それはずいぶんと昔のこと。サーギが記憶を失う前、彼が己に匹敵する力量を持つ男と認めた誰かが、同じように酒におぼれていた。

「つっ……」

「おい、どうした、サーギ。お前も頭が痛いか。なら、一いつ緒しよに飲もうぜ」

「その前に仕事の話だ」

「仕事か……くそっ、今じゃウチの傘さん下かの店の七割が、開店休業だ。赤あか牛うしも白はく鯨げいも、何でここまで無差別な争いを続けやがる。このままじゃ共倒れだぞ。そいつを誰もわかってねえ！」

　──わかってないはずがない。赤牛同盟も、白鯨団も、上の連中は同じことを考えているだろうな。

　それでも、抗争をやめられないのだ。

　これまで、海賊同士の争いがほどほどのところで収まっていたのは、黒こく鷗おう水軍衆が圧倒的な力を持っていたからだ。その力というのは、金であり、武力でもあるが、最近に限って言うと、黒鷗水軍衆が、そんなに圧倒的であったわけではない。海賊たちを縛っていたのは『黒鷗には逆らえない』という、十年の慣習の重みだった。法には従わない無法者だからこそ、慣習という規則は大事にする。仁義の切り方や、挨あい拶さつの仕方などのしきたりは、無法の世界でこそ、重要視される。

　その唯ゆい一いつの規範が、黒鷗と共に、一夜にして消えたのだ。これまでと同じやり方で交渉ができるはずもない。

　──そろそろ、こいつも終わりだな。

　酒を飲んでは愚ぐ痴ちをこぼすハヌマンを見ながら、サーギは次の手を考えていた。

　同時に、それでよいのか？　という疑問も抱いだく。懐ふところにある、粘ねん土ど細工に手をやる。

「なあ、ハヌマン。あんた、逃げる気はないか？」

「おいおい、何を言い出すんだよ」

「今すぐどうこう、じゃない。けど、このままだと万が一ってこともある。あんたがこの島から逃げるってんなら、獅し子し王おう丸まるが使えるぞ。どうだ？」

　これまでの付き合いで、ハヌマンという男がどうなろうが、それはこの男の自業自得だとサーギは考えている。訳もわからずに白鯨団に船を襲われて命を落としたアブダルと違い、ハヌマンはみずから進んで手を汚し、周囲に死と暴力をばらまいた。

　それでも、一度だけであれば、生き残る機会を与えてやっていいのではないか。サーギはそういう風に考えたのである。

「おい、サーギ。馬ば鹿かなことを言ってんじゃねえよ。ここまで来たんだ。この島が俺のものになるまで、後一歩だ。ここで逃げられるかよ」

「そうか」

　サーギはうなずいた。それがこの男の決断であるのならば、それでよかった。

「なら、手はひとつしかない。吠ほえ猿ざる党の名前で白はく鯨げい団と赤あか牛うし同盟の幹部を全員集めて、手打ち式を開くしかない」

「それは、うん……まあ、確かにそうなんだが……名目がな。普通のやり方じゃ、抗争まっただ中で全員を集めるわけにはいかねえだろ」

　ハヌマンの言葉は、歯切れが悪かった。それはそうだろう、とサーギは思う。連絡会議の名を借りて黒こく鷗おう水軍衆の館やかたを襲わせたのは、他ならぬハヌマンなのだ。

「私に考えがある。私の手元に、海神の巫み女この血筋を引く女性がいる。彼女に、ここ数年途絶えている、海神の祭りを開かせるんだ」

「海神の祭り……？　そうか！　その手があったか！」

　ハヌマンがぱん、と手のひらを打ち合わせて立ち上がる。ぐるぐると部屋の中を回りながら、ぶつぶつと考えを言葉にして垂れ流す。

「海神の祭りなら、幹部を集める名目には十分だ。金も、うん、そうだな、海神の祭りなら金も集められる。その後に、宴うたげの席を設けて、そこで手打ちだ。年に一回、祭りのたびに会合を設けるという形にすれば、今後の展望も開ける。いいぞ、いいぞ」

「あまり欲をかくなよ。休戦と、互いの利権の確認。ここで無理に縄なわ張ばりを広げようとすると、吠猿党も当事者になって、仲裁ができなくなるぞ」

「わかってる、わかってるよ。そんなに無茶な要求はしねえ」

　まるでわかっていない様子で、ハヌマンは鼻をぽりぽりと搔かいた。




　海神の祭りの準備をするまでに、半月の時間がかかった。

　古式に則のつとった祭りを開くのであるから、手順や祭具を整え、しかるべき血筋の人間に、定められた祝詞のりとを言上させなくてはいけない。祭礼の場所はコロリン港に近い、かつてムルトが暮らす荘しよう園えんがあった岬みさきの上である。荒れ放題の土地を綺き麗れいにし、崩れた道を普ふ請しんするなどの作事が必要になる。

　獅し子し王おう丸まるの乗員は総出で島の各地を回って、協力を求めた。

　海神の祭りを復活させることと、そして、その後のことについても。

「まさか、母様が着ていた装束が、ちゃんと残っているとは思わなかったですよ」

　きらきらと輝く巫女装束を身にまとったムルトが、くるり、と身体からだを回す。しゃらしゃらと、金属製の、鱗うろこに似た飾りが音を立てる。海神は、竜神である。鱗に似た飾りつけは、竜を模したものだ。

　祭りを明日に控え、海が見える岬には祭礼場が建てられていた。大きな箱形の舞台がサーギと島民の手で建設されている。

　ムルトはそこで、海神の巫み女ことしての儀式の予行練習を行っていた。舞台の上は高くなっており、岬みさきの下の海を、はるか遠くまで望むことができる。

「うわー、すごく重いですよ、これ。明日の奉ほう納のうの舞でちゃんと踊れるよう、もうちょっと練習しとかないとですね。これ、ちゃんと飾りの音を響かせるのが正式の作法です。だから立ったり座ったりでも、すごい重労働ですよ」

　額ひたいに汗を浮かべてムルトが微笑ほほえむのを、サーギもまた、嬉うれしく思いながら見ていた。アブダルが死んでからしばらく落ち込んでいたムルトも、最近はよく笑うようになった。

「サーギ、祭事の練習ということで、誰もいないし近づけないようにしてあるですね？」

　その笑えみを消して、ムルトはサーギを見た。

　サーギはムルトの前に膝ひざをつき、一礼した。

「はい、ご主人様」

「今度の海神様のお祭り、普通にお祭りだけして終わり、ではないですよね」

「はい」

　しばらくためらった後で、サーギは計画の内容を正直にムルトに話す。

「ムルトにできることはありますか？」

「あります」

「本当ですか？」

「はい。調べたところ、海神様の祭りは七年ぶりだとか。おそらく、島の多くの住人が、海神様の祭りを見るために、集まります。彼らの前で、立派に巫女として舞を奉納されて下さい。それが、この島の住人の心をひとつにします」

「そうなれば、獅し子し国はよい国になるですか」

「なります。サーギがしてみせます」

　サーギは自信満々に答えた。そのサーギの顔を見たムルトは目を丸くした。そして、ぷっ、と噴き出すと、身体からだを折るようにして、けらけらと大笑いを始めた。鱗うろこの飾りがちゃらちゃらと音をたてて伴奏する。

「久しぶりに、久しぶりに見たですよ。ご主人……じゃなかった、サーギのそれ、本当に、久しぶりですよ」

「は？　はあ？」

「鼻が、サーギの鼻の穴がぷくぷくしたですよ。瘦やせたので、ぷくぷくできなくなったかと思っていたら、できたですよ。得意になると、ぷくぷくするですよ」

　ムルトの指摘を受けて、サーギは自分の鼻を押さえた。

「私にそのような癖くせがあったとは、気づきませんでした」

「これからは、気をつけるですよ。得意になってるところ、見抜かれちゃうですよ」

「はっ」

「でも、ちょっと驚きです。この島は、そんなによい国になるですか？　十年ぶりにこの島に戻ってからムルトが見聞きするのはイヤだったり悲しかったりする話ばかりです。島の中で、村と村とで喧けん嘩かしているところもたくさんあるです。海賊がいなくなっても、島の中の争いがなくならないと、よい国にはなれないですよ」

「はい。争いをなくす、つまり訴訟をきちんと処理することは国を治める基もといです。村と村との間で争いになっているのも、この島に延えん喜ぎ帝国のような法がないからです」

「なら法を作るですか？」

「ゆくゆくは」

「でも、ムルトがいた頃も、この国にはあまり法らしい法はなかったように思うですよ？」

「その頃に法の代わりになっていたのが、代々続いた王の権威です。王様は偉い、という意識があったので、王の裁定に島の住人が従っていたのです。王を殺した後に島を支配した海賊は、権威はありませんでしたが、暴力を持ち、恐怖で島の住人を従わせてました。けれど海賊は内陸の村のいさかいに興味がなかったので、裁定をろくに行いませんでした。それが島内でいさかいが増えた理由です」

「なら、どうするです？　ムルトたちが島を取り戻しても、王様はいないですよ？　武力もないですし」

「王ではなく、海神様の権威を使います。神様ですので、使い方によっては王よりも権威があります」

　サーギはしれっとした顔で答えた。

「神様を使いますか。サーギはやっぱり悪い人ですねー」

「自覚しております」

「ムルトが立派に海神様を祭ることができたら、それをダシにして、国をまとめるですか。そして、その後は？」

「この一ヶ月あまり。サーギは島のあちこちを見て回りました。パイ船長は島の有力者と話しをつけております。最初は有力者の間での合議。ゆくゆくは王を立てます。王のもとに官かん吏りを整え、税を集めて官吏を養います」

「税とお役人ですか。あんまり多くないほうがいいですねー」

「さに非あらず。むしろ、多くとっても大丈夫なだけの可能性が、この島にはあります」

　季節風が吹き、西方と東方との海洋交易路の結節点となっている獅し子し島は、交易だけでも十分に富を生み出すことができる。

　さらに、雨期のもたらす豊富な水と内陸の火山からの灰が、地味を豊かにしている。農業技術が低いため生産性が上がっていないが、技術を学ばせた官かん吏りに村々を指導させれば、生産性は何倍にも跳はね上がる。

　サーギが鼻をぷくぷくさせて説明すると、ムルトは首をひねった。思い出してみれば、かつてこの男が鼻をぷくぷくさせると、その後はたいていしっぺ返しが来ている。

「そんなに都合のいい話ばかりがあるですか？」

「はい。都合が悪い部分もあります。税をたくさん取らねばならないのも、そのせいです」

　雨期に来る熱帯の嵐。火山の噴火と地震。交易路の富を狙ねらった海賊の襲撃。

　獅し子し島の持つ利点は、同時に、欠点でもある。災害や戦乱がたびたび起こるのであるから、その備えも必要になる。

「ムルトが住んでいた荘しよう園えんがなくなっちゃったのも、嵐のせいですよ。それを防ぐためには、普段は税という形で富を蓄たくわえ、災害が起きたらそれを出すということですね」

「主な港や漁村には、砦とりでを建てたく思います。逃げ込んで守りを固める場所があれば、海賊の被害はかなり抑えられます」

「やることはたくさんですねー。でも、その前に……」

「はい。海賊勢力をこの島より、追放いたします」

　サーギは低い声で言った。




　七年ぶりに行われた海神の祭りは、大盛況のうちに終わった。

　島中から集まった大勢の人々が見守る中、ムルトは見事に奉ほう納のうの舞を踊りきった。

　昔を知る島の大人たちは、かつての平和で豊かな暮らしを思い出して涙を浮かべた。

　海賊の支配しか知らない子供たちは、自分たちの伝統を目まの当たりにして誇ほこりを抱いだいた。

　そのどちらもが、祭礼場に一番近い場所で祭りをながめる海賊たちに憎しみの視線を向けた。

　島民にそのような目で見られているとも知らず、海賊たちは緊張の中で互いを監視していた。自分たちが一番いい場所にいることについては、当然だという意識がある。何しろ、海賊たちが祭りにかかる経費のほとんどを支払っているのだ。その金は本来、島の人間のものであるが、自分たちが島の支配者であると任じる海賊にとって、そこに矛盾はなかった。

　四つの海賊が島を支配するようになって、十年である。十年あれば『昔からそうだった』と強弁したくもなるだろう。

　ただし、それはあくまで奪うばう側の論理だ。奪われる側は、海神の祭りによって、海賊がいなかった時代を思い出していた。

　祭りは終わり、日没と共に宴うたげが始まった。

　祭礼場を挟はさんで、向かって右側に赤あか牛うし同盟、左側に白はく鯨げい団の幹部が並ぶ。机や椅い子すはなく、丸い座布団を敷いて座り、運ばれてきた皿の上の料理を手づかみで食べる。獅し子し島では鰹かつおをはじめ魚が豊富に獲れるが、今こ宵よいは海神に敬意を表して魚は食べない。代わりに島で多く飼われている豚の肉が次々と出る。

　海の幸は出ない決まりだが、人間は食に関しては抜け道を見つけ出すものだ。干した貝でダシをとった汁物は問題ないことになっている。祭礼場から少し離れた、昔の荘しよう園えんがあった場所には臨時の厨ちゆう房ぼうが作られ、大勢の料理人が立ち働いていた。

　これらの料理人と、食材は、すべて吠ほえ猿ざる党の手配である。今宵の宴が無事に終われば、赤牛同盟と白鯨団の手打ちは無事に終わったことになる。そして、その仲介を成功させたのは吠猿党という実績も残る。

「酒も肉も、じゃんじゃん出せ！　とにかく酔わせろ！　食わせろ！　べろべろに酔っぱらって、動けないほど腹がいっぱいになれば、喧けん嘩かなんか起きねえからな！」

　ハヌマンは、祭りが終わるや否いなや、厨房に飛び込んで陣頭指揮を執った。豚が足りないとみれば、護衛に持たせた金庫から金を手づかみで摑つかんで渡し、豚を買いに走らせる。

　こうした身の軽さは、やはりそれなりの人物だと、厨房に入ったサーギは感じた。

「おう、サーギ、どうした？」

「酒の差し入れだ。島の地酒だが、量はそれなりにある。おい、持ってこい」

　厨房に次々と、壺つぼに入った地酒が持ち込まれる。島の芋いもで作られた焼しよう酎ちゆうである。味は悪いが、手軽に酔える。ハヌマンはひしゃくを受け取って、ぐびりと口に含んでから、べっと床に吐はき出した。

「舌にびりびり刺すぜ、こいつは。けど下っ端には十分だな。ありがとうよ」

「では、こっちも後片付けの仕事があるので、失礼する。幸運を祈る」

「おう！」

　厨房から出たサーギに、黒髪の少年が駆かけ寄ってきた。

「動き出したようだな。……ムルト様は、退避されたか？」

　こくり。少年がうなずいた。

「なら、私たちも準備にかかろう」

　サーギは少年に案内されながら、闇やみの中へと消えた。




　騒さわぎが起きたのは、宴えんもたけなわになってからだった。

　それまでも、海賊たちは高歌放ほう吟ぎんして騒いでいたし、口が悪いので仲間同士の言い争いでも、殺し合いをしているのか、という怒声が響き渡る。

　それらと違う、とハヌマンが気づいたのは、悲鳴が連続して聞こえたからだ。言い争いで悲鳴は出てこない。悲鳴が聞こえるというのは、実際に暴力が使われたということだ。

「くそっ！　とうとう、誰かやらかしやがったか！　おい、お前ら、ついてこい！」

　護衛を引き連れて、ハヌマンは宴えん会かいを開いている岬みさきの上の祭礼場へ駆かけ上がる。偶然で始まった争いなら、早期に止めれば鎮ちん火かできる。

「間に合ってくれよ！　こんなところで──」

　ひゅんっ、ひゅんっ。闇やみを切り裂いて、何かが飛んできた。

「ぐあっ」「ぎゃあっ」

　松明たいまつを持っていた護衛二人が、矢に射抜かれて、もんどり打って倒れる。そこへ、刃をきらめかせた何者かが飛び込んできた。赤い半はつ被ぴ。赤あか牛うし同盟だ。

「くそがあっ！　赤牛！　最初から裏切る気だったんかぁ！　おい、防げ！　防げ！」

　護衛に命じると、ハヌマンは転ぶようにしてその場を逃げ出した。

　あちらでも、こちらでも、戦いが始まっていた。しばらくして、赤牛だけでなく白はく鯨げいの白い鉢はち巻まきもまた、宴うたげの前より数が多いことにハヌマンは気づく。

「どっちも兵隊を隠していやがったのか！　最初から、手打ちなんざする気がなかったのか！　くそっ、くそくそくそっ！　お前ら、全員、くそったれだ！」

　ハヌマンは知らないことだが、祭りが終わった後で祭礼場を片付けて資材を運び出す牛車に、赤牛同盟は兵隊を隠してコロリン港から連れてきていた。白鯨団は祭りの後に闇の中で海賊船を岬の下につける離れ業をして、兵隊を上陸させていた。

　両者ともが兵隊を連れてきたのは、相手側が兵隊を動かしているという情報が入ったからである。情報を流したのはサーギだ。両者は情報の裏を取りつつ、兵を動かす準備をする。そうなれば、もちろん探さぐりを入れた者からの報告は『相手は確かに兵を動員している』となる。

　どちらも、相手側が先に裏切ったのだと思い、兵の準備をさらに加速する。そして、そのことが疑念をより確実にしていく。

　どちらも、ハヌマンと吠ほえ猿ざる党に相手を訴えて動員を止めたり、祭りそのものを中止しようとはしなかった。ハヌマンと吠猿党が信用できないからだが、この機会に相手を完全に叩たたきつぶそうと考えたからでもある。

　どちらも、抗争の長期化は望んでいなかった。だから、決着をつける気でいたのだ。

「わかってねえ、お前らわかってねえ！　こんなことで、決着がつくような戦いじゃねえだろうが！」

　ハヌマンは逃げながら歯がみした。どちらも、大勢の死人を出すだろうが、頭領をはじめとする幹部は逃げ延びるだろう。そうなれば、憎しみだけがつのって、これからも殺し合いが続く。

　けれども、その予測はすぐにはずれた。

「しっかりして下さい盟主！　くそっ、盟主がやられたぞ！」

　赤あか牛うし同盟の集まっている場所から声が上がる。

「親分がやられたー！　畜ちく生しよう、親分がー！」

　白はく鯨げい団のほうからも、悲憤を込めた叫さけびが聞こえる。

　──どういうことだ？

　物陰に隠れながら、ハヌマンは周囲を観察した。その間にも「ぎゃっ」「ぐわっ」という声が赤牛同盟と白鯨団の幹部が集まった場所から聞こえてくる。

　両者は祭礼場を挟はさんで左右に分かれているので距離は近いが、奉ほう納のうの舞のための舞台が間に入っていて、互いを直接狙ねらうことはできない。

　くわえて、どちらも海戦のときに船ふな縁べりに並べて使う大きな盾を本陣の周囲に置いて、弓矢に備えている。なのに、幹部が次々と射殺されている。

　やがて、白鯨団も、赤牛同盟も、幹部連中の多くを失って士気を喪そう失しつし、わっと、散り散りに逃げ始めた。夜の戦いくさである。どちらも末端の兵はまだ何が起きているのかわかっておらず、戦いが続いている。

　警戒しながら、ハヌマンは人がいなくなった赤牛同盟の本陣に忍び寄った。同盟の盟主の死体が転がっている。その喉のどに、短い矢が刺さっていた。海賊たちが使っている弓の矢ではない。短く、太い。このあたりには存在しないはずの、弩いしゆみの放つ矢だ。

「この矢は──まさか！」

　奉納の間になった舞台を見る。舞台は箱状になっている。中の様子は見えない。

　その中に弩を持った兵を隠していても、誰も気づかないだろう。

「まさか──まさか！」

　海神の祭りの舞台を作ったのは誰だ？

　海神の祭りをやろうと言い出したのは誰だ？

　この混乱の大元となったあの夜、黒こく鷗おう水軍衆の頭領を、弩で殺したのは誰だ？

「まさか、サーギ！　あんたか！　あんたが、全部企たくらんでいたのか！　最初から全部！」

　ひゅん。

　舞台の板と板の隙すき間まに作られた矢狭間から、弩の矢が放たれた。

　どすっ。

　ハヌマンの喉のどに、矢が刺さった。ハヌマンはくるり、と身体からだを回転させ、倒れた。




　夜明け前に、戦いはすべて終わった。

　白はく鯨げい団も、赤あか牛うし同盟も、首領をはじめとする主立った幹部を失い、組織として致命的な損害を被こうむっていた。白鯨団も赤牛同盟も、生き残りは海へと逃れた。構成員はまだ残っているが、それを統合して戦力として率いる指揮官がいなくなっていた。

　吠ほえ猿ざる党も混乱の中にあった。党首のハヌマンの死体が発見されたからだ。

「前党首に使いを出せ。今後、獅し子し島諸侯連合のもとにつくというのであれば、財産と生命は安あん堵どする、とな。その代わりに吠猿党をまとめてもらう」

　まだ薄暗い中、死体の後片付けと負傷者の手当てを指揮していたサーギは、そう命じた。

　それから、きょろきょろと周囲を見回す。

「ご主人様──ムルト様はどこだ？」

「祭礼場に向かわれました」

　サーギは足早に祭礼場に向かった。そこは真っ先に死体の確認と片付けをしたとはいえ、まだ血の臭においが濃く残っている。彼の大事なご主人様には相応ふさわしくない。

　東の海がようよう白くなりゆく頃、祭礼場の舞台の上で、ムルトはサーギを待っていた。

「やっちゃったですね、サーギ。本当に海賊を追い出して島をひとつ盗ってしまったですよ」

「まだ終わっておりません。あまりひとりで出歩かれては危険です」

「それはそうですけど、この機会に言っておかないといけないことがあるですよ」

　そう言って、ムルトはもじもじと身をよじらせた。

「何でしょうか、ご主人様」

「その……ご主人様、についてですよ。ムルトは、その……サーギのご主人様では、ない、ですよ」

「何をおっしゃいますか。ムルト様は私のご主人様です。この五年、私はずっと、ご主人様に仕つかえて参りました」

「その五年の、ちょっと前の話をしているですよ。サーギが記憶を失う前、ムルトはサーギのご主人様ではなかったですし、サーギも、サーギって名前じゃなかったです」

　──言ってしまったですよ。

　ムルトの、この五年で豊かに育った胸の中で、ぐるぐると思いが回る。

　これを口にしてしまえば、今のサーギとムルトの関係は壊れてしまう。噓うそから生まれた、主従関係が、解消されてしまう。

　──でも、これでいいですよ。いつまでも噓をついてご主人様を演じ続けるのはよくないです。そんなのはダメです。

　意を決し、サーギに向かってムルトは叫さけぶ。

「サーギの、サーギの本当の名前はですね──！」

「承しよう安あん軍の仮面の軍師、崇すう鳳ほう。ただしこれは偽名で、本名は沢さわ樹ぎ延えん銘めいですね」

「……へ？　サーギ、本当にサーギ、じゃなくてサワギって名前だったですか？　ていうか、何で知ってるです！　記憶が戻ったのですか？」

「いえ、記憶は戻っておりません。ですが、あらかじめ調べておりました」

「な、何で……」

「今も私は延えん喜ぎ帝国では、逃亡を続ける反乱軍の首しゆ謀ぼう者しやのひとりです。記憶を失ったからといって、帝国の官かん吏りには関係ありません。私がうかつなことをして、崇鳳であることがバレて捕まれば、ご主人様にも累るいが及ぶでしょう。それを避けるためです」

　しれっとした顔で、サーギが答える。

「それは筋が通っているようで、全然、通ってないですよ！　そこまで調べたなら、ムルトが何者か、昔のサーギとムルトの関係がどうだったか、わかってるはずですよ！　五年前、記憶を失う前のサーギは、ムルトのご主人様だったですよ！」

「はい、状況から考えればそうですね。ご主人様のことは調べられませんでしたが、仮面の軍師の身の回りは、南方の少女が奴ぬ婢ひとして世話をしていたことまではわかっております」

　ムルトはがっくりと肩を落とした。

「はあああ……。もう何年も、ムルトはずーっとずーっと悩んでいたですよ。バレたらどうしよう。記憶が戻ったらどうしようって。そうなったら、サーギがムルトのことを恨うらむんじゃないかって。ムルトはサーギに嫌われて、サーギがどっか行っちゃうんじゃないかと、ずっとムルトは悩んでいたですよ」

　これには、サーギのほうがびっくりした顔になる。

「申し訳ございません！　ご主人様が、そのようにお悩みであることは気づきませんでした。そのようなことは、決してございません」

「何でですか？」

「は？」

「何で、昔は自分がご主人様だったのに、ムルトがご主人様になっても平気ですか」

「そうですね……記憶を失う前の自分が何者であったかは、今の自分にはあまり関係がないのです。それに以前の私もきっと……あ、いえ、何でもありません」

　珍しくサーギが顔を赤らめて言葉を濁にごす。ムルトはサーギに顔を近づけた。

「むむ、聞き捨てならないですね。以前の私？　記憶はないのではないですか？」

「記憶はありません。ですが、同じ人間である以上、何となくわかるのです。今の私も、昔の私も、人としては同じような欠陥があります。昔の私は、それがより強かっただけ。他人のことなど、どうでもいい人間です。ですが、だからこそ、以前の私も……自分の側そばで世話を焼いてくれる、奴ぬ婢ひの少女のことを、憎からず思い……それなりに好いていたのではないかと推測されるわけです」

　にまあ。

　それを聞いたムルトの顔に、大きな笑えみが浮かぶ。

「へええええ～～？　そうですか？　あの駄だ肉にくご主人様が、ムルトのことを、好いていたですか。へえええええ～～。そんな素振り、かけらも見せなかったのに。ちょーっと噓うそ臭くさいですねー。へえええええ～～」

「それなりに、それなりにと申し上げました。その、男女のそれというわけではなく、犬いぬ猫ねこに向けるような、その……」

「むむ。猫呼ばわりは許せないですよ。確かに、ムルトは昔は野の良ら猫のようでしたですけど、今はだいぶ違うですよ、ほら！　ほら！」

「おうふ。ご主人様、おやめ下さい。確かに、今のご主人様は、野良猫ではありません」

　ムルトが跪ひざまずくサーギに後ろから抱きついて身体からだを押しつける。

「ふふん、まあいいですよ。ご主人様は心が広いですから、野良猫でも山やま猫ねこでも許してあげるです」

「ありがとうございます」

「ここまで、五年かかりましたですよ。こうなってみれば、ムルトが自分で遠回りしただけの気がするですよ」

「何がでしょう」

「次の五年が過ぎたら、教えてあげるですよ」

　東の水平線から、暁の光が差し込む中、ムルトがサーギに手を伸ばす。

「さ、行くですよサーギ。島盗りをして終わりではないです。ムルトとサーギで、この島を、うんと豊かにするです」

「はい、ご主人様」

　サーギはうやうやしくムルトの手を取った。







　　　あとがき




　お久しぶりです『ご主人様は山やま猫ねこ姫13　大団円終劇編』いかがでしたでしょうか？

　今回の、この巻をもって『ご主人様は山猫姫』の物語は終わります。

　シリーズの第一巻が発売されたのは、二〇〇九年の四月ですから、この物語はちょうど五年間続いたことになります。

　私は、最初、この物語を、実際に中国の西域に存在した『西せい夏か』と呼ばれる国家を舞台にした、もっと史実寄りの設定で書こうと思っていました。

　当然、登場人物の名前も、もっと違う名前でしたし、遊牧民の民族名も、史実的には正しいのですが、日本人にはかなり馴な染じみのない名前でした。

　でも、そんなとっつきにくい名前や設定で物語を書いても、それで満足するのは私のマニア心だけです。

　考証は正しくて史実に沿っていても、それは私が書きたくて、そして読者の方々が望んでいる『ハラハラドキドキな物語』とは、まったく関係がありません。

　というわけで、私は、世界観をそのままにして、地名やキャラクターの名前をどんどん、文字から連想する『語感』に沿って書き換え、キャラクターをライトノベル風に動かすことにしました。

　とはいえ、二〇〇九年当時のライトノベルの主流は、いわゆる「生徒会モノ」と「学園異能モノ」などが占めておりました。

　中華ファンタジーとは名ばかりの、魔法も妖怪も出てこない実に地味な物語が、果たして読者の方々に受け入れてもらえるのか。不安でしたが、そこはそれ、他に誰も書いていない物語だからこそ、受け入れてもらえる余地がある。ナンバーワンよりオンリーワンだ、と信じて一巻を書き上げました。

　さて、原稿は出来上がりましたが、問題はタイトルです。私はいつもタイトルを考えないで小説を書き始めます。テキストファイルの名前は出版社と、その出版社で書いたシリーズの番号になっていますので、タイトルが付くまでは、この物語は『電撃五』つまり、電撃文庫で五番目のシリーズ、という意味の仮タイトルがつけられていました。

　しかし、いくらなんでも『電撃五』ではタイトルになりません。

　何かいいタイトルはないか、と知恵を絞った結果、山猫と呼ばれているミーネを前面に出した『ご主人様は山やま猫ねこ姫』というタイトルに決まりました。

　しかし、このタイトルで、おてんばなお姫様の萌え萌えな物語を期待して手に取った人の中には「詐さ欺ぎだ！」と思った人も多かったのではないかと思います。

　私と、この『ご主人様は山猫姫』という物語が幸運だったのは、なによりも絵師さんに恵まれたことだと思います。

『山猫姫』のイラストを担当していただいた春日かすが歩あゆむさんは、二〇〇八年のアスキー・メディアワークス主催、第15回電撃イラスト大賞で選考委員奨励賞を受賞した、前途有望な新人さんでした。

　電撃文庫の門出が、私のようなマイナーな本のイラスト、ということで、いささか気の毒でしたが、巻を追うに従って、ぐんぐんと力をつけて「山猫姫はイラストがいい」という評判が立つようになりました。そして、イラストだけでなく、マンガもお描きになるようになり、今年の三月に画集を出されました。この本が書店に並ぶ頃には、すでに書店に並んでいることと思いますので、ぜひ、手にとっていただければと思います。

　執筆の助力をしてくれた、広島在住の銅あかがね大だい氏と、長野県在住の椎しい出で啓けい氏と、最後まで迷惑かけどおしの、電撃文庫編集部の高たか林ばやし君には、本当にお礼の言葉をいくら並べても追いつきません。『山猫姫』はこの三人の協力が無ければ、こうやって終わりを迎えることはできなかっただろうと思います。

　そして、誰よりも、『山猫姫』を購読して、五年間支えてくれた読者の皆様に、心よりの感謝を捧ささげて、あとがきを閉じたいと思います。ありがとうございました。





（次のシリーズは、海洋冒険ものにしたいなあ……などと考えている）　鷹たか見み一かず幸ゆき
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